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Ⅰ はじめに 
 

前回の(その１)では全体の構造を取りあげたが
(1)、今回はこのシステムの受講者が活用できるよ

うに、受講者自身の分析の補助手段として提供し

た図や各種の補助的なシートについて取りあげて

おくことにしたい。 

われわれのシステムをビジネスゲームと呼ばず

に、マネジメント・シミュレーションと呼んでい

る理由は、受講者が自身の入力値に対して事前的

および事後的に財政状態についての分析を行って、

目標を達成しうる入力値をうるように訓練するこ

とを目指しているからである。バーチャルな環境

での企業経営管理を体験してもらおうとするので

ある。 

しかし、結果について受講者が分析的に予想し

て入力行動につなげることは決して容易な問題で

は無い。前回にも言及したように、このために設

定してある経営環境はできるだけ公開して、知ら

せないのは価格や広告費などの主要なパラメータ

の影響係数だけに止め、その係数を得られたデー

タによって分析する能力の向上を期待しているの

であるが、これが必ずしも期待する方向には働か

ないことが尐なくない。 

前回に触れたように、価格設定の影響の分析で

は設定価格とその結果としての販売量の関連分析

に向かってほしいのに、価格弾力性という語から

単純に価格を下げればどこまでも反比例して販売

量が増加するように受け取って、極端な低価格を

付ける例が後を絶たない。特に価格競争を含んだ

モデルでは、毎回見られるところであった。 

こうした点に注目すると、会計士や税理士を目

指す受講者でも、企業の財務数値による分析能力

が十分でないことに注目せざるを得なくなる。そ

してその大きな理由の一端が従来の経営分析技法

にあることに気がつく。よく勉強している受講者

は与えられた財務資料から財務比率等を詳細に算

定するが、それを利用してどのような入力値の設

定をするかという行動に結びつけることができな

いのである。これは従来の経営分析が分析結果を

次の行動に結びつける様な形では教えていなかっ

たことによるところが大きい。財務比率の悪化の

状況の分析はできても、ではそれに対応してどの

ようなパラメータの値で期待するべきかと言った、

行動を改善に結びつけるように訓練されていない

のである。 

 

 

Ⅱ 分析結果から入力値への展開 
 

そこでマネジメント・シミュレーションでは、

従来の経営分析が「では如何に行動するべきか」

の How to に結びつけて理解されていない点につ

いて、まず参加者の視点を経営分析の結果として

の比率指標から、それを結果する各種のパラメー

タの値に置くように訓練することから始める必要

があった。たとえば結果としての売上高利益率へ

の注目にとどまらず、得られるべき売上高、さら

にはそれを結果する価格や販売費等の設定値に注

目させるのである。 

これは会計学を相当程度学んできた受講生にと

っても、不思議なぐらいなじみの無いことである

ように思われた。そこで第１図の利益のフローチ

ャートや巻末に添付した受講者用のマニュアルで

の「５利益計画の手順」のような説明を通して徹

底することにした。それも最後までこの考え方に

馴染めずにマネジメント・シミュレーションに興

味を持ち得ない受講生も見られた。こうした点か

ら、事後的な監査業務にとどまらず、企業へのコ

ンサルタントとして機能しうる会計士の養成には、

われわれのマネジメント・シミュレーションのよ

うな企業の管理活動を疑似体験できる科目が非常 
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第 1図 利益計画のフローチャート 

 

に有効であることが実感しうる。 

この第１図では､マネジメント・シミュレーショ

ンのモデルの入力項目に応じた形になっているが、

基本的には期間利益計画のフローチャート・モデ

ルであることが理解されるであろう。この図にし

たがって処理してゆけば良いのであるが、この中

12



LEC 会計大学院紀要  第 14 号 

LEC会計大学院でのマネジメント・シミュレーション (ビジネスゲーム）のシステム構築(その２） 

でも説明しているように、広告費は販売促進費を

代表する費目として売上高に影響する要因にして

いるので、この点も含めて作ったのが、巻末に添

付した「受講者用マニュアル」の{Ⅲ}システム詳

細マニュアルの３の「戦略的決定を含めた利益計

画の手順」である。ここでは各段階での詳細を参

照できるように関連箇所を上げるなどして、受講

者がマニュアルを利用しやすいように工夫してい

る。 

いずれにせよ、企業利益の要因となるパラメー

タの入力値の決定は、それによって結果される影

響を過去の資料の分析から予測を繰り返しながら

目標利益を満足する状況を見いだしてゆくという

期間利益計画の基本を理解し実践してもらうこと

を期待して居るのである。こうした実践の経過で、

分析と予測の繰り返しで目標利益の達成を模索す

るという期間計画あるいは予算編成の基本が全く

理解されていないことに尐なからず驚かされた。

こうした参加者では、各パラメータの値を適当に

決めて、後は運に任せるといった行動を取ること

になる。LEC 会計大学院で必修科目として長く実

行してきた間に、繰り返しマネジメント・シミュ

レーションは「遊びではない」と強調する必要が

生じた理由の一端は、こうした期間利益計画や予

算編成の内容を実践するという理解に欠けている

ところに求められるであろう。これではよく分か

らないけれども良かったとか悪かったと言ったこ

とで終わる従来のビジネスゲームと変わらないこ

とになってしまう。ここでもマネジメント・シミ

ュレーションがその意義を十分に達成するには、

それによって教育しようとする内容を実施者側で

明確に理解しておく必要がある。 

しかし経営分析の知識を十分に持って居る受講

生でも、パラメータの入力値が利益や財政状態に

どのように影響するかの面で知識を利用するよう

には訓練されていなく、戸惑いを見せるのが普通

である。 

そこで損益分岐点分析、キャッシュフロー分析、

キャッシュフローの予測、交差比率による ROE分

析などのテンプレートを企業別のファイルに設け

て、受講者にこれらを利用して必要な知識と分析

のアイディアーを修得させるようにしてきた。こ

れらの補助的なテンプレートについては、マネジ

メント・シミュレーションの授業中に時間を取っ

て、「基礎知識講座①・損益分岐点の利用」などと

した講義によってその理解と利用を促進してきた

ことは巻末の「受講者用マニュアル」の授業スケ

ジュールに現れているとおりである。そこで以下

ではこれらのテンプレートについて述べておくこ

とにしよう。 

 

 

Ⅲ 損益分岐点テンプレート 
 

各パラメータの売上高や利益への影響を分析す

る必要が理解されても、ではどのように分析すれ

ば良いかが分からない受講者が尐なくない。そこ

で過去の資料を利用してグラフ化したり、さらに

単純回帰分析や多重回帰分析の方法を利用するよ

うに指示したりする。筆者が「意思決定会計論」

も担当していた 2013 年度までは、その授業で

LP(リニアー・プログラミング)とともにこれらの

適用も具体的な問題によって実践しており、企業

チームの中心になる受講者が適用をリードしてい

た。マネジメント・シミュレーションの授業だけ

では、こうした分析方法まで具体的に実践する余

裕が無いのが通常である。 

マネジメント・シミュレーションの科目のうち

でも企業間の競争を含まないクラス１のマネジメ

ント・シミュレーションⅠの授業では、企業間の

情報の交換は自由にしており、かえってそれを奨

励していたので、他企業のデータも入手してグラ

フ化することによって効果的に正確な関数関連や

最有利価格や最適規模等を発見する企業も現れた。

こうした企業についてはマニュアルの日程表にあ

げてある経営報告会で発表させた。こうした方法

を通してグラフ等の利用の仕方も習得するように

配慮してきたが、そのための授業では無いから満

足な時間を割り当て得なかった。この点で十分な

シミュレーションの実施には関連科目との調整が

重要になろう。特にこのことは価格弾力性につい

て痛感した。 

すなわち価格弾力性はミクロ経済学では価格の

変化率に対する需要（われわれの場合には販売量）

の変化率で説明される。しかしこの定義を教える

だけでは利益に対して最有利の価格を持つ価格弾

力性が存在しうることや、またプログラムを作る

側でも弾力性係数を設定するのには有効では無い。

価格弾力性について理解している受講生でも、弾

力性係数は価格によって変化すること理解してい
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ないのが珍しくないどころか、それが普通の状況

であった。このために前回にも触れたように競争

を含むモデルでは、必ずと言って良いほど極端な

低価格政策によって需要を独占しようとする企業

が現れることになる。 

そこでわれわれは価格と販売量との関連を一定

の関数関連で表現して設定し、また受講生にもそ

のように説明してきた。この関数には当初は前回

にも触れた右上がりの成長曲線を表す指数関数を

利用していたが、この関数では価格に応じた売上

高を計算すると、売上高は販売量と価格の積であ

るから、販売量が増加しなくなる価格右端の部分

（高い価格の部分）で売上高では跳ね上がるよう

に急激に増加する結果になる。しかしわれわれが

期待するのは高すぎる価格設定では却って販売量

や売上高が減尐する様に設定することであるから、

比較的早い段階で価格については指数関数の利用

を止めて、価格と限界利益額にも配慮した上に凸

の価格と販売量の二次関数を利用するように変更

し、マニュアルで最有利価格が存在することを表

示し、価格設定を工夫するように配慮してきた。 

しかし利益は第 1図でも知られるように多くの

パラメータによって変動するから、達成できる利

益額を予想することが困難なことは実務でと同様

に当然である。そこで利用しているのが損益分岐

点分析であり、この分析の妥当な利用方法の理解

も狙って提供しているのが、企業別ファイルの中

に準備してある損益分岐点分析テンプレートであ

る。 

損益分岐点分析は分岐点の売上高を求めるだけ

のものと考える受講者が尐なくないが、それだけ

であるならばそれほど有効な方法とは言えない。

これまでの予算管理の書物で強調してきた様に、

それは利益が製造量と販売量の両方によって影響

される計算方法である全部原価計算の時代に一義

的な原価・営業量・利益関係による方法として利

益計画の必要に応じるために工夫された方法であ

った(2)。この機能は現在でも失われたわけでは無

い。利益計画での利益の予想に役立てうるのであ

る。 

すなわち、損益分岐点分析では分析した時点で

の市場や企業内でのその他の諸状況が変わらない

として、販売量・価格・諸費用などが変わったら

どれほどの利益が達成されるかを予測する方法と

して利用しうるのである。 

この分析で一定と予定している諸条件には,販

売品単位当たりの限界利益(したがって価格と単

位当たり変動費)と期間の固定費（したがってわれ

われの場合には広告費と営業員数と営業員の給与）

が含まれ、それゆえ入力するパラメータの各数値

が一応変わらないものとして販売量の変化に対す

る利益変化を予測するのである。そしてこの予定

する諸条件が変化したときは，それに応じて売上

高線あるいは費用線を書き換えることによってパ

ラメータ変化による利益変化を算定でき，かつ損

益分岐点図表(利益図表)の上でも視覚的に知りう

るのである。 

ところで、現実には次期のパラメータ入力値は

変えるのが普通であるから、当期の入力値による

損益分岐点分析の次期予測への信頼性は脆弱なも

のになりかねない。こうした点が損益分岐点分析

の利用に積極的で無い理由になっているように思

われるが、これも損益分岐点分析上で各パラメー

タの変化をシミュレートしながら利益変化を見る

ことで克服できる。そこでのように作ったのがこ

こでの損益分岐点テンプレートである。 

この EXCELのシートの体裁は第２図の様になっ

ている。この図ではシート全体を表示する訳には

行かないので最初の一部を示しているが、数値の

表示領域と図の表示領域は実施する期間数だけ準

備してある。 

このテンプレートの上部の各期の売上高から税

引前利益までの金額と％は、サーバーで入力処理

した損益計算書・貸借対照表およびキャッシュフ

ロー計算書その他が企業別ファイルに転記処理す

ると同時に、こられの数値もこのシートの各箇所

に自動的に転記されるようにプログラムしてある。 

そしてこれらの数値がこの部分に転記されると、

表の下部の各期の利益図表の右側の総資本から固

定費額までを参照して計算し、それによって各期

の損益分岐点図表もプログラムで自動的に表示さ

れる。したがって受講者には、入力結果が返され

る段階で分岐点図表と各数値は入力表示済の状態

になっている。各自が数値を転記し作図させるよ

うにするとその手間を惜しむ受講者が多いので、

ここまでは自動化している。 
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第 2図 損益分岐点テンプレート 

 

そして受講者は中程の黒枠で囲った「ゴールシ

ーク領域」とその下の変動費率と固定費額の「シ

ミュレーション用」を利用して、各パラメータの

入力変化に応じた利益変化をシミュレーションす

るのである。 

この分岐点分析のシミュレーションは、各種の

パラメータ変化に対応できるように容易に工夫し

て利用できるが、受講者用マニュアルでは 40頁以

降に比較的簡単な利用法のいくつかを上げてある。

ここでも受講者が積極的に自身で営業員数やその

給与の変化などに応じたシミュレーションに拡大

することを期待しているのである。特に広告費は

販売数量への影響の関数関連を予定しなければな

らないが、それも含めて工夫すればこのシミュレ

ーションに取り込める。こうした一層の利用を期

待しているが、そこまで工夫する受講者は滅多に

無いのが残念であり、またそのための十分な時間

をとれない悩みがあった。なお実施時に再三注意

を促したところであったが、この広告費の様に複

雑な関数関連を設定している場合でも、比較的狭

い範囲では一次の線型関数で近似できることに注

目して、資料から直線回帰式を得て適用し、さら

にそれを次の資料によって修正してゆくという手

順でシミュレーションすることを期待したのであ

る。マニュアルに上げた利用法については，ここ

では重複を避けて省略するので、添付したマニュ

アルの該当部分を参照されたい。 

 

 

Ⅳ キャシュフロー計算書のテンプ

レート 
 

キャッシュフロー計算書が公表される財務諸表

に加えられてから年数が経過したが、われわれの

受講者達でもキャッシュフロー計算書の説明を求

めると一様に自信のなさを表すのが普通である。 

マネジメント・シミュレーションでは先にも触

れたように利益額や ROEの最大化を求めるだけで

無く，期末の現金残高がその期の売上高の２ヶ月

分以上で４ヶ月分以内の基準や、株価収益率（PBR)

が清算価値である１よりも大きくなることを要求

している。このために株価を営業利益、株式発行

数、景気指標、配当によって計算し、増資によっ 
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第 3図 キャッシュフロー計算書のテンプレート 
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て下落するほか、期末現金の不足を引き起こす財

務的な失敗によっても大きく下落する様に設定し

ている。 

これらは企業業績を利益だけで表示することか

らの歪み、特に財務的な歪みに十分に配慮しなが

ら経営する演習のためであるが、ここでもキャッ

シュフローについての知識の不十分さが足かせに

なることが多い。 

そこで日本公認会計士協会｛JICPA｝が会員向け

に提供しているキャッシュフロー計算書のワーク

シートが非常に良く出来ているので、これをわれ

われ授業に適合するように、また受講者の状況に

あうように多尐の修正をして利用している。これ

が第３図のキャッシュフロー計算書のテンプレー

トである。 

このワークシートの JICPAからの変更点は、①

法人税は簡単化のために発生した期に支払を計上

するようにしているので、法人税等の未払い等の

記入は無くその欄は 0にする。②期首期末の差額

欄では、資産項目では期首から期末を引き、負債

資本項目では期末から期首を引くように表示され

ている。この部分でキャッシュの増減の内容に応

じた処理になっているが、われわれのテンプレー

トでは差額は一様に期末から期首を引く様に改め、

合計欄で資産の小計額から負債・資本の小計額を

引くようにしている。受講者の貸借対照表の知識

に会わせているのである。この結果一つには差額

欄の合計が 0になることと、今一つにはこの残高

欄の現金勘定の金額が、表の右下のキャッシュフ

ローの合計欄の金額に一致することでキャッシュ

フロー計算の正確性を自己検証できる。貸借対照

表上の現金勘定の増減がキャッシュフロー計算書

の結果と一致することが表の上でも自己検証され

るのである。③上の②の結果として表の右上の部

分の資産の増減、負債の増減、投資活動財務活動

などの欄の金額は、それぞれの内容に一致し受講

者に確認しやすくしている。そしてその下のキャ

ッシュフローの部分に転記する際に、資産負債の

増減がキャッシュフローでどうなるかの変化が表

れるようにしている。表の中の第 4期の表では 30

行の上に引いてある太線を越えるところで、資産

負債の増減の基準からキャッシュフロー基準への

変化を表すようにして、資産負債の増減とキャッ

シュフローの関連を理解し、習熟することを期待

しているのである。 

キャッシュフローについては、このシートだけ

では十分な効果を上げることが出来ないので、「基

礎知識講座②キャッシュフロー分析の要点」とし

て時間を取っていろいろ工夫して解説をしてきた。

この LEC会計大学院紀要の第９号（2011 年 12 月

発行）に掲載した「総合ワークシートの作成－CF

欄の精算表への取込―」の論文(3)も、この一貫と

して工夫したもので、従来の精算表にキャッシュ

フロー（CF）欄を加えて、他の財務諸表の数値と

共にキャッシュフロー計算書の数値を関連して導

き出せる様に表示したものである。この総合ワー

クシートは簿記については精通して自信のある受

講者が多いことから、比較的関心を呼び起こすこ

とが出来たことが、事後的な授業評価のアンケー

トで知られたところであった。 

その他、色々な形や資料を利用してキャッシュ

フローの予測に資する様な講義を工夫してきた。

ここで指摘できることは、期末現金残高が売上高

の２ヶ月から４ヶ月分の範囲内の基準を設ける以

前には、毎回現金残高がマイナスになって緊急融

資を受ける企業が頻発したが、この基準を設けて

以後は、緊急融資の発生がほとんど無くなり、こ

の基準の実際的な有効さが実証された感があった

ことであろう。 

 

 

Ⅴ ROE分析と ROEシミュレータ 
 

マネジメント・シミュレーションでは、2009年

度にこの講義科目を始めてから一貫して、その当

時の我が国企業の ROE（自己資本利益率）の低さ

を問題として、ROE10％以上を重視した目標の解説

や評価を行ってきた。その後の経済社会の動向は

まさにこの傾向を顕著にしてきた。 

ところでマネジメント・シミュレーションでは

プログラムの作成を含めたシステムの構築から毎

時間での実行と、そこでの経営管理上のアドバイ

スと指導まで多くの作業を必要とするので、複数

の教員体制で実行しており、特に専ら受講生への

経済状況や企業経営上の問題解説や指導を公認会

計士でもある高田博行教授が担当している。 

この高田教授は上述の期末現金残高の２から４

ヶ月分の範囲の基準のほか、各種の実務的な面か

らの提案に助けられることが多かったが、我が国

独自に企業実務から発展した交差比率の概念に言
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及されたことが契機になって、この大学院紀要の

第９号の共同執筆論文「交差比率の新たな位置づ

け－資本利益率の構成要素として有効性と限界－」

の論考で取りあげたように、ROE を交差比率に結

びつけることによって、新たな自己資本利益率の

概念を見いだすことになった(4)。 

このデュポンの資本等式に代わりうるとも言え

る自己資本利益率の構造式は、次の第 4図に見る

ように四つの要素にまとまる。 

 

 

 
第 4図 ROE資本等式 

 

この資本等式はデュポンのそれに比して経営活

動の各側面の活動結果に対応しているところに特

徴がある。そこでこの特徴を生かし、かつ高い ROE

を達成するには,それぞれの個別の企業環境で何

が有効に実行出来るかを模索し次の期の利益計画

に結びつけるための分析道具として受講者に提供

したのが、ここでの ROE分析テンプレートである。 

巻末添付の「受講者用詳細マニュアル」の 43

頁以下に述べているように、ROE に対するこれら

四要素の影響の仕方は明確になっていない。これ

ら四要素は掛け算で結ばれているから、いずれの

要素が増大してもそれは ROEの増加に結果する様

に見えるが、それらの要素を構成するパラメータ

の複合した増減関係から,必ずしもそれほど単純

では無い。これについては別の機会があれば取り

あげたいと思うが、ともあれこの変化関係は企業

の状況（われわれの場合にはシミュレーションの

環境設定）によっても一様で無いことは確かであ

る。そこでこれらについての知見は,色々な環境で

の経験を集めながら見いだしてゆくより仕方が無

いであろう。実際の企業活動でのシミュレーショ

ンが可能では無いから、それだけにわれわれのマ

ネジメント・シミュレーションのモデルによるシ

ミュレーションは有効にもなるはずである。 

こうした視点も含めて、この授業の参加者の期

間の利益計画に役立てるためのテンプレートとし

て作成したのが、ここでの ROE分析シートである。 

このテンプレートでは、「受講者マニュアル」に

あるように、いくつかの部分から成っている。 

①利益の目標値がマネジメント・シミュレーシ

ョンの主要なパラメータである価格・広告費人件

費のどれほどの入力額で達成できるかを分析する

「目標値のテスト・シミュレーション」。 

受講者は価格設定や広告費の支出が売上高増や

利益増に線型で影響すると考えている例が尐なく

ないことは前述した通りである。この点も含めて、

これらの変化によって利益目標が達成できるのか

の確認も含めて、その時の環境状況でパラメータ

の変化による利益額の変化をまず分析するのが、

「目標値のテスト・シミュレーション」である。 

価格・広告費・人件費あるいは営業員数量など

のパラメータの利益への影響は単純な線型ではな

いから、価格等の変化によっては達成できない利

益額が存在する。その場合にそうした利益額を目

標としてシミュレーションすると,設定した計算

回数だけ実行して終了する。 

このため反復計算回数と変化の最大値を適切に

設定しておかないと期待した結果が得られない。

すなわち反復回数を EXCELのデフォルトの設定の

様に 200回程度のままでは十分に収斂しない前に

計算を終わってしまうし、最大の反復計算回数で

ある 32,767回にしておくと、それを終わるまで待
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たねばならない。このシミュレーションでは後述

の様にシステムのフレームワークに相当する計算

システムを利用するから、中断できずに延々と複

雑な計算を反復し続ける場合が生じるのである。 

そこで一つにはどれほどのパラメータ変化によ

ってある期待した利益が達成出来るかを分析し確

認して、無駄な反復計算を避け、また適切な反復

回数を見いだすために、この目標利益のシミュレ

ーションの部分を設けている。なおこの部分は後

の計算にも利用するので一部のセルは入力を制限

しているが、利用は自由にして、後での利用では

改めて必要な入力式等を入れ直す様にプログラム

してもよい。 

②システムでの営業利益に影響する各パラメー

タの変化による ROEへの影響を測定する「パラメ

ータ変化によるシミュレーション」。 

ここでは第４図の四つの要素の構成各部分であ

る売上高変化、限界利益額変化、純利益額変化(こ

れは、価格変化、広告費変化、および人件費変化

の各場合に細分する)、期末在庫変化、自己資本変

化(これも利益増による場合、増資と自己株式の取

得による場合、自己資本率変化の各場合)、および

総資本額の変化（これも、借入による場合、増資

による場合、増資と借入を変容する場合に細分す

る）のそれぞれについてどれほどの変化率が ROE

のいくらの変化率に影響するかをシミュレーショ

ンする部分である。この設定をどのように分類し

たら良いかも分からない状況であるから、差し当

たってのもので有り、一部で重複しているのも一

応この様な各場合について見える様にしているの

である。また価格変化等の項目の単独の変化の影

響だけで無く、いくつかの項目の複合した影響も

見られる様になっている。ROE への影響がほとん

ど確認されていない現状から、影響の測定が多様

に実行出来ることを重視したモデルになっている

のである。 

これらの変化の影響を見るには、各項目の数値

から関数式などで結果を導き出すわけには行かな

く、入力値から財務諸表を導き出すシステムの主

要部分の計算を実行する必要がある。しかしその

ためにいちいち教員のサーバーにアクセスしてい

ては時間と手間が利用の障害になる。そこでサー

バーの本体の計算メカニズムの簡易版を各企業別

ファイルに設けて、これによってシミュレーショ

ンする様にしている。しかしそれによって主要な

計算内容が知られてしまうと、分析と予測する意

味が無くなり兼ねない。そこでこの簡易版を設け

た「ROE シミュレータ」のシートは公開しないで

受講者からは見えない様に一応している。 

ちなみに、パスワードなどは簡単に破れるソフ

トもある様であるが、それによってシートを開い

ても、計算関連を辿ることは容易な作業ではない

から、それほどの熱心に勉強しようというのであ

れば、それもまた結構と割り切っている。 

③上の②の各項目の影響は、単独の数値による

ものだけを見るよりも、一連の数値によって影響

の変化が辿りうることが有効であろう。そこで各

項目の希望する一連の範囲について測定できる様

にしたのが「連続実行の場合」の部分である。そ

してこれらの測定結果を表示しているのが、この

「ROE 分析」の最下段の「分析結果の表示」の部

分である。 

またこの数値の羅列だけでは見にくいので、こ

れをグラフに自動的に表しうるようにもプログラ

ムしているが、詳細は省略する。 

④「ROE 分析」のシートの最後は、これまでの

視点を逆にして目標の ROEを達成するに必要な各

項目（ここでは一応、売上高、価格、変動費、広

告費、在庫、自己資本の各項目）の数値をシミュ

レーションによって求める部分である 

この結果も、この「ROE 分析」シートの下の右

側の部分にまとめる様になっている。前述の様に

この状況はその時の経営環境によって可なり変わ

るが、2015年度に実行した企業のうちの一例を挙

げたのが下の第５図である。残念ながら後述のよ

うにそれに特化したシミュレーション・モデルと

しての不十分さもあって、まとまって知見を得る

には至っていないが、いくつかの興味ある点は見

えてくる様に思われる。しかし、ここではあえて

言及しないでおこう。 
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第 5図 ROE分析テンプレート 
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Ⅵ 営業キャッシュフロー予測のテ

ンプレート 
 

上のキャッシュフロー分析のテンプレートは間

接法によるキャッシュフロー計算書の成り立ちを

説明して理解させる機能を持たせている。しかし

難しいのはこのキャッシュフローを予測すること

である。 

マネジメント・シミュレーションでは借入等の

財務活動や短期の有価証券の購入といった短期の

投資活動などは、参加者自身が決定して入力する

のであるから、キャッシュフローのうち財務活動

によるものと投資活動によるものは予定しうる。

これらを除いた営業活動によるキャッシュフロー

の予測が問題になる。 

営業活動によるキャッシュフローはキャッシュ

フロー計算書に見るように税引き前利益から営業

活動による資金の流出流入を加減して計算するが、

これらの基になる販売量の予測が難しい。マネジ

メント・シミュレーションではモデルの簡単化に

ために売上高や売上債権の回収率と支払債務の決

済率と手形支払率を一定にしてきたが、それでも

販売量の要因とその影響を複雑にしてあるので予

測は容易ではない。 

そこで回帰分析からの予測によって，ある程度

の正確さで近似的に予測できるのではないかと考

えて、2010 年度から 2013 年度にかけて企業別フ

ァイルに含めていたのが、営業キャッシュの予測

テンプレートである。 

このテンプレートでも受講者に公開するシート

と公開しないで裏の計算に使用するシートの 2つ

から出来ており、公開する方では第６図のような

販売量予測・仕入予定量、広告費支出予定額、税

引き前利益予測の各入力欄を設けて、これらの数

値に入力されると、それからどれほどの営業キャ

ッシュフローが期待できるかを提供する様にした

ものであった。 

そしてこの営業キャッシュフローの予測では、

非公開の「営業 CF予測」のシートで、その時のシ

ステムを使って各種の入力値による結果を五百例

ほど算定した結果からの回帰分析を利用して、予

測誤差が 10％以下の予測が得られることを期待

した。 

マネジメント・シミュレーション科目の授業で

は、受講者の行動を出来るだけ多様な可能性を含

めて予測してシステムを作成してきたが、それで

も受講者の「想定外」の行動に驚かされることが

尐なくなかった。この営業キャッシュフローの予

測では、特にこの入力の多様性が生じ、なかなか

誤差を 20％以内に納めることが難しかった。また

参加者にもあまり自信のない分野であることと、

時間的な制約のために、十分な利用が無い状況で

あった。 

こうした問題点に加えて、さらに実行している

とより基本的な問題がある点に気がついた。これ

はシミュレーション・モデルでの基本的に重要な

点であるから、節を改めて取りあげておこう。 

 

 

Ⅶ 一応のまとめ：目的に特化した

モデルの必要 
 

われわれのシミュレーション・モデルは、受講

者である学生がバーチャルな経営環境で幾人かで

チームを組みながら分担協力して企業経営での目

標を達成するための分析と意思決定を実践するこ

とによって一般の講義では得られない実践的な会

計に目を向けさせるという、比較的広く反面特定

の目的に向けた特化は尐ないモデルを考えている。 

このために各構成要素の ROEへの影響のシミュ

レーションや営業キャッシュフローの分析などに

注目した結果を得ようとすると,この普遍性を狙

ったモデルの有効性が損なわれることになる。た

とえば売上高の一定比率に固定した債権債務の発

生と決済の仮定は、財務的にも受講者の視点を営

業キャッシュフローの基本的な源泉である売上高

の達成と、財務活動では資本の調達と資金の運用

に積極的に目を向けることを期待して居るのであ

るが、営業キャッシュフローの分析と予測に焦点

をあてるとこの仮定が現実的なキャッシュフロー

の流れを十分の表さないことになる。また ROE分

析では交差比率や在庫投資率に影響する商品在庫

に関連してわれわれのモデルの仕入の仮定や、仕

入原価を一定としている仮定等が問題になるであ

ろう。これらはいずれもシステムを立ち上げる時

期に、会計専門家を目指す受講者に適切と思われ

る経営環境の設定で考えてきたのではあるが、ROE

やキャッシュフローに比重を置く様になると、新

たな問題が生じていることを表している。しかし

システム全体を現在よりも複雑なシミュレーショ 
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第 6図 営業キャシュフローのテンプレート 
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ン・モデルにすることは明らかに適切では無い。 

そこで補助的なテンプレートという形で営業キ

ャッシュフローや ROE分析のためのシミュレーシ

ョン・モデルを提供することを考えてきたのであ

るが、経営計画の一般的な教育モデルとしてのマ

ネジメント・シミュレーションとは別の、こうし

た目的に向けて特化したシミュレーション・モデ

ルの開発が必要になることを確認するに終わった

感がある。 

では受講者の分析と決定のためにどのような補

助的な手段を提供できるかや、あるいは特定の分

析目的に特化したシミュレーション・モデルは如

何にあるべきかと言った多くの問題点は残された

ままである。しかし今日では、これまで触れてき

た様に企業のシミュレーション・モデルの開発に

基礎的な理論となるべきミクロ経済学や経営分析

が、その必要に十分答えているとは思えない状況

では、多くを今後に期待することになるであろう。 

 

（注記） 

(1) 小林健吾「LEC 会計大学院でのマネジメン

ト・シミュレーション（ビジネス・ゲーム）の

システム構築１」－全体のねらいと構想－」、

『LEC会計大学院紀要』第 13号、59～77頁、2015

年 12月、59～77頁。 

(2) 損益分岐点分析については多くの文献がある

が、ここで列挙するのは割愛して、筆者のもの

として次のものを上げておこう。 

全体の生成発展については、『原価計算発達史

-直接原価計算の史的考察－』、中央経済社、1981

年、第五章。 

計画予算に関連しては、『予算管理発達史-総 

 

 

合的利益管理への道－』創成社、1987年、増補

改訂版 1994年、361頁以下。および『体系予算

管理』東京経済情報出版、2002年、106頁以下

で取りあげている。 

(3) 小林健吾「総合ワークシート(精算表)の作成

－CF欄の精算表への組み込み－」、『LEC会計大

学院紀要』第 9号、2011年 12月、65～82頁。 

(4) 高田博行・小林健吾「交差比率の新たな位置

づけ－資本利益率の構成要素としての有効性と

限界－」『LEC 会計大学院紀要』第 9 号、2011

年 12月、221～34頁。 
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 4
9 

（
C
）

 
グ

ラ
フ

に
よ

る
分

析
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 4
9 

｛
５

｝
 
付

図
等
 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 5
1 

〔
Ⅰ

〕
 

期
間

利
益

計
画
の

流
れ

 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 5
1 

｛
Ⅱ

｝
 

企
業

環
境

の
一
覧

表
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 5
2 
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（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
4

 
｛

１
｝

 
参

加
者

用
詳

細
マ

ニ
ュ

ア
ル

 

｛
Ⅰ

｝
 

事
前

説
明

事
項

 

１
 

こ
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
・
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム
（
「
M
S
」
）
の

ね
ら

い
 

 
昨

年
ま
で

は
、
こ

の
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
・
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
（
以

下
、
今

回
の
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
・

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
を
「

M
S
」
と

表
す
）

の
講
義

科
目
も

、
「
M
S
」
Ⅰ
と

Ⅱ
が
実

行
さ
れ

ま
し
た

が
、
今

年
度

か
ら

は
授
業

科
目
の

大
幅
な

変
更
の

あ
お
り

を
受
け

て
、
選

択
科
目

と
し
て

の
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

だ
け
が

実
施
さ

れ
る
こ

と
に
な

り
ま
し

た
が
、

こ
の
講

義
科
目

の
ね
ら

い
は
従

来
と
変

わ
り

な
く

次
の
通

り
で
す

。
 

１
．

企
業
経

営
の

要
点

を
バ

ー
チ

ャ
ル

な
世

界
で

の
体

験
 


 

明
示

的
で

な
い
不

確
実
な

状
況
の

下
で
、

問
題
の

要
点
を

す
ば
や

く
見
出

す
訓
練

を
す
る

。
 

わ
れ
わ

れ
は
常

に
変
化

す
る
状

況
に
対

応
し
て

行
か
ね

ば
な
り

ま
せ
ん

。
こ
の

訓
練
は

通
常
の

講
義

で
は

で
き

ま
せ
ん

。
そ
こ

で
「
M
S
」
の
ね

ら
い
の

一
つ
と

し
て
、

新
し
い

問
題
に

直
面
し

た
時
に

、
慌

て
る

こ
と

な
く
何

が
重
要

な
問
題

点
で
あ

る
か
を

資
料
か

ら
見
い

だ
し
て

対
処
す

る
訓
練

を
重
視

し
て

い
ま

す
。

こ
の
た

め
に
ど

の
よ
う

な
選
択

決
定
を

す
る
べ

き
か
を

、
細
か

く
説
明

し
た
り

、
教
示

す
る

こ
と

は
し

ま
せ
ん

。
ま
た

、
突
然

経
営
環

境
が
大

き
く
変

わ
る
よ

う
に
も

準
備
し

て
あ
り

ま
す
。

 


 

企
業

経
営

の
小
さ

な
不
注

意
も
取

り
返
し

の
つ
か

な
い
よ

う
な
大

き
な
事

態
を
ま

ね
く
こ

と
を

体
験
す

る
。
 

実
社

会
で
金

額
を
一

桁
間
違

え
る
間

違
い
は

、
会
計

数
値
を

扱
っ
て

い
る
人

に
は
周

知
の
注

意
事
項

と

理
解
し

て
い
て

も
、
体
験

し
た
こ

と
が
な

い
と
そ

の
重
大

さ
を
見

過
ご
し

勝
ち
で

す
。
こ
の
「

M
S
」
で

も

入
力
時

の
一
桁

の
入
力

ミ
ス
が

、
直

ち
に

そ
の
期

の
結
果

に
影
響

し
、
企

業
メ

ン
バ
ー

の
他
の

担
当
者

に

多
く
な

迷
惑
を

掛
け
、
以

後
の

期
間
も

長
く
そ

の
回
復

に
苦
労

す
る
こ

と
に
な

り
ま
す

。
し
か

し
、
こ

の

失
敗
は

こ
の
授

業
が
終

わ
っ
て

し
ま
え

ば
実
害

あ
り
せ

ん
か
ら

、
実

社
会

で
経
験

す
る
よ

り
も
、
こ
の

授

業
で
苦

い
思
い

を
体
験

さ
れ
る

こ
と
を

む
し
ろ

期
待
し

て
居
ま

す
。
 

２
．

経
験

の
集

積
を

有
効

か
つ

効
率

的
に

行
う

た
め

の
数

量
的

に
考

え
る

習
慣

の
体

得
。

 


 

利
益
目

標
や
仮

定
の
設

定
か
ら

、
目
標

が
達
成

出
来
な

か
っ
た

理
由
の

検
討
と

分
析
、

そ
の
反

省
や

説
明
な

ど
で
一

貫
し
て

数
字
に

よ
る
こ

と
を
重

視
さ
れ

ま
す
。

 

 
特

に
経
営

報
告
会

や
株
主

総
会
で

は
数
量

的
な
説

明
が
厳

し
く
求

め
ら
れ

ま
す
。

数
字
的

な
デ
ー

タ
に

よ
る

分
析
と

決
定
の

訓
練
を

徹
底
し

て
い
ま

す
。
 


 

経
営

報
告

会
や

株
主

総
会

で
数

量
的

な
説

明
の

訓
練

を
す

る
。

 

非
常

に
と

か
少
し

と
い
っ

た
質
的

な
言
語

に
よ
る

表
現
は

厳
し
く

チ
ェ
ッ

ク
さ
れ

ま
す
。

「
一
生

懸
命

や
り
ま

し
た
」

と
い
っ

た
質
的

な
言
語

に
よ
る

説
明
は

し
な
い

と
同
じ

こ
と
で

す
。
 

３
．

既
に
学

ん
だ

り
し

た
知

識
の

目
標

志
向

的
な

活
用

の
体

験
。

 


 
修
得

済
の
知

識
を
必

要
に
応

じ
て
適

時
に
目

標
志
向

的
に
有

効
活
用

出
来
る

よ
う
に

訓
練
を

す
る
。

 


 
不
足

す
る
知

識
は
何

か
、
不

十
分

な
知
識

し
か
持

ち
合
わ

せ
て
い

な
い
分

野
は
何

か
、
知
識

と
し
て

は

知
っ

て
い
て

も
そ
れ

を
必
要

な
時
に

有
効
に

活
用
で

き
な
い

点
は
ど

こ
か
等

に
つ
い

て
、
自

ら
気
付

い

て
以

後
の
勉

学
に
役

立
て
る

。
 

４
．

最
近
注

目
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

R
O
E
に

つ
い

て
の

理
解

を
高

め
る

。
 


 

こ
の
シ

ス
テ
ム

で
は
、
以

前
の

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
Ⅰ

の
ア

ド
バ
ン

ス
版
と

し
て
、

基
本
的

な
経
営

問
題
に

く
わ
え

て
、
幾

多
の
経

営
環
境

の
変
化

に
対
応

で
き
る

よ
う
に

訓
練
を

行
い

ま
す
。

 


 

こ
の
シ

ス
テ
ム

の
最
大

の
特
徴

は
、
経

営
管
理

者
と
し

て
の
予

算
の
実

効
的
な

面
の
訓

練
の
み

な
ら
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）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
5 

ず
、
環

境
変
化

に
応
じ

た
適
切

な
戦
略

の
変
更

や
投
資

決
定
の

問
題
も

含
め
て

、
企
業

経
営
者

と
し

て
の
視

点
で
の

管
理
を

取
り
あ

げ
て
い

る
こ
と

で
す
。

 


 今

年
度

は
製
造

業
で
の

実
施
や

よ
り
高

度
な
複

雑
な
競

争
環
境

に
お
け

る
実
施

よ
り
も

、
従

来
の

ク
ラ

ス
Ⅰ

で
の

学
習
効

果
を
よ

り
高

め
て
経

営
者
レ

ベ
ル
の

意
思
決

定
の
訓

練
に
集

中
す
る

こ
と
に

し
て
い

ま
す
。

 


 こ

の
た

め
に
、

環
境
変

化
が
積

極
的
に

取
り
込

ま
れ
て

い
ま
す

。
 


 参

加
者

は
必
要

な
分
析

と
判
断

を
的
確

に
適
用

す
る
こ

と
が
期

待
さ
れ

て
い
ま

す
。

 


 以

上
の

よ
う
な

ね
ら
い

か
ら
、

学
習
の

効
果
は

参
加
者

が
こ
の

マ
ニ
ュ

ア
ル
に

記
述
し

て
あ
る

内
容
を

熟
読
し

、
真
剣

に
取
り

組
む
こ

と
に
よ

っ
て

大
き

く
異
な

り
ま
す

。
 

２
 

提
出

レ
ポ

ー
ト

に
つ
い

て
 

参
加

者
は

,
授
業

の
開
始

前
、
お

よ
び
終

了
後
に

下
記
の

要
領
で

の
レ
ポ

ー
ト
が

要
求
さ

れ
、
こ

の
ほ
か

随
時

途
中
レ

ポ
ー
ト

の
提
出

が
必
要

に
な
り

ま
す
。

 

(
1
)
 

開
始

前
レ

ポ
-
ト

 
参

加
者

は
、

事
前

に
こ

の
「

参
加

者
用

資
料

」
を

受
け

取
っ

て
、

以
下

の
こ

と
を

行
っ
て

お
い
て

く
だ
さ

い
。
 

経
営

分
析
（

K
P
I
）

・
 

 


 

 
こ
の

「
M
S」

で
は
継

続
企
業

を
前
提

と
し
て

い
る
の

で
、
対

象
企
業

の
第
1
期
か

ら
第
3
期
の
財

務

諸
表
を

分
析
し

て
、
参
加

企
業
で

追
求
し

た
い
長

期
目

標
（

後
述
参
照

）
の

考
慮

と
3
期

間
の
経

営
の

分
析
(
KP
I
)
を
行
い

、
 


 

 
そ
の

結
果
を

あ
ら
か

じ
め
、

長
期
目

標
の
設

定
と
、

①
収
益

性
、
②

成
長
性

、
③
健

全
性
、

④
営

業
力
、

の
4
点
に
つ

い
て
「

非
常
に

良
い
」

「
良
い

」
｢普

通
」
「

悪
い
」

の
４
段

階
の
評

価
を
す

る

と
と
も

に
、
改

善
す
る

べ
き
点

を
見
い

だ
し
て

、
経
営

戦
略
を

考
え
て

お
い
て

く
だ
さ

い
。
 

 
 

 
こ
の

分
析
に

つ
い
て

は
、
開

始
前
レ

ポ
ー
ト

と
し
て

授
業
開

始
前
に

提
出
し

て
下
さ

い
。
 

 
(
2
)
 

終
了

時
レ

ポ
ー

ト
 

参
加
者

は
授
業

の
終
了

後
１
週

間
以
内

に
終
了

時
レ
ポ

ー
ト
と

し
て
以

下

の
順

序
の
内

容
の
レ

ポ
ー
ト

を
提
出

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 

 
(
1)

 
こ

の
「
M
S」

の
実
行

に
際
し

て
最
重

要
点
と

し
て
選

択
し
た

企
業
方

針
は
何

で
し
た

か
。
途

中
の
変

更
は
あ

り
得
ま

す
が
、
そ

の
場

合
に
は

理
由
を

明
確
に

し
て
く

だ
さ
い

。
例

。
R
O
E
の

最
大

化
。

R
O
E
の

0
.
2
以

上
の

持
続

的
達

成
。

企
業

間
の

最
大

の
成

果
。

最
大

の
時

価
総

額
の

達
成

等
。

（
こ

れ

は
同
じ

企
業
の

参
加
者

は
同
じ

に
な
り

ま
す
。

）
 


 

 
(
2
)
 

 
実

施
さ

れ
た

各
環

境
変

化
に

企
業

方
針

の
実

現
の

視
点

か
ら

、
ど

の
よ

う
な

分
析

を
行

っ

て
、

そ
の

結
果

を
各

自
の

業
務

担
当

の
範

囲
内

で
ど

の
よ

う
な

具
体

的
な

政
策

に
取

り
入

れ
た

か
を

述
べ
て

く
だ
さ

い
。
 


 

 
(
3)

 
上

の
(
2
)
の
実

施
に
つ
い

て
の
反

省
点
を

具
体
的

に
述
べ

て
く
だ

さ
い
。

 

３
 

授
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
（

進
行

状
況
に

よ
っ

て
変
更

さ
れ

ま
す
。

）
 

近
年
の

「
M
S」

で
は
、

参
加
者

の
意
思

決
定
で

の
思
考

を
訓
練

し
、
財

務
諸
表

の
分
析

の
有
効

ま
実

施
を

体
得
し

て
も
ら

う
よ
う

に
、
各

期
の
決

定
に
つ

い
て
説

明
を
求

め
、
報

告
し
て

も
ら
う

こ
と
に

時
間

を
掛

け
る
よ

う
に
な

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は

入
力
す

る
期
間

数
は
少

な
く
な

っ
て
も

、
密
度

の
濃
い

指
導

を
心

が
け
て

い
る
た

め
で
す

。
 

今
回

の
「

M
S
」
で

は
４
単

位
3
0
回

で
こ
の

傾
向
を

徹
底
化

す
る
方

針
で
す

。
し
た

が
っ
て

入
力
は

せ
い

ぜ
い

1
0
期

ま
で

か
、

あ
る
い

は
も
っ

と
少
な

く
な
る

か
も
知

れ
ま
せ

ん
が
、

じ
っ
く

り
取
り

組
み
ま

し
ょ

う
。

以
下
の

日
程
も

あ
く
ま

で
も
予

定
で
、

進
行
に

応
じ
て

適
時
変

更
さ
れ

る
こ
と

を
予
定

し
て
く

だ
さ

い
。
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授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
6

 

 
回
 

 
 
 
日

時
 
 

 
 
 

開
始
時

刻
 
終

了
時
刻

 
 
 

 
 
テ

ー
マ
 

 
１

 
 
1
0月

1
0
日

 
 
 

 
 
1
3.
3
0 

 
 
15
.
0
0 
 
 
 
  
企

業
編
成
と

担
当
の

割
り
当

て
ほ
か

の
事

前
準

備
 

 
２

 
 
 
  
 
同
日

 
 
 
 

 
1
5.
1
0
 
 

 
16

.4
0
 
 

 
３
期

ま
で
の

評
価
と

事
後
の

方
針
の

協
議

決
定

 

 
３
 

 
1
0月

1
7
日

 
 
 
 

 
 
1
3.
3
0 

 
 
15

.0
0
  
 
 
 
 
シ
ス

テ
ム

の
立

ち
上
げ

と
利
用

の
ガ
イ

ダ

ン
ス

。
ト
ラ

イ
ア
ル

の
実
行

 

 
４

 
 
 
  

同
日

 
 
 

 
 
1
5.
1
0 

 
 
16
.
4
0 
 
 
 
 
基

礎
知
識

講
座
「

①
利
益

計
画
と

シ
ミ
ュ

レ

ー
シ

ョ
ン

」
 

 
５

 
 
1
0月

2
4
日

 
 
 

 
 
 1

3.
3
0 

 
 
15
.
0
0 

 
 
４

期
の
入

力
（
提

出
期
限

、
1
4.
5
0
）
 

 
６

 
 
 

 
 
同
日

 
 
 
 

 
1
5.

10
 
 

 
16

.4
0
 
 
 
 
 
４
期

の
結
果
の

分
析
と

討
議
 

７
 

 
1
0
月
31
日

 
 
 

 
 
 
1
3.

30
 

 
 
15

.0
0
 
  

  
 
基

礎
知
識

講
座
「

②
キ
ャ

ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー

分
析

の
要
点

 

 
８

 
 
 
  
 
同
日

 
 
 
 

 
1
5.

10
 
 

 
16

.4
0
 
 

 
５
期

の
入
力

（
提
出

期
限
、

1
6
.
20
）

 

 
９

 
 
1
1月

0
7
日

 
 
 

 
 
1
3.
3
0 

 
 
15
.
0
0 
 
 
 
  
５

期
の
分
析

と
討
議

 

1
0
 
 
 
  
 
同
日

 
 
 

 
 
1
5.
1
0
 
 
 
16
.
4
0
 
 

 
基

礎
知
識

講
座
「

③
交

差
比

率
と
R
O
E
の
 

実
践

」
 

 
1
1
 
 
1
1月

1
4
日

 
 
 

 
 
1
3.
3
0 

 
 
15
.
0
0 

 
 
６

期
の
入

力
（
提

出
期
限

、
1
4.
5
0
）
 

 
1
2
 
 
 
  

同
日

 
 
 

 
 
1
5.
1
0 

 
 
16
.
4
0 

 
 
６

期
の
分

析
と
討

議
 

1
3
 
 
1
1
月
21
日

 
 
 

 
 

1
3.

30
 

 
 
15

.0
0
 
  

  
 
第
１

回
経
営
報

告
会
 

 
1
4
 
 
 
  
 
同
日

 
 
 
 

 
1
5.

10
 
 

 
16

.4
0
 
 

 
同
上

 

 
1
5
 
 
1
1月

2
8
日

 
 
 

 
 
1
3.
3
0 

 
 
15
.
0
0 
 
 
 
  
基

礎
知
識
講

座
④
 

「
R
OE

分
析

」
 

 
 1

6 
 
 
  

  
 
同
日

 
 
 
 

 
1
5.

10
 
  
 
 
16

.4
0
 
 

 
７
期

の
入
力

（
提
出

期
限
、

1
6
.
20
）

 

 
 1

7 
 
 
 1

2月
0
5
日

 
 
 

 
 
1
3.
3
0 
 
 
  

15
.
0
0 

 
 
７

期
の
分

析
と
討

議
 

 
 1

8 
 
 
  

  
 
同
日

 
 
 
 

 
1
5.

10
 
 

 
16

.4
0
 
 

 
８
期

の
入
力

（
提
出

期
限
、

1
6
.
20
）

 

 
 1

9 
 
 
 1

2月
1
2
日

 
 
 

 
 
1
3.
3
0 

 
 
15
.
0
0 

 
 
８

期
の
分

析
と
討

議
 

 
2
0 
 
 
  

  
 
  
同

日
 
 
 

 
1
5.

10
 
 

 
16

.4
0
 
 

 
第
２

回
経
営

報
告
会

 

 
2
1
 
 

 
1
2
月
1
9
日

 
 
 

 
1
3.

30
 
 

 
15

.0
0
 
 

 
９
期

の
入
力

（
提
出

期
限
、

1
4
.
50
）

 

 
2
2
 
 

 
 

 
同

日
 
 

 
 
1
5.
1
0 

 
 
16
.
4
0 

 
 
９

期
の
分

析
と
討

議
 

 
2
3
 
 

 
 1

月
0
9
日

 
 
 

 
1
3.

30
 
 

 
15

.0
0
 
 

 
1
0
期

の
入
力

（
提
出

期
限
、

1
4
.
50
）

 

 
2
4
 
 

 
 

 
同

日
 
 

 
 
1
5.
1
0 

 
 
16
.
4
0 

 
 
1
0
期
の
分

析
と
討

議
 

 
2
5
 
 

 
 1

月
1
6
日

 
 
 

 
1
3.

30
 
 

 
15

.0
0
 
 

 
1
1
期

の
入
力

（
提
出

期
限
、

1
4
.
50
）

 

 
2
6
 
 

 
 

 
同

日
 
 

 
 
1
5.
1
0 

 
 
16
.
4
0 

 
 
1
1
期
の
分

析
と
1
2期

の
入

力
 

 
2
7
 
 

 
 1

月
2
3
日

 
 
 

 
1
3.

30
 
 

 
15

.0
0
 
 

 
1
2
期

の
分
析

と
株
主

総
会
の

準
備
 

 
2
8
 
 

 
 

 
同

日
 
 

 
 
1
5.
1
0 

 
 
16
.
4
0 

 
 
株

主
総
会

の
準
備

 

 
2
9
 
 

 
 1

月
3
0
日

 
 
 

 
1
3.

30
 
 

 
15

.0
0
 
 

 
株
主

総
会
の

実
施
 

 
3
0
 
 

 
 

 
同

日
 
 

 
 
1
5.
1
0 

 
 
16
.
4
0 

 
 
株

主
総
会

の
実
施

と
反
省

会
 

 

４
 

最
初

の
時

間
で

の
準
備

作
業

 

（
１

）
企

業
の
編

成
 


 

「
M
S
」

の
実
行

に
当
た

っ
て
は

、
原
則

と
し
て

３
名
で

チ
ー
ム

を
組
ん

で
一
つ

の
企
業

を
運
営

し
ま

す
。
 


 

そ
こ
で

ま
ず
３

名
に
よ

る
企
業

編
成
が

必
要
に

な
り
ま

す
が
、

こ
の
組

合
せ
は

学
生
皆

さ
ん
の

経
歴

LE
C
会

計
大
学
院

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
7 

等
を
考

慮
し
て

大
学
側

で
準
備

し
ま
す

の
で
、

そ
れ
に

従
っ
て

く
だ
さ

い
。
 


 

参
加
者

数
に
よ

っ
て
は

一
人
あ

る
い
は

二
人
で

担
当
す

る
場
合

も
あ
り

ま
す
。

 


 

こ
の
場

合
に
は

一
人
が

2
つ
以

上
の
役

割
を
兼

ね
る
こ

と
に
な

り
ま
す

。
 

 

（
２
）

会
社
名

と
担
当

の
決
定

 


 

各
チ
ー

ム
の
企

業
の
名

称
(会

社
名

)
を

決
定

し
て

く
だ
さ

い
。
 


 

各
企
業

の
社
長

（
C
EO

）
,
経
理

担
当
（

C
F
O
）
,
営

業
担
当

（
C
MO
）

の
分

担
を

決
定
し

ま
す
。

 


 

各
担
当

者
は
、

そ
れ
ぞ

れ
以
下

の
役
割

を
責
任

持
っ
て

果
た
す

こ
と
が

要
求
さ

れ
ま
す

。
 


 

こ
の
社

長
・
財

務
お
よ

び
営
業

の
担
当

は
、
実

施
期
間

中
不
変

で
あ
る

必
要
は

あ
り
ま

せ
ん
が

、
あ

ま
り
変

え
す
ぎ

る
と
問

題
点
の

十
分
な

理
解
が

得
ら
れ

な
く
な

る
点
に

配
慮
し

て
く
だ

さ
い
。

 


 
社
長

（
CE
O）

 

１
．
U
SB

へ
の
決

定
項

目
の
入

力
を
行

う
パ
ソ

コ
ン
の

管
理
と

操
作
を

行
い
、
結

果
の
出

力
と
そ

の

各
役

員
へ

の
配
布

の
処
理

を
主
導

す
る
。

 

２
．

企
業

全
体

の
活

動
を

統
括

し
、

各
部

門
計

画
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
の

担
当

役
員

と
協

力
す

る

と
と

も
に

、
特

に
部

門
間
の

調
整
（

販
売

と
仕
入

の
営
業

計
画
と

、
財

務
計

画
）
を

主
導

す
る
。

 

３
．

以
上
を

通
し
て

、
企
業

全
体
の

適
切
な

利
益

管
理

の
最

終
責

任
を

負
う

。
 


 財

務
担

当
役
員

（
CF
O）

 

１
．

手
形
割

引
、
借

入
と
そ

の
返
済

を
効
果

的
に
行

っ
て
、

支
払
利

子
の
適

正
化
を

は
か
る

。
 

２
．

社
債
の

発
行
と

買
入
消

却
を
活

用
し
て

効
果
的

な
資
金

調
達
と

運
用
を

は
か
る

。
 

３
．

余
裕
資

金
の
活

用
と
し

て
短
期

投
資
に

配
慮
し

て
、
こ

れ
に
よ

る
利
子

収
入
を

は
か
る

。
 

４
．
配

当
と
自

己
株
式

の
取
得

を
活
用

し
て
、
P
BR

が
１

以
上
で

あ
る
こ

と
を
維

持
し
て

株
主
の

信

頼
を

は
か

る
。
 
 

５
．

資
金
需

要
と
利

益
に
応

じ
た
増

資
を
選

択
す
る

。
 

６
．

以
上

を
通

し
て

営
業

に
必

要
な

資
金

の
調

達
と

管
理

を
有

効
に

し
て

、
期

末
現

金
を

必
要

範

囲
内

に
納

め
、

緊
急

借
入
金

が
発

生
し

な
い

よ
う

に
、
資

金
管

理
に

責
任
を

負
う
。

 


 営

業
担

当
役
員

（
CM
O）

 

１
．

価
格
弾

力
性
を

考
慮
し

て
販
売

量
を
予

測
し
、

適
切
な

設
定
価

格
を
見

出
す
。

 

２
．

将
来
的

な
動
向

を
考
慮

し
て
、

適
切
な

営
業
員

規
模
を

確
保
す

る
。
 

３
．

販
売
量

予
測
と

期
末
必

要
在
庫

量
を
考

慮
し
て

、
適
切

な
商
品

仕
入
を

お
こ
な

う
。
。
 

４
．

販
売
量

へ
の
影

響
を
考

慮
し
て

広
告
費

と
営
業

員
人
件

費
の
適

切
な
選

択
を
お

こ
な
う

  

５
．

以
上

の
活

動
を

通
し

て
、

期
間

の
目

標
利

益
を

達
成

し
う

る
営

業
活

動
の

管
理

に
責

任
を

負

う
。

 

（
３
）

戦
略

会
議

（
経

営
戦

略
の

決
定

）
 


 

第
1
期

か
ら

３
期
ま

で
の
分

析
に
基

づ
い
て

、
企
業

と
し

て
の

長
期

目
標

と
経

営
戦

略
を

決
め
て

、
期

企
業
別

フ
ァ
イ

ル
の
入

力
表
シ

ー
ト
の

に
入
力

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 

こ
の
モ

デ
ル
の

企
業
業

績
は
、

①
適
切

な
経
営

規
模
(
営

業
員

数
)
、
②
適

切
な
価

格
決
定

、
③
適

切

な
仕
入

量
の
決

定
、
④

適
切

な
広
告

費
額
の

決
定
、
を

基
本
と

し
て
、
適
切

な
期
末

の
現
金

残
高
と

、

P
B
R
1
以

上
を
維

持
し
て

現
金
不

足
に
よ

る
緊
急

借
入
が

発
生
し

な
い
よ

う
に
各

種
の
財

務
関
連

数
値

を
適
切

に
決
定

す
る
こ

と
と
共

に
、
経

営
環
境

の
変
化

に
応
じ

て
適
切

な
経
営

戦
略
を

採
用
す

る
こ

と
に
よ

っ
て
左

右
さ
れ

ま
す
。

 


 

特
に
前

項
の
①

か
ら
④

の
項
目

の
適
切

な
数
値

を
如
何

に
見
い

だ
す
か

が
重
要

に
な
り

ま
す
。

 


 

こ
れ
は

い
い
加

減
な
行

き
当
た

り
ば
っ

た
り
の

決
定
で

は
見
え

て
こ
な

い
で
し

ょ
う
。
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LE
C
会

計
大
学
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（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
8


 

そ
こ
で

開
始
に

先
立
っ

て
,企

業
別

に
３

期
ま

で
の
業

績
の
分

析
結
果

を
参
考

に
し
て

、
参
加

者
全
員

で
ど
の

よ
う
な

方
針
で

適
切
な

業
績
の

達
成
を

実
現
す

る
か
を

、
マ
ニ

ュ
ア
ル

を
熟
読

し
て
十

分
に

討
議
し

て
く
だ

さ
い
。

 


 

そ
の
結

果
、
た

と
え
ば

ま
ず
適

切
な
価

格
決
定

の
た
め

に
価
格

弾
力
性

の
影
響

を
模
索

す
る
と

い
っ

た
方
針

が
決
ま

る
こ
と

も
あ
る

で
し
ょ

う
。
 


 

戦
略
会

議
で
決

定
さ
れ

た
内
容

の
経
営

方
針
を

提
出
し

て
く
だ

さ
い
。

特
に
迷

う
よ
う

な
場
合

に
は

準
備
さ

れ
た
中

か
ら
選

ん
で
も

良
い
で

す
が
、

出
来

る
だ

け
独

自
の

入
力

が
好
ま

し
い
こ

と
は
言

う

ま
で
も

あ
り
ま

せ
ん
。

 


 

以
上
の

長
期
目

標
と
１

－
３
期

の
分
析

評
価
を

開
講
時

に
企
業

別
フ
ァ

イ
ル
の

入
力
表

シ
ー
ト

に
入

力
し
ま

す
。
 


 

こ
の
授

業
で
利

用
す
る

分
析
技

法
は
、

統
計
的

な
分
析

技
法
も

含
め
て

、
参
加

者
が
利

用
で
き

る
限

り
の
方

法
を
活

用
し
て

く
だ
さ

い
。
こ

う
し
た

能
力
の

向
上
も

一
つ
の

授
業
課

題
で
す

。
 

５
 

操
作

の
要

点
 


 
こ
の
「

M
S
」
で
の
パ

ソ
コ
ン

の
操
作

は
、
２

の
「
簡

易
操
作

マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に

説
明
し

て
あ
り

ま
す
が

、

次
の

点
に
は

注
意
し

て
だ
さ

い
。
 

 
U
S
B
ド

ラ
イ

ブ
名

の
確

認
を

正
確

に
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

間
違

え
る

と
エ
ラ

ー
に
な

り
処
理

で
き
ま

せ
ん
。

 

 
そ
の

他
に
つ
い

て
は
、
想

定
さ
れ

る
誤
操

作
に
つ

い
て
は

お
お
む

ね
対
応

し
て
い

ま
す
が

、
万
全

で

は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 
マ

ニ
ュ
ア

ル
に
従

っ
て
正

確
に
処

理
し
て

く
だ
さ

い
。
 

 
特

に
提

出
用

の
処

理
を

す
る

パ
ソ

コ
ン

は
社

長
用

の
パ

ソ
コ

ン
と

し
て

、
社

長
が

責
任

を
持
っ

て
処

理
し

て
く
だ

さ
い

。
 

普
通

に
処

理
す
れ

ば
、
一
部

の
期
の

保
存
を

忘
れ
て

記
録
等

が
生
じ

な
い
よ

う
に
作

っ
て
あ

り
ま
す

が
、
想

定
外
の

処
理
を

さ
れ
る

と
、
途
中

の
記
録

が
抜
け

た
り
し

ま
す
。
こ

れ
は
社

長
の

責
任

に
な

り

ま
す

。
 

 
各

時
間
の

終
了

時
に

は
、

提
出

用
の

U
S
B
を

間
違

い
な

く
メ

モ
リ
ー

を
挿

入
し

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 

こ
れ

を
正
確

に
処
理

し
な
い

と
そ

の
日

の
記

録
が

残
ら
な

く
、
次

の
時
間

に
そ
の

補
修
で

苦
労
す

る
こ

と
に
な

り
ま
す

。
 

 

６
 

株
主

総
会

に
つ

い
て
 


 
株
主

総
会
は

法
律
の

上
で
は

毎
期
行

わ
れ
ま

す
が
、
こ

の
「

M
S
」
で

は
便

宜
上
経

営
報
告

会
で
代

用
し
、

最
後

に
1
回

実
施

し
ま
す

。
 


 
株
主

総
会
を

実
施
す

る
場
合

に
は
、
財

務
諸
表
（
損

益
計
算

書
、
貸
借

対
照
表

お
よ
び

キ
ャ
シ

ュ
・
フ

ロ
ー

計
算
書

）
を
作

成
し
、

事
業
報

告
を
行

う
よ
う

に
準
備

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 
事
業

報
告
は

、
 

(1
) 

採
用

し
た
基

本
方
針
（

基
本

戦
略
、
た

と
え
ば

積
極
的

な
販
売

方
針
を

取
る
と

か
、
健

全

な
財

務
方
針

を
堅
持

す
る
と

か
、
あ
る

い
は
積

極
的
な

経
営
方

針
に
し

た
が
っ

て
人
員

計

画
や

広
告
費

計
画
を

進
め
る

と
い
っ

た
こ
と

。
）
 

(2
) 

事
業

の
概
要

（
財
務

諸
表
や

グ
ラ
フ

も
利
用

す
る
。

）
 

(3
) 

将
来

計
画
（

こ
れ
ま

で
の
経

験
を
ふ

ま
え
た

今
後
の

方
針
。

）
 

に
つ

い
て
代

表
者
が

、
図
や

資
料
に

よ
っ
て

説
明
し

て
く
だ

さ
い
。

 


 
株
主

総
会
は

次
の
要

領
で
実

施
し
ま

す
。
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株
主
総

会
の
た

め
の
準

備
時
間

が
少
な

い
の
で

、
あ
ら

か
じ
め

資
料
の

工
夫
や

報
告
す

べ
き
問

題
、
資

料
準
備

に
対
応

で
き
る

よ
う
に

心
が
け

て
く
だ

さ
い
。

 

要
領
 

１
 
報

告
で
は

数
量
的

な
デ
ー

タ
に
よ

っ
て
行

い
、
「

努
力
し

ま
し
た

」
と
い

っ
た
質

的
な
言

葉
で

な
く

、
何
を

具
体
的

に
ど
れ

だ
け
と

数
量
的

な
説
明

に
よ
っ

て
下
さ

い
。
 

２
 
各

社
報
告

時
間
 

 
５
分

 
 
株

主
の
質

問
時
間

 
５
分

（
参
加

企
業
数

に
よ
っ

て
変
更

が
あ

り
得

る
。
）

 

 
 

３
 
報

告
は
時

間
内
に

終
了
す

る
こ
と

。
 

４
 

報
告

内
容
は

、
事
業

報
告
を

中
心
に

、
経
営

方
針
、

業
績
予

測
、
将

来
計
画

等
企
業

経
者
と

し

て
相
応

し
い
も

の
で
あ

る
よ
う

に
心
が

け
る
。

 

５
 
株

主
へ
の

提
供
資

料
は
事

業
報
告

書
の
他

、
グ

ラ
フ

等
を
有

効
に
利

用
す
る

こ
と
が

望
ま
し

い
。
 

６
 
株

主
総
会

用
資
料

は
、
教

室
の
プ

リ
ン
タ

ー
ほ
か

を
利
用

し
て
、

教
員
用

３
部
プ

ラ
ス
企

業
数

だ
け

準
備
す

る
。
 

７
 

報
告
企

業
以
外

の
参
加

者
は
、
投

資
フ
ァ

ン
ド
の

ア
ナ
リ

ス
ト
で

も
あ
る

株
主
と

し
て
出

席
し
、

質
問

を
す

る
権
利

を
持
つ

と
と
も

に
、
議

案
に
対

す
る
賛

否
の
投

票
の
代

わ
り
に

、
各
企

業
に
つ

い
て

１
枚

の
評
価

シ
ー
ト

(
株
主

総
会
の

際
に
配

布
さ
れ

る
。
)
に

、
署

名
入

り
で
記

入
提
出

す
る

責
任

を
負

う
。
 

８
 
評

価
シ

ー
ト
の

回
収
は

株
主
総

会
終
了

後
に
行

う
。

 

７
 

成
績

評
価

、
 


 
こ
の

「
M
S
」
科

目
の

成
績
評

価
は
、

企
業
経

営
者
と

し
て
、

 

①
 

利
益

業
績

(
目
標

と
の
乖

離
を
含

む
)
 

②
 

株
主

総
会

や
経
営

報
告
会

で
の
報

告
と
資

料
 

③
 

途
中

の
課

題
レ
ポ

ー
ト
と

最
終
的

に
提
出

す
る
分

析
と
反

省
レ
ポ

ー
ト
 

の
３

つ
で
行

い
ま
す

。
企
業

業
績
の

不
良
や

失
敗
よ

り
も
そ

の
後
の

対
応
を

重
視
し

ま
す
。

 

８
 

フ
ァ

イ
ル

等
の

利
用
 

 


 

参
加
者

は
企
業

別
の
E
XC
E
Lフ

ァ
イ

ル
に
つ

い
て
「

財
務
諸

表
そ
の

他
」
の

シ
ー
ト

も
含
め

て
自
由

に

コ
ピ
ー

し
て
利

用
し
て

よ
ろ
し

い
。
た

だ
し
「

入
力
表

」
「
財

務
諸
表

そ
の
他

」
シ
ー

ト
の
名

称
・

数
値
や

場
所
の

変
更
は

決
し
て

し
な
い

で
く
だ

さ
い
。

必
要
な

場
合
に

は
シ

ー
ト

を
コ

ピ
ー

し
て

利

用
し
て

く
だ
さ

い
。
 


 

参
加
者

は
財
務

諸
表
そ

の
他
の

デ
ー
タ

を
コ
ピ

ー
し
て

、
「
計

画
シ
ー

ト
」
を

有
効
利

用
す
る

よ
う

に
努
力

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 

企
業
別

フ
ァ
イ

ル
に
あ

る
「
計

画
シ
ー

ト
」
と

「
S
he
e
t
３

」
は
1
00
％
自

由
に
改

変
し
て

利
用
し

て

く
だ
さ

い
。
全

く
利
用

し
な
い

で
も
よ

ろ
し
い

。
た
だ

し
、
終

了
後
に

は
パ
ソ

コ
ン
に

利
用
し

た
状

態
で
残

し
て
お

い
て
く

だ
さ
い

。
（
成

績
評
価

と
将
来

の
シ
ス

テ
ム
改

善
の
資

料
を
得

る
目
的

で
集

め
ま
す

。
）

 

 

９
 

K
P
I
に
よ

る
指

導
と

事
後

的
な

コ
メ

ン
ト

 


 

こ
の
一

連
の
「

M
S
」
で

は
、
P
l
a
n
-
D
o
-
S
e
e
と

い
う
経
営

管
理
の

手
順
に

則
し
て

、
参

加
者

が
自
身

の

行
っ
た

意
思
決

定
を
事

後
的
に

分
析
し

て
、
事

後
の
意

思
決
定

に
反
映

す
る
こ

と
を
重

視
し
て

い
ま

す
。
 


 

こ
の
た

め
に
、

単
に
結

果
を
返

す
だ
け

で
な
く

、
継
続

的
に
教

官
か
ら

必
要
な

ア
ド
バ

イ
ス
が

行
わ

れ
、
ま

た
必
要

に
応
じ

て
企
業

別
の
コ

メ
ン
ト

が
提
供

さ
れ
ま

す
。
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こ
れ
ら

の
た
め

に
、
従

来
の
財

務
分
析

で
は
な

か
っ
た

「
各
種

指
標
」

が
準
備

さ
れ
て

い
ま
す

。
こ

れ
ら
は

分
析
と

指
導
に

際
し
て

、
K
P
I
(
K
e
y
 
P
e
r
fo
r
ma

nc
e
 I
n
d
ic
a
t
o
r
)
と

し
て
言

及
さ

れ
、
教

官

に
よ
る

指
導
に

利
用
さ

れ
る
ほ

か
、
経

営
報

告
会

で
は

こ
れ

ら
の

指
標

に
つ
い

て
数

量
的

に
説

明
す

る
こ

と
が

厳
し

く
求

め
ら

れ
ま

す
。
 


 

こ
の
「

各
種
指

標
」
は

次
の
内

容
で
す

。
 

(
1
)
 R
O
E
：
自

己
資

本
純
利

益
率

 
純

利
益

額
を

自
己
資

本
額
で

割
っ
た

数
値
で

す
。
「

M
S
」
で

は
こ
の

目
標

値
を
最

重
要
視

し
ま
す

。
 

(
2
)
 P
B
R
：

 
株

価
を

一
株
当

た
り
の

純
資
産

額
で
割

っ
た
値

で
す
。

P
B
R
の

１
は
清

算
価

値
と
も

呼
ば
れ

て
、

株
価
の

目
安
に

さ
れ
ま

す
。
「

M
S
」
で

は
こ
れ

が
１
以

下
に
な

る
と
、

証
券
市

場
で
の

信
用
を

大
き

く
傷

つ
け
、

株
式
や

社
債
の

引
き
受

け
手
が

な
く
な

り
発
行

で
き
な

く
な
り

ま
す
。

 

(
3
)
 
期

末
現
金

対
売

上
高

月
数

：
期

末
現
金

額
を
そ

の
期
の

売
上
高

の
1
/1

2
で
割
っ

た
値
で

す
。
実

務

で
は

経
験
的

に
２
以

上
で
４

以
下
で

あ
る
こ

と
が
適

正
と
さ

れ
ま
す

。
「
M
S
」
で
は

こ
の
範

囲
を
維

持
で

き
な

い
と
、
証

券
市
場

は
企
業

に
財
務

的
な
問

題
が
あ

る
と
受

け
取
り

株
価
が

一
挙
に

5
0
円
下

落
し
ま

す
。
 

(
4
)
 

営
業

員
一

人
当

た
り

売
上

高
：
営
業

員
一
人

当
た
り

の
売
上

高
で
す

。
実

務
で
は

従
業
員

一
人
当

た
り

の
売
上

高
が
目

安
と
さ

れ
ま
す

。
「
M
S
」
で

は
、

係
数

の
コ
ン

ト
ロ
ー

ル
の
都

合
上
営

業
員
一

人
当

た
り

を
目
安

と
し
て

い
ま
す

。
 

(
5
)
 

交
差

比
率
：
資

本
利

益
率

の
新

し
い
重

要
な
指

標
と
な

り
ま
す

。
粗
利

益
率
（

売
上

高
総
利

益
率
）

に
在

庫
回
転

率
を
掛

け
た
数

値
で
す

。
「
M
S
」
で

は
資
本
利

益
率

の
構
成

要
素
と

し
て
の

位
置
づ

け
か
ら

、

粗
利

益
率
の

代
わ
り

に
限
界

利
益
率

を
利
用

し
ま
す

。
 

(
6
)
 

限
界

利
益

率
：
売
上
高

か
ら
変

動
費
を

差
し
引

い
た
残

額
が
限

界
利
益

で
す
。
限

界
利

益
率
は

こ

の
売

上
高
に

対
す
る

比
率
で

す
。
売

上
高
の

収
益
性

の
重
要

な
指
標

で
す
。

 

(
7
)
 

在
庫

回
転

率
：
平
均
在

庫
額
で

売
上
高

を
割
っ

た
数
値

で
す
。
商

品
の

効
率
性

の
基
準

と
さ
れ

る

交
差

比
率
は

、
こ
れ

に
限
界

利
益
率

を
か
け

た
数
値

か
ら
算

定
さ
れ

ま
す
。

 

(
9
)
 

在
庫

投
資

率
：

平
均
在

庫
額

を
総
資

産
で
割

っ
た
数

値
で
す

。
 

(
1
0
)
 

１
＋

DE
R
 

：
総

資
産
額

を
自
己

資
本
額

で
割
っ

た
数
値

で
す
。

従
っ
て

DE
R
は
負

債
総
額
を

自

己
資

本
額
で

割
っ
た

数
値
で

す
。
 


 

こ
れ
ら

に
つ
い

て
は
、

実
施
中

に
基
礎

講
座
等

で
取
り

上
げ
ら

れ
ま
す

。
 

 ｛
Ⅱ

｝
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
行

手
順

 

１
 

準
備
 

「
M
S
」

の
企

業
別

フ
ァ

イ
ル

を
、

次
の

手
順

で
各

自
の

パ
ソ

コ
ン

で
利

用
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

 ①
 

配
布

さ
れ

た
U
S
B
メ

モ
リ

ー
を

社
長
用

の
パ
ソ

コ
ン
の

U
S
B
ポ

ー
ト

に
差
し

込
む
。

 

②
 

ポ
ッ

プ
ア

ッ
プ
し

た
｢
自

動
再

生
｣
の

画
面
で
「

フ
ォ

ル
ダ

ー
を

開
い

て
フ

ァ
イ
ル

を
表

示
」
を
ク

リ
ッ

ク
し

て
、「

C
l
a
s
s
1
A
D
V
2
企

業
別

F
i
l
e
」

を
開

く
。
 

こ
の
と

き
U
SB

メ
モ

リ
ー
の
ド

ラ
イ

ブ
名

（
E
:
あ

る
い

は
F
:
:
と

表
示
さ

れ
て

い
る

）
を

確
認

し
て

お
く

。
 

２
 

開
始

前
の

準
備
 

1
.
 
シ

ス
テ

ム
の

立
ち

上
げ

 

①
 
U
S
B
の

上
に

あ
る

“
C
l
a
s
s
1
A
D
V
2
企

業
別

F
i
l
e
.
”

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
開

く
。

 

②
 

2
回
目

以
降

で
は

、
ウ

イ
ン

ド
ウ
の

下
端
の
「

タ
ス
ク

バ
ー
」
に

E
X
C
E
L
が
表

示
さ

れ
て
い

る
場
合

に

は
、

こ
れ

を
右
ク

リ
ッ
ク

し
て
現

れ
る
画

面
か
ら

「
最
近

使
っ
た

も
の
」

の
中
の

「
C
la

ss
1
AD
V
2
企

業
別

F
i
l
e
」
を

ク
リ

ッ
ク
し

て
も
よ

い
。
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③
 
開

い
た

E
xc
e
l
の

画
面

が
、

入
力
表

シ
ー
ト

で
な
い

場
合
に

は
、
画

面
下
段

シ
ー
ト

の
タ
ブ

の
「
入

力
表

」
を

ク
リ

ッ
ク

し
て

、
入

力
表

シ
ー

ト
を

表
示

す
る

。
(
一

応
最

初
に

は
、
「

入
力

表
」

が
開

く
よ

う

に
 

 
設

定
し
て

あ
る
。

 

④
 

企
業
別

フ
ァ
イ

ル
を
開

い
た
場

合
に
、「

コ
ン

テ
ン

ツ
を

有
効

に
す

る
」
の
表

示
が
出

る
こ
と

が
あ
り

ま
す

が
、
こ

の
場
合

に
は
ク

リ
ッ
ク

し
て
有

効
に
し

て
く
だ

さ
い
、

. 

2
.
 
U
S
B
ド

ラ
イ
ブ

名
の

入
力

 

「
入

力
表
」

シ
ー
ト

の
セ
ル

C
2
1
の

「
US
B
ド
ラ

イ
ブ
名
」

で
U
SB

ド
ラ
イ

ブ
名
を

選
択
す

る
。
 

「
U
SB

ド
ラ
イ
ブ

名
」
が

分
か
ら

な
い
時

に
は
、

画
面
を

最
小
化

し
て
「

マ
イ
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
」

を
開
く

な
ど
し

て
、
U
S
B
の

入
っ
た
ド

ラ
イ
ブ

名
を
確

認
す
る

。
こ
の

入
力
は

省
略
し

て
も
良

い
。
 

3
.
 
企

業
名

等
の

入
力

 

①
 
企

業
名

を
決
定

し
て
入

力
す
る

。
 

②
 
企

業
番

号
が
正

し
い
か

を
確
か

め
る
。

正
し
く

な
い
場

合
は
、

セ
ル

C
2
3

の
選
択

画
面
か

ら
正
し

い

企
業
番

号
を
選

択
す
る

か
、
セ

ル
C
23

に
キ
ー

ボ
ー
ド

か
ら
企

業
番
号

を
入
力

す
る
。

 

③
 
チ

ー
ム

で
役
割

分
担
を

決
め
担

当
者
名

（
C
EO

,C
F
O
,C
M
O
）

欄
に
入
力

す
る
。

 

4
.
 
長

期
経

営
目

標
と

長
期

的
な

戦
略

の
入
力

 

①
 
長

期
経

営
目
標

を
戦
略

会
議
の

結
果
に

よ
っ
て

入
力
し

て
く
だ

さ
い
。

 

②
 
長

期
目

標
の

重
点

的
な

長
期

経
営

方
針

を
入

力
し

て
く

だ
さ

い
。

こ
の

（
１

）
と

（
２

）
に

つ
い

て

は
準
備

さ
れ
た

メ
ッ
セ

ー
ジ
か

ら
選
択

し
て
も

良
い
が

、
出

来
る

だ
け
任

意
に
入

力
し
て

く
だ
さ

い
。
 

5
.
 
第

Ⅰ
期

か
ら

第
３

期
ま

で
の

分
析

結
果

の
入

力
 

①
 
経

営
戦

略
会

議
の

議
論

に
基

づ
い

て
、

第
Ⅰ

期
か

ら
第

３
期

ま
で

の
分

析
結

果
を

、
各

セ
ル

の
準

備

さ
れ
た

「
非
常

に
良
い

」
「
良

い
」
「
普

通
」
「

悪
い
」

か
ら
選

ぶ
。
 

３
 

４
期

以
降

の
処

理
 

期
間

計
画

を
立

て
、

決
定
を

入
力

す
る

 

①
 
そ

の
期

の
期

数
を

「
入

力
表

」
シ

ー
ト
の

セ
ル

E
2
に

入
力
す

る
。
(
正
し

く
行
わ

れ
な
い

と
警
告

が

出
て
修

正
が
要

求
さ
れ

る
。）

 

②
 
以

前
の

期
の
分

析
に
基

づ
い
て

期
間
計

画
を
立

て
、「

入
力

表
」
シ
ー

ト
の
画

面
の
黄

色
の
部

分
に
意

思
決
定

し
た
数

値
を
入

力
す
る

。
 

③
 
社

長
（
Ｃ

Ｅ
Ｏ

）
と
財

務
担
当

（
Ｃ
Ｍ

Ｏ
）
・

営
業

担
当
（

Ｃ
Ｍ
Ｏ

）
と
の

意
見
の

相
違
に

つ
い
て

意

見
の

一
致
欄

に
記
入

す
る
。
無

い
場
合

も
「

な
し

」
と
記

入
す
る

。
こ

の
欄

の
記
入

は
省
略

で
き
な

い
。「

な

し
」

と
し
た

場
合
に

は
、
経

営
報
告

会
で
決

定
の
疑

問
点
の

責
任
は

全
員
に

対
し
て

追
及
さ

れ
ま
す

。
 

④
 

入
力
が

終
わ
っ

た
ら
、

受
渡
し

用
の

U
S
B
メ

モ
リ

ー
が

パ
ソ
コ

ン
の

U
S
B
ポ

ー
ト
に

入
っ
て

い
る
こ

と
を

確
か
め

て
、
入

力
画
面

上
部
の

［
入

力
の

確
認

］
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

ク
す
る

。
 

 
こ

の
入

力
の

確
認

は
、

処
理

に
必

要
な

入
力

が
し

て
あ

る
か

の
確

認
と

共
に

、
入

力
で

の
桁

間
違

い
な

ど
を

避
け

る
た

め
で

す
か

ら
、

必
ず

提
出

前
に

必
ず

一
度

実
行

し
て

く
だ

さ
い

。
入

力
間

違
い

が
生

じ
た

場
合

に
こ

の
確

認
を

行
っ

て
い

な
い

時
に

は
、

危
機

管
理

に
問

題
が

あ
っ

た
と

し
て

社
長

の
評

価
が

大
き

く
下

落
し
ま

す
。
 

⑤
 

必
要
な

入
力
が

さ
れ
て

い
な
い

場
合
に

は
、
処

理
を
中

止
し
て

入
力
の

画
面
に

戻
り
ま

す
。
 

ま
た

、
桁

間
違

い
な

ど
の

可
能

性
の

あ
る

場
合

に
は

、
確

認
の

メ
ッ

セ
－

ジ
が

出
ま

す
。

こ
の

場
合

に
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９
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講
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16
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5
日

 
最

終
版

 

 
12

は
「

入
力
の

確
認
」

が
終
了

し
て
か

ら
修
正

を
し
て

く
だ
さ

い
。
 

⑦
 

入
力
の

確
認
が

終
わ
る

と
「
必

要
な
修

正
が
あ

れ
ば
修

正
し
て

、
U
SB

を
提

出
し

て
く
だ

さ
い
。
」

と

い
う

メ
ッ
セ

ー
ジ
が

出
る
か

ら
、
そ

れ
に
従

っ
て
処

理
し
て

く
だ
さ

い
。
 

U
S
B
メ

モ
リ
ー

の
提

出
 


 

U
S
B
を

安
全

に
取

り
外

し
て
、

サ
バ
ー

の
パ
ソ

コ
ン
(
実

行
責

任
者

)
に
提

出
し
ま

す
。
 


 

提
出

時
間

を
厳

守
す

る
。

提
出

が
遅

れ
る

と
全

企
業

が
待

つ
必

要
が

あ
る

の
で

、
全

部
の

進
行

が
遅

れ
る
こ

と
に
注

意
し
て

く
だ
さ

い
。
 

 結
果

の
取

り
込

み
 

①
 
提

出
し

た
U
S
B
メ

モ
リ

ー
が
サ

バ
ー

の
パ
ソ

コ
ン
（

実
行

責
任

者
）
か

ら
返

さ
れ
た

ら
、
U
S
B
メ

モ
リ

ー
を

パ
ソ

コ
ン

の
U
S
B
ポ

ー
ト

に
差

し
込
ん

で
、
企

業
別
フ

ァ
イ
ル

を
開
い

て
く
だ

さ
い
。

 

②
 

各
自
の

持
参
し

た
パ
ソ

コ
ン
に

取
り
込

む
場
合

に
は

U
S
B

か
ら
企

業
別
フ

ァ
イ
ル

を
コ
ピ

ー
し
て

取

り
込
ん

で
く
だ

さ
い
。

社
長
以

外
の
大

学
の
パ

ソ
コ
ン

で
は

U
S
B
メ

モ
リ

ー
の
利

用
が
出

来
な
い

の

で
、

ど
う

し
て

も
こ

れ
を

利
用

し
た

い
場

合
に

は
、

最
初

の
企

業
別

フ
ァ

イ
ル

と
、

毎
期

の
結

果
を

別
途

G
-M
a
i
l 
で

送
付

し
ま
す

の
で
、

実
行
担

当
者
に

申
し
出

て
く
だ

さ
い
。

 

③
 

こ
の
シ

リ
ー
ズ

で
は

O
S
シ
ス

テ
ム
は

W
i
nd
o
w
s
7
を

利
用
し

ま
す
か

ら
、
個

人
的
な

パ
ソ
コ

ン
が
そ

れ
以
前

の
も
の

の
場
合

に
は
申

し
出
て

く
だ
さ

い
。
 

結
果

の
分

析
と

反
省

 


 

分
析
テ

ン
プ
レ

ー
ト
等

を
利
用

し
て
、

結
果
を

分
析
し

、
次
期

の
入
力

に
備
え

る
。
 

 

４
 

時
間

終
了

時
で

の
処
理

 
 

〔
重
要

〕
 

「
M
S
」

の
時

間
の

終
わ

り
に

は
、

必
ず

社
長

の
パ

ソ
コ

ン
に

提
出

用
U
S
B

を
挿

入
し

た
状

態
で

、

“
C
l
a
s
s
1
A
D
V
2
企

業
別

F
i
l
e
.
”

の
終

了
を

し
て

く
だ
さ

い
。

こ
の

挿
入

を
忘

れ
る

と
そ

の
期

の
結

果
が

残
ら

な
い

こ
と

が
生

じ
ま

す
か

ら
、

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

社
長
以

外
の
パ

ソ
コ
ン

で
の
終

了
は
各

自
の
私

用
の
U
S
B
へ

の
取
込
等

自
由
に

行
っ
て

く
だ
さ

い
。
 

 ｛
Ⅲ

｝
シ

ス
テ

ム
の

詳
細

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

１
．
ま

え
が
き

 


 
こ
の
「

M
S
」
は

大
学

あ
る
い

は
大
学

院
で
の

実
践
的

な
経
営

教
育
の

一
環
と

し
て
、
ま

た
ビ

ジ
ネ
ス

マ

ン
教

育
の
た

め
に
構

想
さ
れ

た
も
の

で
す
。
そ

の
ね
ら

い
は
先

に
取
り

あ
げ
ま

し
た
か

ら
、
そ

れ
を
参

照
し

て
く
だ

さ
い
。

 

２
．

こ
の

モ
デ

ル
の

前
提
 


 
こ
の
「

M
S
」
で

は
、
参
加

者
は
第

3
期

ま
で

経
営

さ
れ
て

き
た
企

業
を
第

4
期

か
ら
引

き
継
ぎ

ま
す
。
そ

こ
で

、
 

(
1)
 
提

示
さ
れ
て

い
る
資

料
と
第

3
期

ま
で

の
企

業
の
実

績
を
分

析
し

、
特

に
従

来
の
経

営
の
不

備
を
明

確
に

す
る
。

 

(
2)
 
第
4
期
以
降

に
つ

き
期
毎

に
意
思

決
定
を

行
っ
て

、
そ
の

結
果
を

受
け
取

り
、
結

果
を
分

析
し
て

さ

ら
に

次
の
期

の
決
定

を
お
こ

な
う
。

 

LE
C
会

計
大
学
院

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
13

モ
デ

ル
は

第
18
期

ま
で
の

企
業

経
営

を
実
習

で
き
る

よ
う
に

準
備
さ

れ
て
い

ま
す
。

 

(
3)
 
こ

の
間
に
株

主
総
会

や
経
営

報
告
会

を
開
催

し
事
業

報
告
を

す
る
こ

と
が
要

求
さ
れ

ま
す
。

 


 
こ
の

モ
デ
ル

で
は
、
新

製
品
の

開
発
等

の
問
題

は
含
ま

れ
て
い

な
く
、
こ

れ
に

関
し
た

戦
略
的

な
決
定

は
含

ま
れ
て

い
ま
せ

ん
。
 


 
し
た

が
っ
て

、
こ

の
モ

デ
ル
で

取
り
上

げ
る
経

営
の
問

題
は
、
企

業
の

年
間
の

計
画
と

予
算
の

立
案
の

問
題

を
基
本

と
し
な

が
ら
、
不

断
の
環

境
変
化

を
取
り

込
む
こ

と
に
よ

っ
て
、
戦

略
的

意
思
決

定
問
題

に
も

対
応
で

き
る
よ

う
に
さ

れ
て
い

ま
す
。
そ

れ
故
、
財

務
諸

表
の
分

析
と
短

期
の
利

益
計
画

と
予
算

管
理

の
知
識

に
加
え

て
長
期

的
戦
略

的
決
定

問
題
で

の
分
析

の
活
用

も
必
要

に
な
り

ま
す
。

 

 

３
．

戦
略

的
決

定
を

含
め

た
利

益
計

画
の

手
順

 
 

（
次

の
４

の
説

明
補

足
と

併
せ

て
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
）

 

 
 

（
以

下
の
☆

の
部
分

は
こ
の

マ
ニ
ュ

ア
ル
で

詳
細
に

説
明
さ

れ
て
い

る
箇
所

を
表
し

ま
す
。

こ
の

ほ
か

「
パ
ラ

メ
ー
タ

の
要
点

」
の
関

連
部
分

を
参
照

し
て
く

だ
さ
い

。
ま
た

括
弧
内

は
、
こ

の
シ
ス

テ
ム

で
の

内
容
に

即
し
て

具
体
化

し
た
説

明
で
す

。
）
 

１
 

企
業

経
営

で
は

長
期

的
に

企
業

を
ど

の
よ

う
な

方
向

に
持

っ
て

行

こ
う

と
す

る
の

か
と

い
う

長
期

的
な

目
標

が
必

要
で

す
。

こ
れ

は
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

で
決

定
が

、
場

当
た

り
的

に
な

ら
な

い
で

た
め

に
不

可
欠
で

す
。
☆

1
5
頁

 
「

利
益

計
画
の

要
点

」
の

①
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
２

 
現
在

の
環
境

で
長
期

目
標
を

達
成
す

る
た
め

の
戦
略

が
選
択

さ
れ

ま
す

。
ま

た
環
境

変
化
が

生
じ
た

場
合
に

は
、
い

く
つ
か

の
関
連

し
た

長
期

的
な

意
思
決

定
が
必

要
に
な

り
ま
す

。
こ
の

場
合
の

分
析
に

は
利

益
目

標
か

ら
は
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
的
な

現
在
価

値
法
が

重
視
さ

れ
ま

す
が

、
何

時
も
こ

れ
を
適

用
す
れ

ば
良
い

と
い
う

も
の
で

は
あ
り

ま
せ

ん
。

長
期

目
標
の

実
現
の

観
点
か

ら
考
え

ら
れ
る

べ
き
で

す
。
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
☆

1
5
頁

 
「

利
益

計
画

の
要

点
」
の

②
 

2
0
頁

 
「

経
営

環
境

変
化

の
シ
ナ

リ
オ

」
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
３

 
期
間

計
画
で

は
長
期

目
標
の

達
成
に

貢
献
す

る
短
期

目
標
を

見
い

だ
す
こ

と
か
ら

始
め
ま

す
。「

M
S
」
で

は
短

期
利
益

目
標
を

具
体
的

に
R
OE

の
値

で
設

定
し

ま
す

。
 

☆
1
5
頁

 
「

利
益

計
画

の
要

点
」

の
③

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
こ

の
シ
ス

テ
ム
で

も
、
R
O
E
の
目
標

を
設
定

し
ま
す

。
R
OE

目

標
を

構
成

す
る

安
全

余
裕

率
、
交

差
比

率
、

在
庫

投
資

率
、

お
よ

び
１

＋
D
ER

の
四

つ
の
要

素
の
予

測
も
設

定
し
ま

す
。
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
 

利
益

計
画

の
具

体
的

な
手

順
の

最
初

は
販

売
量

を
予

測
す

る
こ

と
で

す
。
ど

の
よ
う

な
利
益

計
画
で

あ
れ
、
販

売
量
(
ま

た
は

売
上

高
）

の
予

測
の
無

い
計
画

な
ど
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
（

こ
の
シ

ス
テ
ム

で
も
営

業
員
の

人
数
と

一
人
あ

た
り
販

売
量
が

ポ
イ

ン
ト

に
な

り
ま
す

。
経

験
の

無
い

と
こ

ろ
で

は
、

こ
れ

ら
の

過
去

の
分
析

か
ら
始

め
ま
し

ょ
う
。
）
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

☆
 

1
6
頁

の
④

と
シ

ナ
リ

オ
参
照

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
５

 
売

上
高

の
計

画
で

は
、

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
価

格
は

市
場

的
に

決

ま
る

の
で

は
な

く
、

参
加

者
が

設
定

す
る

の
で

、
売

上
高

の
計

画
は
販

売
量
が

予
測
で

き
れ
ば

、
特
に

問
題
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 

☆
 

1
6
頁

の
⑤

、
お

よ
び

シ
ナ

リ
オ

の
関

連
箇

所
 

1
長
期

的
目
標
の

設
定

２
 

環
境
に

応
じ
た

戦
略
的

方
針
と

意
思

決
定

 

３
 

期
間

の
目
標

利
益

の
設

定
 

４
 

販
売

量
の
予

測
 

５
 

売
上

高
の
計

画
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（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
14

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
６
 

多
く
の

費
用
項

目
は
定

額
で
設

定
さ
れ

て
い
ま

す
。
販
売

管
理
費

や
一

般
管

理
費

の
変
動

費
部

分
も

単
位

あ
た

り
で

は
定

額
で

設
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
し
た

が
っ

て
費

用
の

計
画

で
は

、
特

に
広

告
費

と
営

業
員

給
料

を
設
定

す
る

こ
と

が
要

求
さ

れ
て

い
ま

す
か

ら
、

こ
れ

ら
の
最

適
値
を

分
析
し

て
決
定

し
て
く

だ
さ
い

。
 

☆
1
6
頁

の
⑥

お
よ

び
経
営

環
境

の
シ

ナ
リ

オ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 

営
業

員
の

雇
用

や
解

雇
は

費
用

が
か

か
り

、
育

成
の

た
め

の

教
育
期

間
と
費

用
が
必

要
に
な

り
ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

営
業

員
の

雇
用

が
経

営
規

模
の

要
因

で
す

。
そ

の
他

の
販

売

管
理

や
本

社
の

人
員

も
営

業
員

数
に

応
じ

て
決

ま
る

よ
う

に
設

定
し

て
あ

り
ま

す
。

し
た

が
っ

て
最

有
利

の
営

業
員

数
が

企
業

の
最
有

利
規
模

に
な
り

ま
す
。

 

☆
1
7
頁

の
⑦
、

お
よ

び
2
0
頁

以
降

の
シ

ナ
リ

オ
関

連
箇

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
 

販
売

す
る

の
に

必
要

な
商

品
の

仕
入

を
計

画
し

ま
す

。
十

分
な

営
業

員
を

雇
っ

て
、

高
い
販

売
能

力
を

持
っ

て
い

て
も

適
切

な
商

品
の

仕
入

計
画

が
伴

っ
て

い
な

く
て

は
発
揮

で
き

ま
せ

ん
。
☆

1
7

頁
の

⑧
、

2
1
頁

の
③

、
お

よ
び

2
5
頁

の
商

品
の

期
末

在
庫

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

今
回

の
シ

ス
テ

ム
で

は
自

動
緊

急
購

入
あ

り
で

す
か

ら
、

仕
入

量
決

定
の

不
足

は
緊
急

仕
入

費
用
の

発
生

、
過
大

な
仕
入

は
在

庫

費
用

の
増

加
と

資
金
の

不
足

に
影
響

し
ま

す
。
少

な
す
ぎ

る
仕
入

決
定

に
よ

っ
て

販
売
能

力
を

発
揮
で

き
な

い
こ
と

は
生

じ
ま
せ

ん
。

関
連

算
式

は
17

頁
。
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
９

 
販

売
計
画

や
仕

入
計

画
が

見
い

だ
さ

れ
た

ら
、

黒
字

倒
産

や
資

金
不

足
が

生
じ

な
い

よ
う

に
、

キ
ャ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

計
画

を
行

っ

て
く

だ
さ

い
。

こ
れ

は
、
利

益
計

画
に

よ
っ

て
生

じ
る

営
業

キ
ャ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

を
予

測
し
て

、
こ

れ
に

投
資

に
よ

る
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
を

加
え

て
、

そ
の

結
果

が
資

金
不

足
に

な
ら

な
い

よ
う

に

財
務

活
動

に
よ

る
キ

ャ
シ
ュ

・
フ

ロ
ー

を
調

整
し

ま
す

。
こ
の

営

業
に

よ
っ

て
キ

ャ
シ

ュ
・
フ

ロ
ー

の
予

測
が

非
常

に
困

難
な

問
題

に
な

り
ま

す
が

、
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

分
析

シ
ー

ト
等

を
利

用
し

て
要

領
を

把
握
し

て
く
だ

さ
い
。

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

今
回
の

シ
ス

テ
ム
で

は
資

金
の
流

入
は

手
形
の

回
収

と
割
引

、
短

期
投
資

の
現
金

化
の
ほ

か
、
借

入
と
社

債
の
発

行
、

株
式

の
発
行

が
あ
り

ま
す
。

ま
た
資

金
の
流

出
は
、

手
形
の

決
済
、

各
種
費

用

と
利
息

・
法
人

税
の
支

払
い
、

借
入
金

の
返
済

、
流
動

負
債
の

支

払
、
社

債
の
償

還
と
買

入
消
却

、
短

期
投

資
、

自
己
株

式
の
取

得

お
よ
び

配
当
が

あ
り
ま

す
。
こ

れ
ら
を

詳
細
に

予
測
・

予
定
す

る

直
接
法

を
取
る

こ
と
は

困
難
で

す
か
ら

、
間
接

法
で
考

え
ま

し
ょ

う
。
 

 
☆

1
8
頁

の
⑨

、
2
3
頁

の
⑦
 

1
0
 

以
上

の
売

上
高

計
画

と
費

用
の

計
画

お
よ

び
財

務
の

計
画

を
総

合
調

整
し
て

総
合
計

画
案
に

ま
と
め

、
期

待
で

き
る
利

益
額
を

算

定
し

て
く
だ

さ
い
。

 

 
期

待
利
益

額
が
目

標
利
益

額
に
達

し
な
い

場
合
に

は
、
各

種
の

利

益
改

善
策

を
探

求
し

、
計
画

を
再

検
討

し
、

目
標

利
益

を
達

成
す

る
計

画
案

を
見
出

し
ま
す

。
 

７
 
営

業
員
の

雇
用
計

画
 

８
 

仕
入
計

画
 

９
 

財
務

計
画

 

10
 
期

待
利
益

の
算
定

と
利
益

改
善
策

の
探
求

 
満
足

な
ら
決

定
に

 
利

益
改

善
策
の

場
合
は

期
待

利
益
の

再
計
算

 

６
 

費
用

の
計
画
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さ

ら
に

こ
れ

ら
で

も
目

標
利

益
を

達
成

す
る

計
画

案
が

見
つ

か

ら
な

い
場

合
に

は
、

目
標
の

引
き

下
げ

の
可

能
性

の
検

討
も

行
っ

て
、

期
待

利
益

が
目

標
利
益

に
一

致
す

る
ま

で
代

替
案

の
検

討
を

行
い

ま
す

。
(付

録
第

1
図

「
経

営
(
利
益
）

計
画
の

フ
ロ
ー

・
チ

ャ
ー

ト
」

参
照
）

 

 
「
M
S
」
で
は

、
期

待
利
益

の
算
定

と
目
標

利
益
と

の
調
整

を
詳
細

に
行

う
知

識
と

技
法

が
未

学
習

で
あ

る
こ

と
を

考
慮

し
て

、
出

来

る
だ

け
期

待
利

益
の

算
定

に
近

づ
く

こ
と

お
よ

び
こ

れ
に

よ
る

目

標
の

改
訂

の
試

行
に

よ
る

経
験

の
取

得
と

学
習

す
べ

き
知

識
の

必

要
を
知

覚
す
る

こ
と
を

目
指
し

て
い
ま

す
。
 

 

４
．

利
益

計
画

の
要

点
 
 

（
補

足
説

明
）

 

①
 

長
期
目

標
の

設
定

 


 

こ
こ
で

も
経
営

計
画
の

出
発
点

は
利
益

目
標
を

具
体
的

に
設
定

に
あ
り

ま
す
。

目
標
を

具
体
的

に
設

定
し
て

い
な
い

計
画
は

、
行
き

先
が
決

ま
っ
て

な
い
旅

行
の
よ

う
な
も

の
で
す

。
 


 

長
期
的

な
企
業

目
標
は

、
具
体

的
な
数

値
目
標

を
含
ま

な
い
こ

と
も
少

な
く
あ

り
ま
せ

ん
。
し

か
し

具
体
的

な
内
容

を
持
っ

た
確
固

と
し
た

も
の
で

あ
る
こ

と
が
必

要
で
す

。「
１

０
年

間
で

所
得
倍

増
」
、

「
世
界

の
美
女

を
真
珠

の
首
飾

り
で
」

、
「
全

所
帯
に

冷
蔵
庫

を
」
あ

る
い
は

「
業
界

で
最
大

規
模

の
企
業

の
創
出

」
や
「

R
O
E2
0
％
達

成
」
と

い
っ
た

例
も
あ

る
で
し

ょ
う
。

 


 

こ
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
は

利
益

計
画

が
中

心
で

す
か

ら
、

前
出

の
「

R
O
E
2
0
％

達
成

」
の

ほ
か

、

「
実
行

期
間
中

の
達
成

利
益
額

の
最
大

化
」
、

「
最
後

の
期
末

の
時
価

総
額
の

最
大
化

」
と
言

っ
た

目
標
も

あ
る
で

し
ょ
う

。
 

 
 

 
 

②
 

環
境

の
分

析
と

戦
略

の
決

定
や

戦
略

的
代

替
案

の
決

定
 


 

長
期
目

標
が
設

定
さ
れ

た
ら
、

そ
れ
を

実
現
す

る
経
営

環
境
に

応
じ
た

戦
略
的

な
方
針

の
決
定

や
代

替
案
の

選
択
が

必
要
に

な
り
ま

す
。
 


 

長
期
的

な
利
益

計
画
で

は
、
一

般
に
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
的
な

現
在
価

値
法
が

主
要
な

分
析
手

段
と

し
て
取

ら
れ
ま

す
が
、

こ
れ
が

す
べ
て

で
は
無

い
こ
と

も
知
っ

て
お
く

必
要
が

あ
り
ま

す
。
た

と
え

ば
時
価

総
額
の

最
大
化

で
株
価

を
上
げ

る
こ
と

を
重
視

し
た
ら

、
時
に

は
現
在

価
値
よ

り
も
短

期
的

な
業
績

と
配
当

が
注
目

さ
れ
る

こ
と
に

な
る
で

し
ょ
う

。
 


 

但
し
こ

の
時
価

総
額
の

最
大
化

目
標
は

、
株
価

が
意
思

決
定
で

き
る
パ

ラ
メ
ー

タ
に
よ

っ
て
コ

ン
ト

ロ
ー
ル

さ
れ
る

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
の

世
界
で

の
目
標

に
し
う

る
の
は

、
そ
れ

に
影
響

す
る
パ

ラ
メ

ー
タ
の

探
求
と

そ
の
影

響
の
分

析
を
通

し
て
分

析
能
力

を
鍛
え

る
た
め

で
す
か

ら
、
株

価
そ
れ

自
体

が
市
場

的
に
決

ま
っ
て

く
る
実

社
会
で

の
目
標

と
し
て

常
に
適

切
と
言

う
わ
け

で
は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 
 
 

 
 
 

③
 

年
間

の
利

益
計

画
目

標
の

設
定

 


 

現
在
の

環
境
状

況
で
長

期
目
標

を
達
成

す
る
た

め
の
短

期
目
標

を
選
択

し
ま
す

。
わ
れ

わ
れ
の

シ
ス

テ
ム
で

は
、
短

期
の
利

益
目
標

を
設
定

し
ま
す

。
 


 

利
益
は

経
営
の

諸
活
動

の
結
果

で
す
か

ら
、
最

初
か
ら

合
理
的

な
利
益

目
標
を

設
定
す

る
こ
と

は
困

難
で
し

ょ
う
。

し
か
し

、
ま
ず

大
雑
把

で
よ
い

か
ら
長

期
目
標

へ
の
貢

献
の
視

点
か
ら

利
益
目

標
を

具
体
的

数
量
的

に
設
定

し
ま
す

。
 


 

設
定
し

た
利
益

目
標
に

基
づ
い

て
経
営

の
諸
要

素
の
意

思
決
定

を
し
、

そ
の
結

果
か
ら

も
う
一

度
利

益
目
標

を
見
直

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 

最
近
我

が
国
で

も
R
OE

(
自
己
資

本
利
益

率
)
が

重
視

さ
れ
る

よ
う
に

な
り
ま

し
た
が

、
わ

れ
わ

れ
の

「
M
S
」

で
は
当

初
か
ら

、
わ
が

国
の
現

状
に
対

す
る
反

省
か
ら

、
利
益

目
標
の

う
ち
で

も
特
に

R
O
E
を

重
視
し

て
き
ま

し
た
。

 

決
定
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９
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講
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④
 

販
売
予

測
と

販
売

量
目

標
の

設
定

 


 
次
に

、
次
期

に
得
ら

れ
る
と

思
わ
れ

る
販
売

量
の
予

測
（
す

な
わ
ち

販
売
予

測
）
を

し
ま
す

。
 


 
現
実

に
は
販

売
量
は

多
く
の

要
因
に

よ
っ
て

決
る
の

で
、
正

確
な
販

売
予
測

は
容
易

で
は
あ

り
ま
せ

ん
。 


 
し
か

し
現
実

で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の

状
況
に

応
じ
て

、
重

要
な

要
因
は

そ
れ
ほ

ど
多
く

は
な
い

の
が
普

通

で
す

。
 


 
そ
こ

で
、
最

初
か

ら
複
雑

で
正
確

な
予
測

な
ど
出

来
ま
せ

ん
か
ら

、
現

在
の

環
境
で

の
ポ
イ

ン
ト
と

な

る
環

境
要

因
を

見
出

し
て

、
ま

ず
簡

単
な

モ
デ

ル
（

関
連

）
で

予
測

か
ら

始
め

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
 


 
こ
の

シ
ス
テ

ム
で
は

、
営
業

員
の
人

数
と
一

人
あ
た

り
の
販

売
量
が

最
も
主

要
な
要

因
に
な

っ
て
い

ま

す
。
こ

れ
に

加
え
て

景
気
指

標
、
広

告
費
、
営
業

員
の
給

料
が
販

売
量
に

影
響
し

ま
す
。
こ

れ
ら

を
勘

案
し

て
販
売

量
の
計

画
を
立

て
ま
す

。
 


 
ま
た

一
人
あ

た
り
の

販
売
量

は
営
業

員
数
に

応
じ
た

数
値
で

は
、
A
品

と
B
品

で
は
同
じ

で
は
あ

り
ま
せ

ん
。
ま
た

こ
れ
は

代
替
的

な
関
連

を
設
定

す
る
た

め
に
、
経

年
変
化

す
る
よ

う
に
設

定
さ
れ

て
い
る

こ

と
は

、
2
1
頁
の

③
の

「
商
品

の
シ
ナ

リ
オ
」

を
参
照

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 
営
業

員
数
の

影
響
も

一
般
に

線
型
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
実

社
会
で

も
一
般

に
営
業

員
を
増

や
せ
ば

、
そ

れ
に

比
例
し

て
販
売

量
が
増

え
る
こ

と
は
期

待
で
き

ま
せ
ん

。
 


 実

社
会

で
は

価
格

弾
力
性

の
影

響
は

資
料

の
分

析
や

試
験

販
売

等
に

よ
っ

て
検

討
さ

れ
ま

す
が

、
具

体

的
な

数
値
を

正
確
に

見
い
だ

す
こ
と

は
容
易

で
は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 

⑤
 

売
上
高

の
計

画
 

 


 

次
期
の

販
売
量

の
予
測

に
基
づ

い
て
価

格
弾
力

性
な
ど

を
考
慮

し
て
、

販
売
価

格
を
決

定
し
ま

す
。

 


 
こ
の

一
連
の
「

M
S
」
の
シ
ス

テ
ム
で

は
、
価

格
を
下

げ
る
と

販
売
量

は
増
加

す
る
よ

う
に
設

定
さ
れ

て

い
ま

す
。
 


 
価
格

弾
力
性

は
価
格

変
化
に

対
し
て

一
定
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
価

格
を

高
く
付

け
す
ぎ

る
と
販

売
量
が

低
下

し
、
価
格

を
低
く

す
る
と

販
売
量

が
増
加

し
ま
す

が
、
価

格
を
低

く
す
れ

ば
そ
れ

に
比
例

し
て
販

売
量

が
ど
こ

ま
で
も

増
加
す

る
も
の

で
も
あ

り
ま
せ

ん
。
利
益

を
最
大

化
す
る

価
格
は

可
能
な

範
囲
の

最
高

価
格
で

最
低
価

格
で
も

な
く
、

そ
の
中

間
に
存

在
す
る

と
言
う

こ
と
で

す
。

 


 
価
格

弾
力
性

に
気
を

取
ら
れ

す
ぎ
て

、
十

分
な

売
上
高

と
限
界

利
益
率

を
上
げ

得
な
い

の
で
は

、
か
え

っ
て

利
益
を

減
少
さ

せ
る
こ

と
に
な

り
ま
す

。
販

売
量

に
つ
い

て
の
最

適
価
格

す
な
わ

ち
販
売

量
を
最

大
化

す
る
価

格
は
、

利
益
に

つ
い
て

の
最
有

利
価
格

と
は
限

ら
な
い

こ
と
を

理
解
し

て
く
だ

さ
い
。

 


 

こ
の
シ

ス
テ
ム

で
は
参

加
者
間

の
価
格

競
争
は

含
ま
れ

て
い
ま

せ
ん
。

（
Cl
a
s
s２

以
降
の

モ
デ
ル

で

は
比
較

的
高
い

価
格
弾

力
性
と

価
格
競

争
が
含

ま
れ
ま

す
。
）

 

 

⑥
 

費
用
の

計
画

－
広

告
費

計
画

 

こ
の

「
M
S
」
の
モ

デ
ル
で

は
、
各

企
業
の

商
品
の

質
は
同

じ
で
、

各
企
業

の
仕
入

原
価
も

同
じ
で

す
。

し
た

が
っ
て

、
販
売

費
計
画

は
そ
の

重
要
な

項
目
で

あ
る
広

告
費
の

計
画
と

営
業
員

の
給
料

で
代
表

し
ま

す
。

 


 

広
告
費

は
売
上

高
に
影

響
す
る

が
、
こ

の
影
響

は
明
確

に
測
定

で
き
な

い
の
が

実
情
で

す
。
 


 

こ
の
モ

デ
ル
で

は
、
企

業
間
の

広
告
費

競
争
は

設
定
し

て
い
ま

せ
ん
か

ら
、
各

企
業
の

広
告
額

の
効

果
は
同

じ
で
す

。
（
C
la
s
s2
モ

デ
ル
以

上
の

上
位

モ
デ
ル

で
は
広

告
費
競

争
が
生

じ
ま
す

か
ら
、

同

じ
金
額

で
も
効

果
は
他

の
企
業

の
広
告

額
に
影

響
さ
れ

ま
す
。

）
 


 標

準
広

告
費
は

こ
れ
ま

で
の
企

業
の
経

験
を
表

し
て
い

ま
す
。

し
か
し

こ
の
額

が
最
有

利
の
広

告
費
と

は
限

り
ま
せ

ん
。
 


 
広

告
費
の

効
果
は

支
出
し

た
期
に

終
わ
る

の
で
は

な
く
、

翌
年
も

減
衰
し

て
続
き

ま
す
。

年
間
の

効
果

の
減

衰
率

は
70
％

で
す
。
次

期
に
も

当
期
の

広
告
費

支
出
額

の
3
0
％
の

効
果

が
残
る

と
い
う

こ
と
で

す
。
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（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
17

⑦
 

営
業
員

の
雇

用
計

画
 


 
営
業

員
数
は

販
売
量

の
最
も

大
き
な

影
響
要

因
で
す

。
 


 
こ
の

「
M
S
」
で

は
、

営
業
員

の
一
人

あ
た
り

販
売
量

は
A
品

と
B
品
と

で
は
同

じ
で
は

あ
り
ま

せ
ん
。

 


 
し
か

し
、
営

業
員

を
増
や

せ
ば
ど

こ
ま
で

も
全
体

の
販
売

量
が
増

え
る
も

の
で
は

あ
り
ま

せ
ん
。
現

実

の
需

要
が
あ

る
程
度

限
ら
れ

た
市
場

と
同
じ

で
す
。

 


 
C
l
a
s
s
1
モ

デ
ル

で
は

、
参

加
企

業
が

一
つ

の
市

場
内

で
需

要
を

取
り

合
う

形
は

設
定

し
て

い
ま

せ
ん

。

各
企

業
は
そ

れ
ぞ
れ

の
市
場

を
持
つ

と
考
え

て
く
だ

さ
い
。

 


 
し
か

し
販
売

市
場
の

需
要
は

無
限
大

で
は
な

く
、
企

業
と
し

て
の
最

有
利
模

の
営
業

員
数
が

存
在
し

ま

す
。
そ
れ

が
ど
の

辺
で
あ

る
か
は

分
か
り

ま
せ
ん

が
、
最
有

利
規
模

を
超
え

る
と
急

速
に
営

業
員
一

人

あ
た

り
の
販

売
量
が

低
下
し

ま
す
。

 


 
雇
用

と
解
雇

の
ほ
か

に
退
職

が
ラ
ン

ダ
ム
に

生
じ
ま

す
。
 

(
1
)
 

雇
用

市
場
の

参
加
企

業
間
の

競
争
は

あ
り
ま

せ
ん
が

、
一

度
に

行
え
る

雇
用
数

は
３
名

を
超
え

る

こ
と

は
出
来

ま
せ
ん

。
 

(
2
)
 

営
業

員
の
雇

用
に
は

募
集
費

と
教
育

費
、
解

雇
に
は

退
職
金

が
必
要

に
な
り

ま
す
。

 

(
3
)
 

雇
用

と
解
雇

の
人
数

は
次

期
か

ら
有

効
に
な

り
ま
す

。
 

(
4
)
 

営
業

員
の
自

己
都
合

や
定
年

の
退
職

が
生
じ

、
退
職

金
が
支

払
わ
れ

ま
す
。

 

(
5
)
 

退
職

の
発
生

は
、
ラ

ン
ダ
ム

に
発
生

し
ま
す

。
人
員

数
は
各

企
業
共

通
で
す

。
 

（
発

生
人

員
数
は

予
想
で

き
ま
せ

ん
が
、

通
常
１

年
に
2
人

以
上
の
退

職
は
生

じ
ま
せ

ん
）
 


 

「
M
S
」

で
は
、

営
業
員

が
稼
働

す
る
の

は
雇
用

の
次
期

か
ら
で

す
か
ら

、
経
営

環
境
に

応
じ
た

早
期

の
決
定

が
必
要

で
す
。

ま
た
安

易
な
大

量
の
雇

用
は
組

織
の
混

乱
を
も

た
ら
し

か
ね
な

い
こ
と

の
反

映
と
し

て
、
雇

用
費
用

は
多
め

に
設
定

し
て
あ

り
ま
す

。
 


 
営

業
員
の

給
料
の

高
さ
も

販
売
量

に
影
響

し
ま
す

。
こ
の

影
響
も

線
型
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
広
告

費
と

同
様

に
高

度
な
数

式
モ
デ

ル
を
使

用
し
て

設
定
さ

れ
て
い

ま
す
。

 

 

⑧
 

商
品
の

仕
入

計
画

 


 
こ
の

シ
ス
テ

ム
で
は

、
商

品
が

不
足
す

る
と
追

加
の
緊

急
仕
入

れ
が
自

動
的
に

行
わ
れ

る
場
合

と
、
緊

急
仕

入
れ
な

し
の
場

合
と
が

準
備
し

て
あ
り

、
ど

ち
ら

か
か
ら

ス
タ
ー

ト
し
ま

す
。
今

回
は
自

動
仕
入

あ
り

で
始
ま

り
ま
す

。
 


 
商
品

の
仕
入

は
期
間

の
仕
入

量
を
一

括
し
て

計
画
設

定
し
ま

す
が
、
可

能
な
販

売
量
に

不
足
す

る
場
合

に
は

、
不
足

分
が
緊

急
に
仕

入
れ
ら

れ
ま
す

。
 


 
こ
の

緊
急
仕

入
に
は

多
額
の

緊
急
仕

入
プ
レ

ミ
ア
ム

を
支
払

い
こ
と

に
な
り

ま
す
。

 


 
営
業

員
を
増

加
し
、
広

告
費
を

増
や
し

て
可
能

な
販
売

量
を
増

加
し
て

も
、
そ

れ
に
見

合
う
商

品
の
適

切
な

仕
入
が

無
い
こ

と
に
は

、
効
果

的
な
売

上
高
の

実
現
が

で
き
ま

せ
ん
。

 


 
他
方

、
必
要

以
上
の

仕
入
は

在
庫
を

増
し
、
在

庫
費

用
を
大

き
く
す

る
と
と

も
に
、
資

金
繰

り
を
悪

化

さ
せ

ま
す
。

比
較
的

多
額
の

在
庫
費

用
が
発

生
す
る

の
で
注

意
を
要

し
ま
す

。
 


 
当
期

の
適
切

な
仕
入

量
は
、

次
の
式

で
得
ら

れ
ま
す

。
 

当
期

の
仕

入
必

要
量

＝
販

売
予

測
量

＋
期

末
在

庫
予

定
量

－
期

首
在

庫
量

 


 
期
末

在
庫
で

は
必
要

最
低
在

庫
量
が

優
先
的

に
確
保

さ
れ
ま

す
。
そ
の

後
に
仕

入
が
不

足
す
る

場
合
に

不
足

分
が
緊

急
仕
入

れ
さ
れ

ま
す
。
従

来
の
シ

ス
テ
ム

で
は
緊

急
仕
入

無
し
で

始
め
ま

し
た
が

、
今
回

は
価

格
と
販

売
量
の

関
連
の

分
析
に

都
合
が

良
い
こ

と
か
ら

、
緊
急

仕
入
あ

り
で
始

め
ま
す

。
 


 
最
低

必
要
在

庫
量
は

前
期
の

販
売
量

の
2ヶ

月
分

(
千

単
位

以
下

四
捨
五

入
)
で
す

。
商

品
の

在
庫
に

は

在
庫

費
用
が

発
生
し

ま
す
。

 


 
緊
急

仕
入
れ

が
不
可

能
に
な

る
場
合

は
緊
急

経
営
報

告
（

Z
i
ng

er
）
で

告
示
さ

れ
次
期

か
ら
発

動
し
ま

す
。

 


 
緊

急
仕

入
れ

あ
り

で
は

、
当

然
、

高
率

な
緊

急
購

入
プ

レ
ミ

ア
ム

が
仕

入
れ

原
価

に
加

算
さ

れ
ま

す
。
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（
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不
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複
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）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
18


 
商
品

の
期
末

在
庫
は

期
末
必

要
最
低

限
の
数

量
（
前

期
販
売

量
の
２

ヶ
月
分

）
の
3
倍
を

超
え
る

と
、

在
庫

環
境
が

悪
化
し

て
特
別

陳
腐
化

し
て
廃

棄
さ
れ

る
部
分

が
生
じ

ま
す
。
こ

の
数
量

は
[
Ⅳ
]
の

パ
ラ

メ
ー

タ
の
要

点
を
参

照
し
て

く
だ
さ

い
。
 

 

⑨
 

財
務
関

連
計

画
 


 財

務
取

引
は
、

す
べ
て

入
力
し

た
期
末

に
実
行

さ
れ
ま

す
。
従

っ
て
借

入
れ
を

す
る
と

、
期
末

に
入
金

し
ま

す
が

、
利

子
の

支
払

い
は

次
期

か
ら

で
す

。
社

債
の

発
行

や
買

入
消

却
に

つ
い

て
も

同
様

で
す

。
 


 こ

の
モ

デ
ル
で

は
財
務

関
連
の

設
定
は

簡
単
に

し
て
あ

り
ま
す

。
 


 そ

れ
で

も
正
確

な
キ
ャ

シ
ュ
・

フ
ロ
ー

の
計
画

が
重
要

で
す
。

現
実
の

企
業
で

は
、
キ

ャ
シ
ュ

・
フ
ロ

ー
が

不
足
す

る
と
倒

産
し
ま

す
。
黒

字
倒
産

も
あ
り

得
ま
す

。
 


 こ

の
「

M
S
」
で

は
処

理
が

複
雑
に

な
る
た

め
に
倒

産
は

予
定
し

て
い
ま

せ
ん
が

、
銀

行
か

ら
緊
急

融
資

を
受

け
、
銀

行
管
理

に
な
り

高
い
利

子
を
支

払
う
こ

と
に
な

り
ま
す

。
 


 
こ
の

モ
デ
ル

で
は
資

金
の
流

入
は
、
受

取
手
形

の
回
収

と
手
形

の
割
引

、
お
よ

び
社
債

の
発
行

に
よ
る

入
金

,
借

入
お
よ

び
新
た

な
株
式

の
発
行

に
よ
る

増
資
が

あ
り
ま

す
。
 


 
資
金

の
流
失

は
、
支

払
手
形

の
決
済

の
ほ
か

、
広

告
費

、
変

動
販

売
費
、
労

務
関

係
費
用

、
一

般
管

理

費
の

支
払
、
利

子
の

支
払
い

、
借

入
金

の
返
済

、
社

債
の

償
還
・
消

却
、
短

期
投
資

、
自
己

株
式

の
取

得
の

ほ
か
、

本
社
建

物
の
取

得
に
よ

る
有
形

固
定
資

産
の
増

加
が
あ

り
ま
す

。
 


 
受
取

手
形
の

回
収
等

は
以
下

の
よ
う

に
固
定

し
て
い

ま
す
。
（

C
l
a
s
s
2
以

降
の

よ
り
高

度
な
モ

デ
ル
で

は
、

こ
の
回

収
等
が

景
気
や

企
業
の

信
用
状

況
等
に

よ
っ
て

変
化
す

る
こ
と

も
あ
り

ま
す
。

）
 

(
1)

 
売

掛
金
の

回
収
は

期
首
有

り
高
と

、
当

期
発
生

額
の
合

計
か

ら
取

引
先
の

倒
産
に

よ
る
貸

倒
を
引

い
た

残
額

の
70
％

で
、
す

べ
て

手
形

に
よ
っ

て
回
収

さ
れ
ま

す
。
 

(
2)

 
受

取
手
形

の
回
収

は
、
期

首
有

り
高
と

、
当

期
発

生
額
の

合
計
か

ら
不
渡

手
形
の

金
額
を

引
い
た

残
額

の
7
0
％
で
す

。
 

(
3)

 
買

掛
金
は

期
首
有

り
高
と

、
当
期

発
生
額

の
7
0%
を

手
形

の
発

行
や
引

受
に
よ

っ
て
決

済
し
ま

す
。
 

(
4)

 
支

払
手
形

は
期
首

有
り
高

全
額
と

、
当
期

発
生
額

の
70
%
を

現
金
払
い

し
ま
す

。
 

(
5)

 
変

動
販
売

費
、
広
告

費
、
販

売
管
理

費
（

労
務

関
連
費

用
を
含

む
）
、
一

般
管

理
費
は

、
当

期
発

生
額

の
2
/
3
が
現

金
払

い
、
残

り
を
そ

の
他
流

動
負
債

と
し
て

次
期
に

繰
り
越

し
ま
す

。
 

(
6)

 
そ

の
他
流

動
負
債

の
期
首

有
り
高

は
全
額

そ
の
期

に
支
払

わ
れ
ま

す
。
 

(
7)

 
法

人
税
率

は
、
全

額
そ

の
期
に

支
払
わ

れ
、
支
払

利
子
は

社
債
利

子
を
除

い
て
全

額
そ
の

期
に
支

払
わ

れ
ま

す
。
社

債
利
子

は
一
部

が
未
払

金
と
し

て
次
期

に
繰
り

越
し
て

支
払
わ

れ
ま
す

。
 

(
8)

 
受

取
手
形

は
銀
行

で
割
り

引
く
こ

と
が
で

き
ま
す

。
割

引
料
は

8
%
で

割
引

額
の
制

限
は
あ

り
ま
せ

ん
。

期
末

の
受
取

手
形
残

額
ま
で

割
り
引

く
こ
と

が
で
き

ま
す
。

 

(
9)

 
借

入
金
は

前
期
売

上
高
の

８
ヶ
月

分
(
2/
3
)
ま

で
は

任
意

に
借

入
れ
る

こ
と
が

で
き
ま

す
。
 

(
10
)
 

借
入
金
の

利
子
率

は
、
期

首
借
入

金
の
前

期
の
売

上
高
に

対
す
る

比
率
に

よ
っ
て

異
な
り

、
全

体
の
借

入
金
に

対
し
て

一
律
の

利
子
率

が
適
用

さ
れ
ま

す
。
 

詳
細

は
、
後

述
の
各

パ
ラ
メ

ー
タ
の

説
明
を

参
照
し

て
く
だ

さ
い
。

 

(
11
)
 

任
意
の
借

入
金
も

含
め
て

期
末
の

現
金
残

高
が
マ

イ
ナ
ス

に
な
る

と
、
自

動
的
に

３
億
円

の
緊

急
融

資
が

行
わ
れ

る
と
と

も
に
銀

行
管
理

に
な
り

、
20
％

の
銀
行

管
理

利
子

が
適
用

さ
れ
ま

す
。
３

億
円

で
も

な
お
現

金
不
足

が
生
じ

る
と
、

さ
ら
に

３
億
円

の
緊
急

融
資
が

行
わ
れ

ま
す
。

 

(
12
)
 

現
金
残
高

が
マ
イ

ナ
ス
に

な
る
状

況
が
１

度
生
じ

る
と
、

そ
の
後

に
優
遇

金
利
の

適
用
は

行
わ

れ
な
く

な
り
、

3
回

以
上
で
は

普
通
金

利
の
適

用
も
な

く
な
り

ま
す
。

 

(
13
)
 

現
金
不
足

の
企
業

が
多
く

発
生
し

た
場
合

に
は
政

府
の
中

小
企
業

向
け
低

金
利
の

特
別
融

資
が

行
わ
れ

る
こ
と

も
あ
り

ま
す
。

 

(
14
)
 

社
債
に
つ

い
て
は

、
｛
Ⅳ

｝
の
「

パ
ラ
メ

ー
タ
の

要
点
」

を
参
照

し
て
く

だ
さ
い

。
 

(
15
)
 

余
裕
資
金

の
運
用

と
し
て

、
短
期

の
（
有

価
証
券

）
投
資

が
設
定

で
き
ま

す
。
短

期
投
資

に
つ
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（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
19

い
て

は
７
の

⑥
の
「

財
務
市

場
の
シ

ナ
リ
オ

」
と
｛

Ⅳ
｝
の

「
パ
ラ

メ
ー
タ

の
要
点

」
を
参

照
し

て
く

だ
さ
い

。
 

 
(
16
)
 
P
BR
の

値
に
直

接
的
に

影
響
出

来
る
要

因
を
設

け
る
た

め
に
、
こ

の
シ
ス

テ
ム
で

は
配
当

と
自
己

株
式

の
取
得

が
可
能

で
す
。
こ

れ
ら

に
つ
い

て
は
 
７

の
⑥

の
「

財
務
市

場
の
シ

ナ
リ
オ

」
と
｛

Ⅳ
｝

の
「

パ
ラ
メ

ー
タ
の

要
点
」

を
参
照

し
て
く

だ
さ
い

。
 

 
(
17
)
 

「
M
S
」
で

は
資
金
調

達
の
手

段
と
し

て
新
し

い
株
式

の
発
行

に
よ
る

増
資
が

可
能
で

す
。
増

資

に
つ

い
て
は

｛
Ⅳ
｝

の
「
パ

ラ
メ
ー

タ
の
要

点
」
を

参
照
し

て
く
だ

さ
い
。

 

 

⑩
 

計
画
シ

ー
ト

の
利

用
 


 
以
上

の
計
画

を
合
理

的
に
か

つ
厳
密

に
立
て

る
た
め

に
企
業

別
の
「
計

画
シ
ー

ト
」
を

利
用
す

る
こ
と

を
勧

め
ま
す

。
 


 
計

画
シ

ー
ト

の
内

の
精

算
表

の
形

の
表

は
、

予
算

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

と
呼

ば
れ

る
予

定
精

算
表

で
あ

り
、

企
業

の
年
間

予
算
表

の
総
ま

と
め
の

た
め
の

基
本
的

な
表
で

す
。
こ
の

利
用
に

も
挑
戦

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 
こ
れ

ら
の
表

を
通
し

て
、
企
業

の
全
体

的
な
活

動
の
状

況
を
知

る
に
は

会
計
以

外
に
方

法
が
な

い
こ
と

も
実

感
す
る

で
し
ょ

う
。
優
れ

た
経
営

者
が
会

計
の
知

識
を
重

視
す
る

理
由
も

理
解
で

き
る
で

し
ょ
う

。
 

 

５
．

こ
の

モ
デ

ル
の

特
長
と

ね
ら

い
 


 
こ
の
「

M
S
」
の

特
長
と

ね
ら
い

の
最
大

ポ
イ
ン

ト
は
経

営
に
関

し
て
学

習
者
の

潜
在
能

力
を
引

き
出
し

て
実

務
で
効

果
を
発

揮
さ
せ

る
こ
と

、
従

来
の

教
育
方

法
で
は

な
し
得

な
か
っ

た
新
し

い
手
法

で
あ
る

と
い

う
こ
と

で
す
。

そ
の
他

に
つ
い

て
は
、

重
要
な

事
項
に

つ
い
て

要
点
を

再
言
し

て
お
き

ま
す
。

 

①
 

利
益

計
画
を

実
行
す

る
か
た

ち
で
実

施
し
て

い
る
。

 

 
 

 
②
 

参
加
者

の
知
識

や
能
力

に
応
じ

て
、
あ

る
い
は

そ
の
成

長
に
応

じ
て
、

簡
単
な

モ
デ
ル

か
ら

高
度
な

モ
デ
ル

ま
で
体

系
的
に

整
備
さ

れ
て
い

る
。
 

 
 

 
③
 

参
加
者

が
自
身

の
意
思

決
定
を

通
じ
て

習
得
し

た
知
識

の
不
備

、
理
解

度
の
程

度
、
実

践
応

用
力
に

つ
い
て

の
自
己

評
価
が

で
き
る

と
と
も

に
、
結

果
に
つ

い
て
分

析
で
き

、
あ
る

い
は

必
要
な

示
唆
を

教
官
か

ら
得
る

こ
と
に

よ
っ
て

、
積
み

重
ね
的

に
学
習

の
効
果

を
あ
げ

る
こ

と
が
で

き
る
。

 

 
 
 

④
 
教

師
に
と

っ
て
、

参
加
者

個
人
ご

と
の
知

識
や
理

解
力
の

内
容
を

具
体
的

に
知
る

こ
と
が

で

き
る
の

で
、
よ
り

適
切
な

指
導
が

で
き
教

育
方
法

の
検
討

や
効
果

的
な
方

法
を
模

索
で
き

る
。
 

 
 

 
⑤
 

参
加
者

は
役
割

分
担
を

す
る
こ

と
で
、

経
営
計

画
立
案

の
際
に

講
義
形

式
で
は

養
え
な

い
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
能

力
を
高

め
る
こ

と
が
で

き
る
。

 

 
 

 
⑥

 
参
加

者
は
実

感
と
し

て
「
経

営
マ
イ

ン
ド
」

を
習
得

す
る
こ

と
が
で

き
る
。

 

 

６
．

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

係
数

あ
る

い
は

有
効

係
数

に
つ

い
て

。
 


 
広
告

費
の
支

出
額
や

営
業
員

へ
の
人

件
費
な

ど
の
多

く
の
パ

ラ
メ
ー

タ
の
売

上
高
へ

の
影
響

は
、
高
度

な
数

式
モ
デ

ル
で
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
さ

れ
て
い

ま
す
。

 


 
退
職

者
の
発

生
と
貸

倒
れ
の

発
生
は

乱
数
を

利
用
し

て
設
定

さ
れ
ま

す
か
ら

、
予
定

で
き
ま

せ
ん
。

 


 
退
職

者
の
発

生
と
貸

倒
れ
の

発
生
以

外
不
確

定
な
要

因
は
一

切
含
ま

れ
て
い

な
く
、
す

べ
て
数

式
モ
デ

ル
に

よ
っ
て

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

さ
れ
て

い
ま
す

。
 


 
コ
ン

ト
ロ
ー

ル
係
数

は
、
で
き

る
だ
け

現
実
に

近
い
影

響
に
な

る
よ
う

に
、
複

雑
な
曲

線
を
持

つ
数
式

モ
デ

ル
で
設

定
さ
れ

て
い
ま

す
。
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（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
20

７
．

こ
の

モ
デ

ル
で

の
シ
ナ

リ
オ

 


 

「
M
S
」
で

は
実

施
の

都
度
、

教
育
的

な
重
点

を
検
討

し
、
そ

れ
を
シ

ナ
リ
オ

に
具
体

化
し
、

設
定
数

値
を

変
え
て

実
行
し

て
い
ま

す
。
 


 

従
っ

て
、
特

に
希

望
し
て

2
度
以

上
受
講

す
る
受

講
者
も

、
前

回
の
経

験
が
そ

の
ま
ま

有
効
に

な
る
と

は
限

り
ま
せ

ん
。
む

し
ろ
先

の
受
講

者
か
ら

の
知
識

を
単
純

に
利
用

す
る
と

誤
る
よ

う
に
工

夫
し
て

い
ま

す
。
 


 

ま
た

各
実
行

時
の
数

値
は
、

テ
ス
ト

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
の

モ
デ
ル

で
詳
細

に
検
討

さ
れ
た

数
値
に

よ
り

、
こ
こ

で
の
シ

ナ
リ
オ

に
適
し

た
数
値

に
改
訂

さ
れ
ま

す
。
 


 

以
下

は
、
こ

の
シ
ナ

リ
オ
を

参
加
者

向
け
に

書
き
直

し
た
も

の
で
す

。
 

 

①
 

企
業

の
シ

ナ
リ

オ
 


 
参
加

者
の
企

業
は
２

商
品
の

卸
売
り

を
行
っ

て
い
る

企
業
で

す
。

 


 こ

の
モ

デ
ル
の

企
業
は

成
長
性

が
期
待

さ
れ
、

証
券
市

場
で
注

目
さ
れ

て
い
る

企
業
で

あ
る
た

め
に
、

業
績
や

財
務
状

態
に
よ

っ
て
株

価
が
比

較
的
短

期
的
に

変
動
し

、
財
務

的
な
不

手
際
も

直
接
に

株
価
に

影
響
し

ま
す
。

 


 し

か
し

最
終
的

な
成
功

は
株
価

総
額
や

信
用
評

価
値
等

に
よ
っ

て
も
評

価
さ
れ

ま
す
か

ら
、
そ

れ
ぞ
れ

の
場

合
に
応

じ
て
こ

れ
ら
の

値
を
大

き
く
す

る
こ
と

も
求
め

ら
れ
ま

す
。
 


 こ

の
「

M
S
」
で

は
、
企

業
目
標

に
売
上

高
と
と

も
に
R
O
E
(
自

己
資

本
利
益

率
）
を

目
標
に

設
定
す

る
よ

う
に
さ

れ
て
い

ま
す
。

 


 そ

こ
で

参
加
企

業
は
、
P
B
R、

期
末
現

金
残
等

の
制
約

条
件
を

満
た
し

、
経
営

環
境
の

変
化
に

対
応
し

な

が
ら
製

品
戦
略

を
選
択

し
、

価
格

弾
力
性

の
効
果

を
考
慮

し
て
最

有
利
価

格
決
定

を
目
指

し
、
営

業
員

を
増
員

し
て
最

有
利
規

模
を
実

現
す
る

こ
と
が

企
業
利

益
の
最

大
化
に

結
び
つ

き
ま
す

。
こ
れ

は
企
業

活
動
が

企
業
資

本
を
如

何
に
効

率
的
に

運
用
し

て
利
益

を
上
げ

る
か
が

重
視
さ

れ
る
べ

き
こ
と

を
反
映

し
て
い

ま
す
。

 


 し

た
が

っ
て
利

益
額
を

上
げ
る

こ
と
と

共
に
、

自
己
株

式
の
購

入
や
利

益
配
当

を
通
し

て
、
適

切
な
自

己
資
本

維
持
に

も
注
目

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 企

業
の

業
績
は

、
営
業

外
の
財

務
的
費

用
と
収

益
も
生

じ
ま
す

が
、
そ

の
比
率

は
小
さ

く
、
し

た
が
っ

て
営
業

活
動
に

よ
る
業

績
が
中

心
に
な

り
ま
す

。
 


 こ

れ
に

加
え
て

、
不
要

な
財
務

費
用
を

節
約
し

、
余
裕

資
金
か

ら
の
財

務
収
益

を
上
乗

せ
す
る

よ
う
に

心
が

け
る
こ

と
が
必

要
に
な

り
ま
す

。
 


 
シ
ス

テ
ム
全

体
の
環

境
設
定

は
他
の
「

M
S」

と
同

様
で

,
多

く
の

点
で
そ

の
知
識

を
利
用

で
き
ま

す
が
、

最
も

変
わ
っ

て
居
る

の
は
経

営
環
境

が
安
定

持
続
し

な
い
こ

と
で
す

。
 


 
こ
の

た
め
に

、
こ
れ

ま
で
の
「

M
S
」
で
は
与

え
ら
れ

た
経
営

環
境
の

下
で

最
有

利
の
行

動
を
見

い
だ
し

て
ゆ

く
こ
と

が
課
題

で
し
た

が
、
こ
の

シ
ス
テ

ム
で
は

、
戦
略

的
な
意

思
決
定

の
領
域

も
取
り

あ
げ
て

ゆ
き

ま
す
。

 


 
い
わ

ば
、
こ
れ

ま
で
の

シ
ス
テ

ム
が
中

堅
管
理

者
的
な

シ
ス
テ

ム
で
あ

る
の
に

対
し
て

、
こ
の

シ
リ
ー

ズ
で

は
経
営

者
的
な

視
点
で

の
「
M
S
」
を
対

象
に
し

ま
す
。

 

 

②
 

経
済

環
境

の
シ

ナ
リ

オ
 


 
経
済

環
境
の

シ
ナ
リ

オ
は
、
各

実
行

に
際
し

て
異
な

り
ま
す

が
、
今

回
は
、
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
を

行

う
第

4
期

に
先
立

っ
た
第

1
期
か

ら
第
3
期

ま
で

は
長

か
っ
た

景
気
の

低
迷
期

を
漸
く

脱
出
し

て
景
気

の

順
調

な
景
気

上
昇
を

経
験
し

て
い
ま

す
。
４

期
に
は

景
気
指

標
1
00
ポ
イ

ン
ト
が

達
成
で

き
る
予

測
で

す
。
そ

の
後
は

世
界
的

な
資
源

不
足
や

労
務
費

の
高
騰

の
影
響

と
い
う

将
来
的

な
不
安

を
抱
え

な
が
ら

も
、
比

較
的
順

調
に
数

期
は
好

景
気
が

続
く
と

予
測
さ

れ
ま
す

が
、
中

国
の
経

済
的
懸

念
と
中

東
地
域
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の
政

治
的
な

不
安
定

か
ら
、
突

発
的
な

景
気
の

変
化
に

も
注
意

す
る
必

要
が
あ

る
と
い

う
シ
ナ

リ
オ
に

よ
り

ま
す
。

 


 
こ
の

世
界
的

な
不
安

要
因
は

,
ど

の
よ

う
な

形
で

具
体
化

す
る
か

予
測
で

き
な
い

と
い
う

の
が
、

経
済

評
論

家
の
一

致
し
た

意
見
で

す
。
 


 
こ
う

し
た
状

況
変
化

に
対
応

し
た
経

営
的
な

意
思
決

定
の
演

習
の
た

め
に
、
こ

の
モ
デ

ル
で
は

次
の
期

に
環

境
変

化
が

生
じ

る
よ
う

に
設
定

し
て
い

ま
す
。
こ

の
変

化
の
大

き
さ
は

そ
の
期

の
入
力

時
に
知

ら

さ
れ

ま
す
が

、
予
め

変
化
に

対
応
で

き
る
よ

う
に
配

慮
し
て

く
だ
さ

い
。
 

発
生

期
 

 
 
 

発
生
環

境
変
化

 

 
 

 
 

８
 
 

 
 
新

商
品
B
の
発

売
。
こ

れ
に
よ

っ
て
商

品
A
の
販

売
量

が
低
下

し
ま
す

。
 

 
 
 

9
期

以
降
 

 
現

在
賃

借
り
し

て
い
る

本
社
建

物
の
建

設
取
得

が
問
題

に
な
り

ま
す
。

 

 
 
 

1
0
 
 

 
 
こ

の
頃
に

主
要
商

品
が
A
商
品

か
ら
B
商
品

に
交
代
す

る
と
当

社
商
品

調
査
 

 

室
は

予
想

し
て
い

ま
す
。

 

 
 

 
 
 

 
 
 

ま
た
景

気
動
向

の
変
化

も
予
想

さ
れ
て

い
ま
す

。
 

 
 

③
 

商
品

の
シ

ナ
リ

オ
 


 
こ
の

モ
デ
ル

で
扱
わ

れ
る
商

品
は
、
比

較
的
最

近
開
発

さ
れ
た

生
活
必

需
的
商

品
で
あ

り
、
新

商
品
で

あ
る

割
に

は
価

格
弾

力
性

は
そ

れ
ほ

ど
強

く
あ

り
ま

せ
ん

。
価

格
に

よ
っ

て
販

売
量

は
変

動
す

る
が

、

変
動

は
そ
れ

ほ
ど
極

端
で
は

な
い
と

い
う
こ

と
で
す

。
 


 
こ
の

商
品
に

は
A・

B
二

つ
の
モ

デ
ル
が

あ
り
、
消

費
者

の
動
向

に
応
じ

て
大
き

く
需
要

が
入
れ

替
わ
る

特
徴

を
持
っ

て
い
ま

す
。
以
下

の
両
商

品
に
つ

い
て
の

特
徴
や

予
測
は

、
当
社

の
商
品

調
査
室

の
レ
ポ

ー
ト

に
よ
る

も
の
で

す
。
 


 
レ
ポ

ー
ト
で

は
、
A
品
は

従
来
的

な
特
徴

を
持
続

し
て
い

る
商
品

で
あ
り

、
競
争

的
な
類

似
品
が

多
く
、

消
費

者
動
向

も
比
較

的
保
守

的
な
傾

向
に
適

合
し

て
お
り
、
従

来
的

な
用

途
で
は

商
品
の

ラ
イ
フ

サ
イ

ク
ル

的
に
は

最
盛
期

に
近
い

と
も
考

え
ら
れ

て
い
る

商
品
と

説
明
し

て
い
ま

す
。

 


 
こ
の

た
め
、
従

来
的
な

用
途
で

は
市
場

は
年
と

と
も
に

縮
小
す

る
推
移

シ
ナ
リ

オ
（
販

売
量
の

経
年
変

化
は

逓
減
傾

向
で
設

定
さ
れ

て
い
る

）
が
と

ら
れ
て

お
り
、
価

格
弾

力
性
も

小
さ
く

、
価
格

弾
力
性

に

応
じ

た
最
有

利
価
格

は
こ
れ

ま
で
の

経
験
か

ら
過
去

の
３
期

の
平
均

価
格
の

比
較
的

近
い
と

こ
ろ
に

あ
る

と
予
測

し
て
い

ま
す
。

 


 
ま
た

レ
ポ
ー

ト
で
は

、
こ

の
商

品
の
従

来
的
な

用
途
で

の
経
年

変
化
は

、
上
に

凸
の
カ

ー
ブ
の

緩
や
か

な
二

次
曲

線
で

近
似

さ
れ

、
1
5
期

間
の

平
均

の
低

減
率

は
前

年
度

の
５

％
程

度
と

分
析

し
て

い
ま

す
。
 


 
こ
の

商
品
の

市
場
で

の
競
争

可
能
価

格
は
、
多

少
は
広

告
宣
伝

に
依
存

し
ま
す

が
、
一

般
的
に

1
2
5
0
円

以
下

と
し
て

い
ま
す

。
 


 
こ
の

レ
ポ
ー

ト
で
は

、
こ

の
商

品
は
市

場
で
の

競
争
が

激
し
い

た
め
に

、
現
在

の
営
業

員
数
を

増
や
し

て
も

営
業
員

一
人
当

た
り
販

売
量
の

増
加
は

あ
ま
り

大
き
く

な
い
こ

と
を
指

摘
し
て

い
ま
す

。
 


 
さ
ら

に
、
営
業

員
一
人

当
た
り

の
販
売

量
は
逓

減
傾
向

に
あ
る

と
の
見

解
も
見

ら
れ
ま

す
。
最

適
営
業

員
規

模
(
一

人
当

た
り
販

売
量
が

最
大
に

な
る
営

業
員
数

）
を

超
過
し

て
い
る

と
考
え

ら
れ
る

の
で
す

。

し
か

し
営
業

員
の
最

有
利
規

模
に
つ

い
て
は

ま
だ
多

少
の
余

裕
が
あ

る
と
の

意
見
も

社
内
に

は
あ
り

ま
す

。
 


 
さ
ら

に
こ
の

商
品
は

広
告
費

の
増
額

に
よ
る

利
益
へ

の
影
響

は
比
較

的
小
さ

い
が
、
最

有
利
の

広
告
費

に
は

ま
だ
増

額
す
る

余
地
が

あ
る
と

の
観
測

も
見
ら

れ
ま
す

。
 


 
一
方

、
Ｂ
商

品
は
新

し
い
感

覚
で
作

ら
れ
た

商
品
で

あ
り
、

商
品
別

限
界
利

益
率
で

は
A
製

品
に

多
少

高
い

だ
け
で

、
単
位

あ
た
り

で
は
Ａ

商
品
に

比
較
し

て
そ
れ

ほ
ど
有

利
に
見

え
な
い

商
品
で

す
。
 


 
商

品
調

査
室

の
レ

ポ
ー

ト
に

よ
れ

ば
、

こ
の

商
品

の
経

年
変

化
も

下
に

凸
の

２
次

曲
線

で
近

似
で

き
、

1
0
期

間
の

平
均

増
加

率
は
前

年
度
の

4
.
5％

程
度

と
報
告

さ
れ
て

い
ま
す

。
 


 
市
場

で
の
競

争
可
能

価
格
は

、
1
3
5
0
円
以

下
と

さ
れ
て

い
ま
す

が
、
市

場
へ
の

浸
透
が

ま
だ
十

分
で
な

34
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い
の

で
、
価
格

弾
力
性

は
Ａ
製

品
よ
り

も
大
き

く
、
市

場
の
規

模
も
経

年
的
に

拡
大
傾

向
に
あ

る
と
報

告
さ

れ
て
い

ま
す
。

 


 
レ
ポ

ー
ト
に

よ
れ
ば

、
価
格

弾
力
性

の
視
点

で
の
最

有
利
価

格
は
A
製
品

に
比
べ

れ
ば
。

現
在
の

価
格

か
ら

ま
だ
余

裕
が
あ

る
と
考

え
ら
れ

て
い
ま

す
。
し
か

し
、
大

き
な
低

価
格
政

策
は
急

激
な
利

益
減
退

を
招

く
懸
念

が
あ
る

こ
と
が

指
摘
さ

れ
て
い

ま
す
。

 


 
し
か

し
、
市
場

へ
の
浸

透
が
不

十
分
で

あ
る
か

ら
、
開

拓
さ
れ

て
い
な

い
需
要

も
比
較

的
大
き

い
の
で

は
な

い
か
と

い
う
意

見
も
社

内
に
は

み
ら
れ

ま
す
。

 


 
少
な

く
と
も

営
業
員

の
最
有

利
規
模

に
つ
い

て
は
A
製
品

よ
り
も

高
め
で

あ
る
こ

と
は
確

か
の
よ

う
で

す
。

 


 
ま
た

市
場
へ

の
浸
透

が
不
十

分
で
あ

る
た
め

に
、
広

告
費
の

効
果
や

最
適
な

広
告
費

額
も
A
製
品

よ
り

も
高

い
と
考

え
ら
れ

て
い
ま

す
。
 


 
３
期

末
の
現

在
で
は

ま
だ
B
商
品

の
販
売

は
始
ま

っ
て
い

ま
せ
ん

が
、
主

要
商
品

の
交
代

は
1
0期

頃
に

な
る

と
の
観

測
が
当

社
の
商

品
調
査

室
で
取

ら
れ
て

居
ま
す

。
 


 
企
業

全
体
の

最
有
利

規
模
は

二
つ
の

製
品
の

組
み
合

わ
せ
状

態
に
よ

っ
て
も

変
化
し

ま
す
か

ら
、
一
概

に
言

え
ま
せ

ん
が
、

そ
れ
ほ

ど
大
き

く
変
動

す
る
も

の
で
も

あ
り
ま

せ
ん
。

 

 

④
 

商
品

市
場

で
の

シ
ナ

リ
オ

 


 
企

業
は

上
述

の
レ

ポ
ー

ト
に

あ
る

よ
う

な
商

品
を

、
見

極
め

が
た

い
消

費
者

動
向

を
予

測
し

な
が

ら
、

製
品

の
重
点

戦
略
を

考
え
て

ゆ
く
こ

と
が
企

業
業
績

に
大
き

く
影
響

し
ま
す

。
 


 
こ
の

モ
デ
ル

で
は
A・

B
商
品
と

も
企
業

別
に
販

売
市
場

が
分
か

れ
て
い

る
の
で

、
他
の

企
業
の

販
売
量

が
影

響
す

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

（
昨

年
ま

で
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

で
は

、

各
企

業
の
価

格
設
定

に
よ
っ

て
市
場

の
需
要

を
取
り

合
う
と

い
う
競

争
的
モ

デ
ル
を

取
っ
て

い
ま
し

た
が

、
こ

の
競

争
モ
デ

ル
は
ゲ

ー
ム
と

し
て
の

お
も
し

ろ
さ
は

大
き
い

で
す
が

、
決
定

結
果
を

経
営
分

析
し

て
,
そ

れ
を

次
期
の

意
思
決

定
に
結

び
つ
け

る
に
は

、
分
析

の
難
し

さ
が
極

端
に
大

き
く
な

り
ま

す
か

ら
、
こ

の
モ
デ

ル
で
は

競
争
的

な
モ
デ

ル
は
取

り
ま
せ

ん
。
）

 


 
価
格

競
争
は

含
ま
れ

な
い
の

で
、
消

費
者
動

向
を
予

測
し
な

が
ら
、
製

品
戦

略
を
選

択
し
、
企

業
の

価

格
と

営
業
員

数
を
ど

こ
に
設

定
す
る

か
、
商
品

戦
略
に

合
わ
せ

た
広
告

費
の
投

入
を
ど

う
す
る

か
を
決

定
し

な
が
ら

、
企
業

業
績
を

上
げ
る

こ
と
が

ポ
イ
ン

ト
に
な

り
ま
す

。
 


 
商
品

市
場
は

価
格
弾

力
性
を

持
っ
て

い
る
の

で
、
価
格

を
低
く

す
る
と

販
売
量

は
増
加

し
ま
す

が
、
販

売
量

を
決
定

す
る
最

大
の
要

因
で
は

あ
り
ま

せ
ん
。
価

格
弾
力

性
に
気

を
取
ら

れ
す
ぎ

て
、
十

分
な
限

界
利

益
が
上

ら
な
い

状
態
に

な
ら
な

い
よ
う

に
注
意

が
必
要

で
す
。

 


 
企
業

の
販
売

量
の
最

も
重
要

な
要
因

は
営
業

員
数
で

す
が
、
営

業
員
数

が
増
や

せ
ば
売

上
高
も

際
限
な

く
増

え
る
こ

と
は
あ

り
ま
せ

ん
。

 


 
営
業

員
一
人

当
た
り

の
販
売

量
は
、
あ

る
営
業

員
数
で

最
大
（

最
適

）
に

な
り

ま
す
。
営
業

員
の
数

が

最
適

値
を
超

え
る
と

一
人
あ

た
り
販

売
量
は

逓
減
し

ま
す
。
し

か
し

、
経
済

学
で
学

ん
だ
よ

う
に
、
し

ば
し

ば
最
適

規
模
は

最
有
利

規
模
で

は
な
い

こ
と
に

も
注
意

し
て
く

だ
さ
い

。
 

 


 
最
大

の
販
売

量
は
、
営

業
員
数

は
一
人

あ
た
り

販
売
量

と
営
業

員
数
を

掛
け
た

販
売
量

を
最
大

に
す
る

こ
と

か
ら
得

ら
れ
る

こ
と
に

注
目
し

て
く
だ

さ
い
。

 


 
営
業

員
数
(
経
営

規
模
)
が
売
上

高
の
重

要
な
指

標
の
一

つ
で
す

が
、
最
有

利
規
模

は
そ
れ

ほ
ど
大

き
く

あ
り

ま
せ
ん

。
 

 

⑤
 

価
格

設
定

の
シ

ナ
リ

オ
 


 
商
品

の
販
売

価
格
は

、
い
く

ら
で
も

任
意
に

設
定
で

き
ま
す

。
 


 
市
場

の
経
年

変
化
と

消
費
者

動
向
お

よ
び
価

格
弾
力

性
の
影

響
を
考

慮
し
な

が
ら
、
販

売
量
と

利
益
を

最
大

化
す
る

販
売
価

格
〔
最

有
利
価

格
〕
の

設
定
を

目
指
す

こ
と
を

心
が
け

て
く
だ

さ
い
。
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価
格

と
販
売

量
の
関

連
は
分

析
で
数

量
的
に

ア
プ
ロ

ー
チ
す

る
こ
と

が
必
要

で
す
。

 


 
価
格

に
つ
い

て
も
そ

れ
ぞ
れ

の
経
営

環
境
で

の
最
有

利
価
格

が
設
定

さ
れ
て

い
ま
す

。
 


 
こ
れ

が
い
く

ら
で
あ

る
か
を

知
る
こ

と
は
容

易
で
は

無
い
こ

と
に
加

え
て
、
消

費
者
動

向
の
変

化
に
よ

っ
て

変
わ
り

ま
す
。

な
お
、

A
商

品
は

以
前

か
ら

の
商
品

で
あ
る

た
め
に

、
第
３

期
ま
で

の
価
格

は
こ

な
れ

た
も
の

に
な
っ

て
い
ま

す
。
 

 

⑥
 

労
働

市
場

で
の

シ
ナ

リ
オ

 


 マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

の
一
連

の
モ
デ

ル
で
は

、
販
売

量
の
主

要
な
決

定
要
因

は
営
業

員
数
で

す
。
 


 し

か
し

、
営

業
員
数

を
際
限

な
く
増

や
せ
ば

販
売
量

も
際
限

な
く
増

え
る
と

い
う
の

で
は
な

い
こ
と

は
、

他
の
「

M
S
」
の

場
合
と

同
様
で

す
。
 


 こ

の
モ

デ
ル
で

は
4
期

の
人
員

数
で
も

、
す
で
に

一
人
当

た
り
の

販
売
量

は
両
製

品
と
も

逓
減
傾

向
に
あ

り
ま
す

。
(
前
述

の
よ

う
に
最

適
営
業

員
数
は

超
え
て

い
る
の

で
す
。

）
 


 営

業
員

の
増
加

は
、
労

働
市
場

か
ら
の

採
用
、

あ
る
い

は
新
人

の
採
用

に
よ
り

ま
す
。

 


 一

度
の

多
く
の

営
業
員

の
採
用

は
現
実

的
で
は

な
い
の

で
、
年

度
当
た

り
で
制

限
さ
れ

て
い
ま

す
。
 


 労

働
市

場
か
ら

の
増
員

は
採
用

と
教
育

の
費
用

が
か
か

り
、
他

方
、
営

業
員
の

解
雇
に

も
費
用

が
か
か

り
ま
す

。
 


 労

働
市

場
は
買

い
手
市

場
で
十

分
な
供

給
が
存

在
す
る

と
仮
定

さ
れ
、

労
働
市

場
で
の

人
件
費

に
よ
る

競
争
は

こ
の
シ

リ
ー
ズ

で
も
設

定
さ
れ

て
い
ま

せ
ん
。

 


 採

用
さ

れ
た
営

業
員
は

訓
練
期

間
を
経

て
、
採

用
の
次

年
度
か

ら
稼
働

し
ま
す

。
 


 こ

の
シ

ス
テ
ム

で
は
、

営
業
員

の
給
料

も
決
定

項
目
で

あ
り
、

こ
の
額

が
一
人

あ
た
り

販
売
量

に
影
響

し
ま
す

。
 


 営

業
員

は
定
年

と
自
己

都
合
の

退
職
者

が
ラ
ン

ダ
ム
に

発
生
し

ま
す
。

こ
の
数

は
予
測

で
き
ま

せ
ん
。

 


 退

職
者

が
生
じ

る
と
退

職
金
等

の
費
用

が
発
生

し
ま
す

。
し

か
し

1期
に

２
名

を
超
え

た
退
職

者
の
出

た

こ
と
は

あ
り
ま

せ
ん
。

 


 解

雇
と

退
職
は

そ
の
年

度
の
終

わ
り
に

生
じ
、

次
年
度

か
ら
影

響
し
ま

す
。

 

 

⑦
 

財
務

市
場

で
の

シ
ナ

リ
オ

 


 
こ
の

シ
ス
テ

ム
の
大

き
な
特

徴
は
、
財

務
問
題

を
広
範

に
取
り

入
れ
、
キ

ャ
ッ

シ
ュ
フ

ロ
ー
の

管
理
を

重
視

し
て
い

る
こ
と

で
す
。
し

か
し

キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ

ロ
ー
で

増
え
て

い
る
の

は
、
財

務
の
部

分
で
、
営

業
に

よ
る
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
の
部

で
は
こ

れ
ま
で

と
変
わ

り
あ
り

ま
せ
ん

。
 


 
財
務

活
動
に

よ
る
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
の
部

で
は
、

借
入
金

の
借
入

と
返
済

、
社
債

の
発
行

と
償
還

・

消
却

の
ほ
か

に
資
本

の
増
資

、
自
己

株
式
の

取
得
、

お
よ
び

配
当
が

準
備
さ

れ
て
い

ま
す
。

 


 
こ
れ

ら
を
総

合
的
に

調
整
し

て
、
資
金

不
足
や

期
末
の

現
金
残

高
が
基

準
に
不

足
し
な

い
よ
う

に
決
定

し
て

く
だ
さ

い
。
 


 
現
金

不
足
が

生
じ
る

と
、
緊

急
融
資

が
自
動

的
に
行

わ
れ
て

、
借
入

金
の
利

子
率
に

も
影
響

し
、
株

価

を
引

き
下
げ

る
要
因

に
な
り

ま
す
。

 


 
キ
ャ

ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー

計
算
書

の
理
解

の
た
め

に
、
C
F分

析
の
ワ

ー
ク
シ

ー
ト
が

準
備
し

て
あ
り

、
こ
の

演
習

を
通
し

て
理
解

を
促
進

し
て
く

だ
さ
い

。
 


 
資
金

調
達
の

手
段
と

し
て
受

取
手
形

の
割
引

も
あ
り

ま
す
。
手

形
割
引

の
利
子

率
は
銀

行
か
ら

の
緊
急

借
入

よ
り
も

低
い
で

す
が
、
次

の
期
に

割
引
を

し
な
い

と
、
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
に
影

響
す
る

こ
と
を

忘
れ

な
い
よ

う
に
し

ま
し
ょ

う
。
 


 
こ
の

シ
リ
ー

ズ
で
も

、
P
BR
と
対

売
上
高

の
期
末

現
金
月

数
の
制

限
が
設

け
ら
れ

て
い
ま

す
。
 


 
P
BR

す
な

わ
ち
株

価
純
資

産
倍
率

は
１
を

超
え
た

値
で
あ

る
こ
と

が
要
求

さ
れ
、

こ
れ
に

違
反
す

る
と

パ
ラ

メ
ー
タ

の
各
項

目
の
項

で
説
明

さ
れ
る

よ
う
な

財
務
的

な
制
約

を
受
け

る
こ
と

に
な
り

ま
す
。
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禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
24


 
ま
た

、
期
末

現
金
の

対
売
上

高
比
率

は
、
２

か
ら
４

ヶ
月
の

間
で
あ

る
こ
と

が
要
求

さ
れ
、
こ

れ
に

違

反
す

る
と
パ

ラ
メ
ー

タ
の
項

で
説
明

す
る
よ

う
な
ペ

ナ
ル
テ

ィ
が
課

せ
ら
れ

ま
す
。

 


 
そ
こ

で
１
株

当
た
り

純
資
産

を
調
整

す
る
直

接
的
な

方
法
と

し
て
、
こ

の
シ
ス

テ
ム
で

は
配
当

と
自
己

株
式

の
取
得

が
で
き

ま
す
。
詳

細
は
次

の
｛

Ⅳ
｝
の
「
パ

ラ
メ

ー
タ

の
要
点

」
を

参
照

し
て
く

だ
さ
い

。
 

 

⑧
 

期
間

の
シ

ナ
リ

オ
 


 
こ
の

モ
デ
ル

で
は
、

す
で
に

３
期
間

の
営
業

が
行
わ

れ
た
企

業
を
引

き
継
ぐ

か
た
ち

を
取
り

ま
す
。

 


 
予
定

さ
れ
て

い
る
営

業
の
期

間
は
、

第
4期

か
ら

第
1
8期

ま
で
の

1
5
期
間

で
す
。

 


 
こ
の

間
に
景

気
が
変

動
す
る

ほ
か
、

商
品
の

市
場
環

境
、
消

費
者
動

向
が
変

化
し
,
こ
れ

ら
に
よ

っ
て

企
業

環
境
が

変
わ
り

ま
す
か

ら
、
発

行
さ
れ

る
市
場

レ
ポ
ー

ト
に
注

意
す
る

こ
と
が

必
要
で

す
。
 


 
こ
の

経
営
環

境
の
変

化
は
、

{
Ⅳ

}
で

上
げ
る

す
べ
て

の
パ
ラ

メ
ー
タ

の
変
化

を
含
み

ま
す
。

 

 

⑨
 

経
営

環
境

の
変

化
の

シ
ナ

リ
オ

 


 こ

の
「

M
S
」
の
最

大
の
特

徴
は
,
経

営
環
境
の

変
化
を

含
む
こ

と
で
す

。
こ

の
経
営

環
境
の

変
化
は

、
受

講
者
の

経
験
に

応
じ
て

頻
度
や

内
容
を

設
定
し

ま
す
が

、
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
の

参
加
者

は
そ
の

変
化

に
対
応

し
て
分

析
に
基

づ
い
た

経
営
判

断
を
し

、
経
営

者
と
し

て
の
意

思
決
定

を
行
う

こ
と
が

要
求
さ

れ
る
こ

と
に
あ

り
ま
す

。
 


 こ

の
環

境
変
化

に
は
、
①

景
気
の

急
速
な

変
化
、
②

急
速

な
消
費

者
趣
向

の
変
化

に
よ
る

需
要
の

減
退
、

③
新

し
い

商
品
の

登
場
に

よ
る
取

扱
商
品

の
入
れ

替
え
問

題
、

④
建

物
の

リ
ー
ス

か
ら
購

入
所

有
へ

の

変
更
問

題
、
⑤

金
融
市

場
の
変

化
、
な

ど
が
含

ま
れ
ま

す
。
こ

れ
ら
が

発
生
し

た
場
合

に
は
緊

急
経
営

報
告
（

Z
i
n
ge
r
）

で
知

ら
さ
れ
、

次
の
期

か
ら
適

用
さ
れ

ま
す
の

で
、
必

要
な
対

応
す
る

意
思
決

定
を

行
っ
て

く
だ
さ

い
。
 


 こ

れ
ら

の
環
境

変
化
の

内
に
は

対
応
し

た
決
定

を
何
時

行
う
か

や
、

あ
る

い
は
行

わ
な
い

で
過
ご

す
こ

と
も
可

能
で
す

。
た

だ
し

、
経
営

報
告
会

や
株
主

総
会
で

、
分
析

に
基
づ

い
た
説

明
が
要

求
さ
れ

る
こ

と
が
あ

り
ま
す

か
ら
、

そ
れ
に

対
応
で

き
る
よ

う
に
し

て
お
く

こ
と
は

不
可
欠

で
す
。
 

８
．

資
金

計
画

と
現

金
不
足

と
破

産
 


 
資
金

計
画
に

は
営
業

キ
ャ
シ

ュ
・
フ

ロ
ー
の

予
測
が

重
要
に

な
り
ま

す
。
 


 
営

業
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
の

予
測

は
非

常
に

難
し

い
問

題
で

、
解

説
書

等
で

も
殆

ど
見

か
け

ま
せ

ん
。
 


 
こ
の

営
業
キ

ャ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

の
予
測

を
取
り

上
げ
た

モ
デ
ル

も
あ
り

ま
す
が

、
こ
の

モ
デ
ル

で
は
こ

れ
は

取
り
あ

げ
ま
せ

ん
。
キ
ャ

ッ
シ
ュ

フ
ォ
ロ

ー
の
理

解
を
促

進
す
る

C
F
分

析
テ

ン
プ

レ
ー
ト

ま
で
に

し
て

い
ま
す

。
 


 
実
社

会
で
は

資
金
不

足
が
生

じ
る
と

企
業
は

破
産
し

ま
す
。
し

た
が
っ

て
資
金

計
画
は

極
め
て

重
要
で

す
。

 


 
し
か

し
、
こ
の

一
連
の
「
M
S
」
で

は
倒

産
は

予
定

し
ま
せ

ん
。
損
失

が
続
い

て
債
務

超
過
の

状
況
に

な

っ
て

も
倒
産

し
ま
せ

ん
。
 


 
資
金

不
足
が

生
じ
る

と
緊
急

融
資
が

行
わ
れ

、
銀
行

管
理
に

な
り
、
銀

行
管
理

利
子
率

が
適
用

さ
れ
て

、

事
業

を
続
け

る
こ
と

に
な
り

ま
す
。

 


 
こ
の

モ
デ
ル

で
は
、
緊

急
融
資

が
行
わ

れ
る
と

、
そ
の

後
に
借

入
金
を

返
済
し

て
よ
り

有
利
な

金
利
の

適
用

条
件

を
満

た
し

て
も

、
緊

急
融

資
の

回
数

に
よ

っ
て

優
遇

金
利

等
が

適
用

さ
れ

な
く

な
る

ほ
か

、

社
債

の
発
行

で
利
子

率
に
影

響
す
る

信
用
評

価
の
基

準
が
変

わ
り
ま

す
。
 


 
緊
急

融
資
を

受
け
る

と
企
業

の
信
用

評
価
で

の
Ａ
評

価
の
取

得
が
通

常
よ
り

も
高
い

株
価
に

な
り
ま

す
。

具
体
的

な
基
準

は
、
次

の
パ

ラ
メ

ー
タ

の
要

点
を
参

照
し
て

く
だ
さ

い
。
 


 
借
入

金
の
利

率
等
に

つ
い
て

も
、
パ

ラ
メ

ー
タ

の
要

点
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い
。
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（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
25

 ｛
Ⅳ

｝
こ

の
モ

デ
ル

の
各

パ
ラ

メ
ー

タ
(
変

数
)
の

要
点

 

（
重
要

な
数
値

に
つ
い

て
は
、

企
業
別

フ
ァ
イ

ル
の
入

力
表
シ

ー
ト
に

も
記
載

さ
れ
て

い
ま
す

。
）
 

以
下
の

各
項
目

で
、
数

値
は
第

4
期

の
開

始
時

期
の

値
で
、
経

営
環

境
の
変

化
に
応

じ
て
変

化
し
ま

す
。
 

 

＊
各

期
の

景
気

指
標
 


 
各
期

の
景
気

指
標
は

平
均
を

1
0
0
と

し
た
指

数
で

提
供
さ

れ
、
各

期
の
指

標
は
企

業
に
事

後
的
に

知
ら

さ
れ

ま
す
。

 


 
経
済

評
論
家

の
景
気

予
測
が

ア
ナ
ウ

ン
ス
さ

れ
る
こ

と
が
あ

り
ま
す

が
、
こ

の
予
測

は
少
な

く
て
も

1
0
％

以
上

の
強

気
と

弱
気
に

よ
る
予

測
の
誤

り
を
含

み
ま
す

。
 

 

＊
販

売
量

 


 
販
売

能
力
（

潜
在
販

売
量
）

は
、
 


 
①
営

業
員
数

、
 


 
②
営

業
員
一

人
あ
た

り
の
販

売
量
、

 


 
③
各

期
の
景

気
指
数

、
 


 
④
広

告
費
 

に
よ

っ
て
決

定
さ
れ

ま
す
。

 


 
重
要

な
変
数

は
営
業

員
数
と

一
人
あ

た
り
の

販
売
量

で
す
。

 


 
一
人

あ
た
り

の
販
売

量
は
、
営

業
員
数

と
価
格

弾
力
性

お
よ
び

営
業
員

の
給
料

に
よ
り

影
響
さ

れ
ま
す

。

営
業

員
を
増

や
し
続

け
る
と

、
市

場
の

需
要
量

は
無
限

で
は
な

い
の
で

、
一
人

あ
た
り

の
販
売

量
は
低

減
し

ま
す
。

 


 
 
 

 

＊
営

業
員

数
と

雇
用

・
解
雇

と
営

業
員

給
料

 


 
現
在

（
第
4
期
の

は
じ
め

）
に
お

け
る
営

業
員
数

は
1
2人

で
す
。

 


 
営
業

員
の
採

用
（
各

期
の
採

用
数
３

名
ま
で

）
と
解

雇
(
各

期
の

解
雇

も
３

名
ま
で

)
は

自
由
（
労

働
市

場
の

制
約
は

な
い
）

で
す
。

 


 
採

用
と

解
雇

は
次

期
か

ら
有

効
に

な
り

ま
す

。
し

た
が

っ
て

計
画

的
な

雇
用

等
が

重
要

に
な

り
ま

す
。
 


 
採
用

に
は
１

人
あ
た

り
1
0,
0
00

,0
0
0
円

、
解
雇

に
は
同

じ
く
1
0
,
0
0
0,
0
00

円
が

必
要
に
な

り
ま
す

。
 


 
こ
れ

ら
の
費

用
は
販

売
管
理

費
（
固

定
費
）

に
計
上

さ
れ
ま

す
。

 


 
自
己

都
合
の

退
職
が

ラ
ン
ダ

ム
に
生

じ
ま
す

。
退

職
者

に
は
一

人
あ
た

り
1
0,

00
0
,0
0
0
円

の
退
職

金
が

支
払

わ
れ
ま

す
 


 
営
業

員
の
給

料
も
,
一
人

あ
た
り

額
で
設

定
し
て

く
だ
さ

い
。

 


 
こ
の

営
業
員

給
料
の

販
売
量

へ
の
影

響
も
線

型
で
は

な
く
、
複

雑
な
曲

線
で
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
さ

れ
て
い

ま
す

。
 

 

＊
変

動
販

売
費

 


 
商
品

を
販
売

す
る
た

め
に
必

要
な
販

売
手
数

料
・
運

賃
そ
の

他
の
販

売
費
は

販
売
品

A
品

１
個
あ

た
り

7
5
円

、
B
品

１
個

あ
た
り

7
6
円
で

す
。
（

商
品
在

庫
費
用

は
別
に

発
生
し

ま
す
。

）
 

 

＊
販

売
管

理
費

（
そ

の
他
販

売
費

）
 
 


 
変
動

販
売
費

、
広

告
費

棚
卸
し

減
耗
費

以
外
の

販
売
費

を
「

そ
の
他

販
売
費

」
と

呼
び

、
販

売
管
理

費
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終
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と
し

て
集
計

さ
れ
、

第
３
期

に
は
1
30
,
12
3
,
01

7
円

で
す

。
そ
の

内
訳
は

、
営
業

員
１
人

あ
た
り

の
給

料
 

3
,
9
00

,0
0
0
円

（
営

業
員
1
1
人

分
、
4
2
,9
0
0
,
0
00
円
）

、
こ
の

期
に
雇

用
し
た

営
業
員

１
人
分

の

雇
用

費
用

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0
円

、
販

売
量

と
営

業
員

数
に

よ
っ

て
変

動
す

る
販

売
部

経
費

4
4
,
6
9
9
,
1
7
7
円

、

営
業

員
管
理

費
（
一

人
あ
た

り
2
,5

00
,
00
0
円
）
2
7
,
5
00
,
0
00

円
、
商
品

在
庫

費
用
1
個
あ

た
り
4
0円

で

総
額

5
,
0
23

,8
4
0
円

で
す

。
 


 
営
業

員
人
件

費
と
販

売
部
経

費
は
営

業
員
数

に
よ
っ

て
変
化

し
ま
す

が
、
後
者

は
一
人

あ
た
り

と
い
っ

た
簡

単
な
計

算
で
は

な
く
、

高
度
な

数
式
モ

デ
ル
に

よ
っ
て

い
ま
す

。
 


 
な
お

棚
卸
減

耗
費
は

損
益
計

算
書
上

で
は
別

項
目
に

し
て
表

示
し
て

い
ま
す

。
 

 

＊
需

要
の

価
格

弾
力

性
係
数

 


 
需
要

の
価
格

弾
力
性

係
数
は

1
以

上
で

す
が

、
非

線
型
で

す
。

 


 
し
た

が
っ
て

価
格
を

上
げ
る

と
販
売

量
が
減

少
し
、

下
げ
る

と
販
売

量
が
増

加
し
ま

す
が
、

1円
当

た

り
の

販
売

量
の

増
減

は
一

定
で

は
な

く
、

利
益

が
最

大
に

な
る

最
有

利
の

価
格

帯
を

持
っ

て
い

ま
す

。
 

 

＊
仕

入
原

価
 


 
商
品

１
単
位

当
た
り

の
仕
入

原
価
は

A
品
7
5
8
円

、
B
品
7
6
3
円

で
す
。
 

 

＊
商

品
期

末
在

庫
 


 
各
期

末
に
は

そ
れ
ぞ

れ
最
低

期
末
商

品
在
庫

量
の
確

保
が
必

要
に
な

り
ま
す

。
 


 
し
た

が
っ
て

、
販
売

可
能
量

は
各
商

品
別
に

、
 

販
売

可
能
量

＝
期

首
在

庫
＋

当
期

の
仕

入
量

－
棚

卸
減

耗
量

－
期

末
必

要
在
庫

量
 

で
す
。

 


 
商
品

在
庫
に

は
,
在

庫
費

用
が
発

生
し
、

保
管
中

の
棚
卸

減
耗
が

生
じ
ま

す
。
 


 
期
末

必
要
在

庫
量
は

前
期
の

販
売
量

の
2ヶ

月
分

で
す
。

(
千

単
位
以
下

四
捨
五

入
) 


 
在
庫

費
用
は

期
首
期

末
の
平

均
在
庫

量
に
対

し
て
両

商
品
と

も
1
単
位
あ

た
り
4
0円

か
か

り
ま
す

。
 


 
商
品

在
庫
費

用
も
販

売
管
理

費
に
集

計
さ
れ

ま
す
。

 


 
緊
急

仕
入
れ

あ
り
の

場
合
に

は
、
販
売

に
不
足

す
る
量

の
緊
急

仕
入
れ

が
自
動

的
に
行

わ
れ
る

代
わ
り

に
、

緊
急
仕

入
分
に

仕
入
価

格
の
5
0
％
の
緊

急
購
入

プ
レ
ミ

ア
ム
が

発
生
し

ま
す
。

 


 
仕
入

れ
状
況

が
環
境

変
化
に

よ
っ
て

緊
急
仕

入
無
し

に
代
わ

る
と
、
仕

入
量
が

不
足
す

る
と
そ

れ
だ
け

販
売

能
力
が

実
現
で

き
な
く

な
り
ま

す
。
仕
入

状
況
の

変
化
は

緊
急
経

営
情
報

(
Z
in
g
e
r
)
に
よ
っ

て
公

示
さ

れ
ま
す

。
 

 

＊
棚

卸
減

耗
と

特
別

陳
腐
化

 


 棚

卸
減

耗
は
、

期
首
在

庫
量
と

当
期
の

仕
入
量

の
合
計

に
0
.
8
％
を
掛

け
た
数

量
が
生

じ
ま
す

。
 


 棚

卸
減

耗
費
は

損
益
計

算
書
上

に
別
表

示
さ
れ

て
い
ま

す
。
 


 
期
末

在
庫
が

必
要
最

低
在
庫

量
（
前

期
販
売

量
の
2
ヶ
月
分

）
の
3
倍
を

超
え
る

と
、
特

別
陳
腐

化
が
生

じ
ま

す
が
、

こ
の
特

別
陳
腐

化
は
最

低
必
要

在
庫
量

の
2
倍

を
超

え
た
部

分
の
5
0％

が
発

生
じ
、

こ
の

全
額

が
当
期

の
棚
卸

減
耗
費

に
加
算

さ
れ
ま

す
。
 

 

＊
本

社
経

費
 


 本

社
経

費
は
一

般
管
理

費
で
あ

り
、
本

社
の
従

業
者
数

と
固
定

費
分
に

よ
っ
て

決
ま
り

ま
す
。

 


 本

社
は

１
商
品

の
場
合

は
営

業
員

数
の
3
0
％
、

２
商
品
の

場
合
は

3
5
％
（

小
数
点

以
下
切

り
捨
て

）
の

人
員
数

で
構
成

さ
れ
ま

す
。
 


 本

社
で

は
従
業

者
一
人

あ
た
り

3
,
0
00

,0
0
0
円

の
変

動
費

と
、

1
商

品
の
場

合
は
年

額
4
4,

00
0
,
00
0
円

、

２
商
品

の
場
合

は
6
4,

00
0
,0
0
0
円

の
固

定
費

が
発

生
し
ま

す
。
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 こ

の
固

定
費
の

内
の
8
,0
0
0,
0
0
0
円

が
本
社
建

物
の
リ

ー
ス
料

で
す
。

 


 本

社
人

員
数
の

変
動
に

伴
う
雇

用
や
解

雇
の
費

用
は
上

の
本

社
経

費
に
含

ま
れ

て
い
ま

す
。
 

 

＊
広

告
費

 


 
広
告

費
額
は

増
や
せ

ば
そ
れ

に
比
例

し
て
販

売
量
が

増
加
す

る
と
い

っ
た
も

の
で
は

あ
り
ま

せ
ん
。
広

告
費

額
の
影

響
は
線

型
で
な

い
こ
と

に
注
意

し
、
過
去

の
経
験

値
の
意

味
を
考

え
る
こ

と
も
必

要
で
す

。
 


 
広
告

費
の
効

果
は
支

出
し
た

期
に
終

わ
る
の

で
は
な

く
、
次

年
度
も

減
衰
し

て
続
き

ま
す
。

 


 
減
衰

率
は
7
0％

す
。

従
っ
て

広
告
費

は
そ
の

年
の
1
00
％

、
前
年

の
30
％

の
額
の

合
計

か
ら

、
そ
の

効

果
が

生
じ
ま

す
。
 

 

＊
購

入
と

売
上

等
の

支
払
条

件
 


 
売
上

お
よ
び

仕
入
れ

は
す
べ

て
掛
け

と
し
、

決
済
は

手
形
に

よ
っ
て

行
わ
れ

ま
す
。

 


 
営
業

員
の
雇

用
解
雇

お
よ
び

退
職
の

費
用
は

そ
の
他

販
売
費

に
集
計

さ
れ
、
未

払
賃
金

や
諸
預

り
金
は

生
じ

ま
せ
ん

。
 


 
そ
の

他
の
販

売
費
と

一
般
管

理
費
は

、
そ
の

期
間
に

2
/
3
が

支
払

わ
れ

、
残

り
1
/3
は
「

そ
の
他

の
流
動

負
債

」
と
し

て
繰
り

越
さ
れ

、
次
の

期
に
支

払
わ
れ

ま
す
。

 

 

＊
貸

倒
損

失
と

手
形

の
不
渡

 


 
貸
倒

は
売
掛

金
の
期

首
有
り

高
と
当

期
発
生

額
の
合

計
に
対

し
て
、
受

取
手
形

の
不
渡

り
は
受

取
手
形

の
期

首
有
り

高
と
当

期
発
生

額
の
合

計
に
対

し
て
、
ラ

ン
ダ
ム

に
発
生

し
ま
す

か
ら
予

測
で
き

ま
せ
ん

。
 


 
こ
の

ラ
ン
ダ

ム
な
発

生
率
は

景
気
が

よ
い
時

期
に
は

低
く
な

り
、
景
気

が
悪
く

な
る
と

高
く
な

り
ま
す

。
 


 
こ
れ

ま
で
の

経
験
で

は
3
.5
％
を

越
え
る

こ
と
は

あ
り
ま

せ
ん
で

し
た
。

 


 
各
企

業
に
同

じ
数
値

が
適
用

さ
れ
ま

す
。
 


 
貸
倒

損
失
と

手
形
の

不
渡
は

営
業
外

損
失
の

貸
倒
損

失
に
計

上
さ
れ

ま
す
。

 

 

＊
売

掛
金

の
回

収
係

数
 


 
売
掛

金
は
、
毎

期
に
期

首
有
り

高
全
額

と
、
当

期
発
生

額
か
ら

貸
倒
を

引
い
た

額
の
7
0
％

が
受

取
手
形

で
回

収
さ
れ

ま
す
。

 


 
以
下

の
売
掛

お
よ
び

買
掛
の

債
権
債

務
関
係

は
、
こ
の

モ
デ
ル

で
は
景

気
指
標

は
売
掛

金
と
受

取
手
形

の
回

収
に
は

影
響
し

ま
せ
ん

。
 

 

＊
受

取
手

形
の

回
収

係
数
 


 

受
取
手

形
は
、

毎
期
に

期
首
有

り
高
全

額
と
、

当
期
発

生
額
か

ら
不
渡

り
に
な

っ
た
分

を
引
い

た
額

の
7
0
％

が
現
金

で
回
収

さ
れ
ま

す
。
 

 

＊
手

形
の

割
引

 


 
受
取

手
形
は

、
銀
行

で
割
引

く
こ
と

が
で
き

ま
す
。

 


 
割
引

料
は
手

形
金
額

の
8
％
で
す

。
 


 
手
形

の
割
引

の
限
度

は
特
に

設
け
て

い
ま
せ

ん
。
従

っ
て
期

末
の
受

取
手
形

残
額
ま

で
割
引

が
可
能

で

す
。

 


 
手
形

の
割
引

料
は
営

業
外
損

失
の
支

払
利
息

に
算
入

さ
れ
ま

す
。

 

＊
買

掛
金

 


 
仕
入

は
す
べ

て
掛
仕

入
さ
れ

、
当
期

の
仕
入

額
が
当

期
の
買

掛
金
発

生
額
で

す
。

 


 
買
掛

金
の
期

首
有
り

高
と
、

当
期
の

発
生
額

の
7
0
％
が

当
期

に
手
形

で
支
払

わ
れ
ま

す
。
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＊
支

払
手

形
 


 
支
払

手
形
の

期
首
有

高
全
額

と
、
当

期
の
発

生
額
の

70
％
が

当
期
に
現

金
で
決

済
さ
れ

ま
す
。

 

 

＊
借

入
金

 


 
期
首

の
借
入

金
が
前

期
の
売

上
高
の

８
ヶ
月

分
(
2/

3)
に

達
す
る

ま
で
は

、
任
意

の
額
を

借
入
あ

る
い

は
返

済
で
き

ま
す
。

 


 
前
期

の
売
上

高
の
８

ヶ
月
分

を
超
え

て
借
入

れ
る
こ

と
は
で

き
ま
せ

ん
。
 


 
借
入

金
の
利

率
は
前

期
の
売

上
高
に

対
す
る

比
率
に

よ
っ
て

異
な
り

ま
す
。

 


 
借
入

金
が
前

期
の
売

上
高
の

４
ヶ
月

分
以
内

で
は
優

遇
金
利

8
％

が
適
用

さ
れ
ま

す
。
 


 
４
ヶ

月
を
超

え
６
ヶ

月
分
ま

で
は
普

通
金
利

1
0
％

が
適

用
さ

れ
ま
す

。
 


 
６

ヶ
月

分
を

超
え

る
と

８
ヶ

月
分

ま
で

は
サ

ブ
プ

ラ
イ

ム
金

利
(
危

険
金

利
)
1
5
％

が
適

用
さ

れ
ま

す
。
 


 
適
用

利
率
は

借
入
金

の
全
体

に
一
律

に
適
用

さ
れ
ま

す
。
 


 
借
入

金
の
合

計
が
前

期
の
売

上
高
の

８
ヶ
月

分
を
超

え
る
と

そ
れ
以

上
の
借

入
は
希

望
で
き

な
く
な

る
だ

け
で
な

く
、
超

過
し
た

額
は
自

動
的
に

金
融
機

関
が
引

き
上
げ

返
済
さ

せ
ら
れ

ま
す
。

 


 
借
入

金
を
返

済
し
て

売
上
高

に
対
す

る
比
率

を
下
げ

る
と
、
そ

の
利
子

率
が
適

用
さ
れ

る
よ
う

に
な
り

ま
す

。
 


 
緊
急

融
資
を

受
け
る

と
そ
の

次
の
期

は
銀
行

管
理
利

子
率
2
0
％
が
適

用
さ
れ

ま
す
。
そ

の
次
の

期
か
ら

は
通

常
の
利

子
率
に

戻
り
ま

す
。
 


 
た
だ

し
、
緊
急

融
資
を

１
回
受

け
る
と

、
売
上

高
の
比

率
の
条

件
を
満

た
し
て

も
優
遇

金
利
の

適
用
は

な
く

な
り
ま

す
。
 


 
緊
急

融
資
を

３
回
以

上
受
け

る
と
、

普
通
金

利
も
適

用
さ
れ

な
く
な

り
ま
す

。
 

 

＊
社

債
 


 

財
務

活
動

の
重

要
性

を
強

調
す

る
た

め
に

、
社

債
の

発
行

と
、

期
限

前
の

買
入

消
却

お
よ

び
期

限
償

還
を
設

け
て
い

ま
す
。

 


 

社
債
は

期
末
の

P
B
R
が

１
以
下

に
な
る

と
、
次

期
の
発

行
が
出

来
な
く

な
り
ま

す
。
 


 

社
債
の

発
行
は

額
面
発

行
で
す

。
発
行

費
用
は

簡
略
化

の
た
め

に
計
上

し
ま
せ

ん
。
 


 

社
債
の

発
行
期

間
は
３

期
で
す

。
 


 

発
行
限

度
は
、

払
込
資

本
金
相

当
額
ま

で
で
す

。
 


 

社
債
は

発
行
の

翌
年
か

ら
２
年

間
は
、

そ
の
期

の
市
場

時
価
に

よ
っ
て

買
入
消

却
で
き

ま
す
。

 


 

社
債
の

時
価
は

、
発
行

の
翌
期

に
は
発

行
額
面

1
0
0
円

に
対
し

て
80

円
で

す
。
 


 

ま
た
、

発
行
の

翌
々
期

に
は

9
0
円

に
な
り

ま
す
。

 


 

3
期

目
に
は

期
末

に
額

面
価
格

で
償
還

さ
れ
買

入
消
却

は
出
来

ま
せ
ん

。
 


 

企
業

の
信

用
評

価
は

、
A
評

価
と

B
評

価
に

格
付

け
ら

れ
、

次
期

の
社

債
の

発
行

に
適

用
さ

れ
ま

す
。
 


 

社
債
の

利
子
率

は
、
発

行
期
の

企
業
の

信
用
評

価
に
よ

っ
て
確

定
利
子

率
と
な

り
、
信

用
の

A
評

価

で
は
３

％
、
B
評

価
で

は
1
0％

の
利
子

率
が
適

用
さ
れ

ま
す
。

 


 

社
債

の
買

入
償

還
の

結
果

と
し

て
期

末
現

金
残

高
が

マ
イ

ナ
ス

に
な

っ
た

り
、

期
末

現
金

残
高

が
売

上
高
の

２
～
４

ヶ
月
分

に
不
足

す
る
と

、
そ
れ

ぞ
れ
株

価
の
低

落
の
原

因
に
な

り
ま
す

。
 


 

社
債
の

利
子
は

発
生
額

の
8
5
％
が

そ
の
期

に
支
払

わ
れ
、

残
り
の

1
5
％

は
未

払
金

で
繰

り
越
さ

れ
、

次
の
期

に
支
払

わ
れ
ま

す
。
 

 

＊
信

用
評

価
 


 
社
債

の
利
率

を
決
定

す
る
企

業
の
信

用
評
価

は
、
発

行
時
の

株
価
に

よ
り
ま

す
。
 


 
期
末

現
金
残

が
マ
イ

ナ
ス
に

な
っ
た

た
め
の

緊
急
借

入
を
受

け
る
と

,
そ

の
回
数
に

よ
っ
て

通
常
の

場

合
よ

り
も
高

い
株
価

を
達
成

し
な
い

と
Ａ
評

価
が
得

ら
れ
ま

せ
ん
。
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29


 
通
常

の
場
合

は
株
価

が
1
,8
0
0
円

を
超
え
る

と
信
用

評
価
は

Ａ
評
価

が
え
ら

れ
、
そ

れ
以

外
は
Ｂ

評
価

で
す

。
 


 
緊
急

融
資
を

１
回
受

け
る
と

、
さ

ら
に
4
0
0
円

、
従

っ
て
2
,
2
0
0
円

を
超

え
な
い

と
Ａ
評

価
が
得

ら
れ
ま

せ
ん

。
 


 
緊
急

融
資
を

２
回
以

上
受
け

る
と
、
さ
ら

に
2
00
円

、
従
っ

て
2
,4

00
円

を
超
え

な
い
と

Ａ
評
価

が
得
ら

れ
ま

せ
ん
。

 

 

＊
株

価
 


 
株
価

は
一
般

に
複
雑

で
予
測

困
難
で

す
が
、
こ

の
「

M
S
」
で

は
企

業
の
営

業
利
益

額
、
景
気

指
数
、
配

当
の

状
況
に

よ
っ
て

算
定
し

、
増
資

す
る
と

新
株
落

ち
が
生

じ
、
こ

れ
か
ら

さ
ら
に

緊
急
融

資
を
受

け
る

と
一

挙
に
2
00
円

、
期
末

の
可
能

な
資
金

以
上
の

投
資
希

望
に
よ

っ
て
1
00
円

、
期
末
の

現
金
の

制
限
範

囲

を
越

え
る
と

1
0
0
円

、
配

当
希

望
が

利
用
可

能
な

利
益
剰

余
金
と

必
要
な

手
持
現

金
(
短

期
投

資
後

の
現

金

算
)
を
超

え
る
と

1
0
0
円

、
そ
れ

ぞ
れ
下

落
し
ま

す
。
 


 
な
お

、
こ
の

モ
デ
ル

で
は
意

思
決
定

を
適
切

な
範
囲

で
行
え

ば
P
BR
１

以
上

が
保
て

る
よ
う

に
、
企

業

の
純

資
産
の

増
減
傾

向
に
応

じ
た
株

価
が
算

定
さ
れ

る
よ
う

に
な
っ

て
お
り

、
前
期

の
株
価

を
引
き

継
ぐ

形
に

は
な
っ

て
い
ま

せ
ん
。

 

 

＊
短

期
投

資
 


 
余
裕

資
金
の

運
用
と

し
て
短

期
の
有

価
証
券

投
資
が

行
え
ま

す
。
投
資

期
間
は

１
年
で

す
か
ら

、
次
期

の
は

じ
め
に

は
す
べ

て
購
入

金
額
で

売
却
さ

れ
、
現

金
化
さ

れ
ま
す

。
 


 
短
期

投
資
の

利
率
は

、
1
0％

で
現
金

で
入
金

さ
れ
ま

す
。
 


 
短
期

投
資
は

千
万
円

単
位
で

投
資
し

ま
す
。
こ

れ
以
下

の
単
位

で
の
希

望
は
千

万
円
単

位
に
切

り
捨
て

ら
れ

ま
す
。

 


 
期
末

現
金
が

マ
イ
ナ

ス
に
な

る
よ
う

な
投
資

額
を
設

定
す
る

と
、
実
際

の
投
資

が
出
来

な
く
、
企

業
の

証
券

市
場
の

信
用
を

大
き
く

失
墜
し

て
、
株

価
が
一

挙
に
1
00
円

下
落
し

ま
す
。

 

 

＊
期

末
現

金
残

高
 


 

財
務
面

の
重
要

性
を
重

視
す
る

視
点
か

ら
、
各

期
末
の

現
金
残

高
が
実

務
で
経

験
的
に

重
視
さ

れ
て

い
る
「

そ
の
期

の
売
上

高
の
２

ヶ
月
分

か
ら
４

ヶ
月
分

」
の
範

囲
に
収

ま
る
こ

と
を
要

求
し
て

い
ま

す
。
 


 

こ
の
期

末
残
高

が
不
足

し
そ
う

な
場
合

は
、
借

入
金
や

手
形
割

引
に
よ

っ
て
不

足
し
な

い
よ
う

に
配

慮
し
て

く
だ
さ

い
。
 


 

上
記
の

範
囲
を

超
え
る

と
、
資

金
不
足

や
過
大

な
資
金

保
持
へ

の
懸
念

か
ら
、

株
価
が

1
0
0
円
下
落

し

ま
す
。

 

 

＊
現

金
不

足
と

緊
急

融
資
 


 
期
末

に
現
金

不
足
が

生
じ
る

と
、
自

動
的
に

3
0
0
,0
0
0,

00
0
円
の

緊
急
融

資
が
行

わ
れ
、

銀
行
管

理
に

な
り

、
借
入

れ
た
翌

期
に
は

売
上
高

の
比
率

に
関
係

な
く
、

銀
行
管

理
利
子

率
が
適

用
さ
れ

ま
す
。

 


 
そ
れ

で
も
現

金
不
足

を
解
消

で
き
な

い
場
合

に
は
、

現
金
不

足
額
に

1
0
0
,0
0
0
,
00
0
円
を

加
え
た

額
が

の
緊

急
融
資

さ
れ
ま

す
。
 


 
緊
急

融
資
が

行
わ
れ

る
と
、

結
果
の

入
手
の

際
に
そ

れ
が
通

告
さ
れ

ま
す
。

 


 
緊
急

融
資
を

受
け
る

と
株
価

が
2
00

円
下
落

し
、

支
払
利

子
も
不

利
に
な

り
ま
す

か
ら
、

緊
急
融

資
が

生
じ

な
い
よ

う
に
注

意
し
ま

し
ょ
う

。
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＊
P
B
R
(
株

価
純

資
産

比
率

）
 


 

資
本
の

効
率
的

な
利
用

の
視
点

か
ら
、

P
B
R
が

１
以

上
で
あ

る
こ

と
が

要
求
さ

れ
ま
す

。
 


 

P
B
R
が

１
(
清
算

価
値
）

未
満
に

な
る
と

、
証
券

市
場
は

企
業
買

収
等
の

危
険
に

配
慮
し

て
、
次

期
の

社
債

と
株

式
の

発
行

の
引

き
受

け
手

が
無

く
な

り
発
行
で

き
な

く
な

り
ま
す

。
 


 

企
業
の

純
資
産

を
減
少

さ
せ
る

直
接
的

な
手
段

と
し
て

配
当
と

自
己
株

式
の
取

得
が
可

能
で
す

。
 


 

財
務
的

失
敗
や

業
績
が

悪
い
場

合
を
除

い
て
P
BR
が

1未
満

に
な

ら
な
い

よ
う
に

、
株
価

を
設
定

す
る

方
法
を

取
っ
て

い
ま
す

が
、
P
BR
に

注
意
し
て

配
当
と

自
己

株
式
の

取
得
も

活
用
し

て
く
だ

さ
い
。

 


 

し
か
し

、
配
当

や
自
己

株
式
の

取
得
は

以
下
の

そ
れ
ぞ

れ
の
項

目
で
上

げ
る
よ

う
に
十

分
な
利

益
剰

余
金
と

手
持
現

金
が
必

要
で
、

こ
れ
ら

が
1
円

で
も

不
足
す

る
と
希

望
は
無

視
さ
れ

、
ペ
ナ

ル
テ
ィ

と

し
て
前

述
の
よ

う
に
株

価
が
下

落
し
ま

す
。
 


 

P
B
R
が

１
未

満
に

な
る

と
、
そ

の
期
の

配
当
に

よ
っ
て

１
以
上

に
し

よ
う
と

し
て
も

、
そ
れ

に
見
合

う

十
分
な

利
益
剰

余
金
が

な
く
て

、
P
B
R
を
一

挙
に
１

以
上
に

す
る
こ

と
が
出

来
な
い

場
合
も

生
じ
ま

す
。 


 

そ
こ
で

P
B
R
を
１
以

上
に
維

持
す
る

こ
と
に

も
,
経

常
的
に

十
分
に

配
慮
し

て
く
だ

さ
い
。

 

 

＊
配

当
 


 

配
当
は

１
株

当
た

り
の

配
当

金
額

で
設
定

し
ま
す

。
 


 

配
当
の

対
象
は

発
行
済

株
数
か

ら
そ
の

期
ま
で

に
取
得

し
た
自

己
株
式

数
を
引

い
た
株

数
で
す

。
 


 

配
当

に
利

用
可

能
な

利
益

剰
余

金
〔

期
首

の
利

益
剰

余
金

額
〕

の
範

囲
内

で
あ

れ
ば

制
限

は
あ

り
ま

せ
ん
。

 


 

配
当

は
そ

の
期

に
全

額
現

金
で

支
払

わ
れ

ま
す

。
従

っ
て

期
末

に
十

分
な

短
期

投
資

後
の

手
持

現
金

が
な
い

と
配
当

で
き
ま

せ
ん
。

 


 

配
当

を
希

望
し

て
も

、
十

分
な

利
益

剰
余

金
と

手
持

現
金

が
な

い
と

、
配

当
で

き
な

い
ば

か
り

で
な

く
、
証

券
市
場

の
信
用

を
失
っ

て
株
価

が
1
00

円
下
落

し
ま
す

。
 


 

配
当

に
よ

っ
て

株
価

に
影

響
し

ま
す

が
、

利
益

の
状

況
な

ど
に

よ
っ

て
も

変
わ

り
ま

す
か

ら
、

影
響

を
知
る

こ
と
は

容
易
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
 

 

＊
役

員
賞

与
、

そ
の

他
 


 
こ
の

C
l
a
ss
1
モ

デ
ル

で
は
、

役
員
賞

与
等
は

行
い
ま

せ
ん
。

 


 
こ
れ

ら
は
、

Cl
as
s
２
モ

デ
ル
以

上
の
よ

り
高
度

の
モ
デ

ル
で
入

っ
て
き

ま
す
。

 

 

＊
資

本
金

 


 
授
権

株
式
数

は
、
1
0,
0
0
0,
0
00

株
で

す
。
発
行

済
株
式

数
は
1
,
6
0
0
,0
0
0
株

、
払

込
資

本
金

は

8
00

,0
0
0
,0

00
円

で
す
。

 

 

＊
株

式
の

発
行

 


 
株
式

の
発
行

に
よ
る

増
資
が

出
来
ま

す
。
 


 
増
資

に
よ
っ

て
当
然

純
資
産

が
増
加

す
る
と

共
に
、
新

株
落
ち

の
株
価

の
下
落

が
生
じ

ま
す
か

ら
、
増

資
は

P
B
R
に

配
慮

し
て
行

っ
て
く

だ
さ
い

。
 


 
株
式

の
発
行

は
１

株
あ

た
り

の
発

行
希

望
価

格
と
発

行
希

望
株

数
を
入

力
し
ま

す
。
 


 
希
望

発
行
価

格
が
期

首
の
時

価
株
価

の
90
％

よ
り
高

い
と

引
き

受
け
手

が
な
く

発
行
で

き
な
い

ば
か

り
か

、
証
券

市
場
の

信
用
を

失
う
こ

と
に
な

り
ま
す

。
 


 
株
式

の
発
行

は
期
首

の
P
BR
が
１

未
満
で

あ
る
と

引
き
受

け
手
が

期
待
で

き
な
く

、
発
行

で
き
な

く
な

り
ま

す
。
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＊
自

己
株

式
の

取
得
 


 

P
BR
を
１
以
上
に
維
持
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
配
当
の
ほ
か
に
自
己
株
式
の
取
得
が
で
き
ま
す
。
 


 

自
己
株
式
の
取
得
は
定
款
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
４
期
現
在
で
発
行
株
式
数
の
1
/
3の

6
0
0
,
0
0
0
株
を
限
度

と
し
て
取
得
す
る
こ
と
並
び
に
そ
の
後
も
常
に
発
行
済
み
株
式
の
1/
3
ま
で
は
取
得
で
き
る
こ
と
を
取
り

締
役
会
で
議
決
し
て
い
ま
す
。
 


 

自
己
株
式
の
取
得
は
期
首
の
株
価
で
市
場
か
ら
取
得
さ
れ
ま
す
か
ら
、
希

望
取
得
株

式
数
で
は
な

く
、
希

望
金
額

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 


 

自
己
株
式
の
取
得
額
は
,期

末
の
貸
借
対
照
表
の
貸
方
の
自
己
株
式
の
項
目
に
マ
イ
ナ
ス
で
記
載
さ
れ
ま

す
。
 


 

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
自
己
株
式
の
消
却
と
処
分
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

  
 
 
＊

繰
越
損

失
の
処

理
 


 

こ
の
モ
デ
ル
で
は
簡
単
化
の
た
め
に
、
繰
越
損
失
は
６
期
間
に
得
ら
れ
た
税
引
き
前
利
益
に
よ
っ
て
全
額

補
填
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
 


 

７
期
目
に
は
失
効
繰
延
損
失
に
な
り
、
補
填
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

  
 
 
＊

本
社
建

物
の
取

得
 


 

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
４
期
期
首
の
現
在
は
リ
ー
ス
し
て
い
る
本
社
建
物

に
替
え
て
新
規
購
入

す
る
こ
と
が
、

９
期
以
降
い
つ
で
も
可
能
で
す
。
 


 

こ
の
本
社
建
物
は
投
資
額
10
0
,0
0
0,
00
0
円
、
耐
用
年
数
3
0年

、
残
存
価
額
0、

減
価
償
却

率
0.
0
3
4
の
定
額

法
で
減
価
償
却
し
ま
す
。
 


 

本
社
建
物
の
取
得
に
よ
っ
て
,
従
来
一
般
管
理
費
に
計
上
さ
れ
て
い
た
本
社
管
理
費
の
内
の
建
物
賃
借
料

8
,0
0
0
,
0
0
0円

が
な
く
な
る
以
外
に
は
本
社
費
等
の
変
化
は
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
 


 

投
資
は
企
業
目
的
か
ら
有
利
と
判
断
さ
れ
る
期
間
に
実
行
し
て
下
さ
い
。
こ
の
判
断
の
基
礎
は
経
営
報
告

会
等
で
質
問
さ
れ
ま
す
。
 

 

｛
Ⅴ

｝
そ

の
他

 

１
．
 
緊
急

経
営

情
報

（
Z
i
n
g
e
r
）

に
つ

い
て

 


 
参

加
者

の
状

況
に

応
じ

て
、

教
育

的
配

慮
か

ら
経

営
環

境
を

突
然

に
変

化
さ

せ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

に
よ
っ

て
下
記

の
各
種

数
値
が

変
わ
り

ま
す
。
こ

れ
が
自

由
に
出

来
る
の

が
こ
の

シ
ス
テ

ム
の
大

き
な

長
所
で

す
。
欧

米
を
含

め
て
こ

の
よ
う

な
広
範

囲
に
可

変
的
な

シ
ス
テ

ム
は
見

ら
れ
ま

せ
ん
。

 


 
こ
の

モ
デ
ル

で
は
2
1
頁
に
上

げ
た
経

営
環
境

の
変
化

の
ほ
か

に
も
、

頻
繁
に

生
じ
え

ま
す
。

 


 
こ
の

変
化
は

、
そ
の

際
発
行

さ
れ
る

緊
急

経
営

情
報

（
 
Z
i
n
g
e
r
）

に
よ
っ

て
提
供

さ
れ
ま

す
。
 


 
緊

急
経

営
情

報
が

発
表

さ
れ

た
ら

次
の

期
か

ら
適

用
さ

れ
ま

す
か

ら
、

迅
速

に
対

応
し

て
く

だ
さ

い
。
 


 
環
境

の
変
化

が
生
じ

う
る
数

値
に
は

次
の
パ

ラ
メ
ー

タ
等
の

設
定
値

が
含
ま

れ
ま
す

。
 


 
商
品

の
仕
入

原
価
、
各

商
品
の

販
売
市

場
の
経

年
変
化

、
変

動
販
売

費
、
そ
の

他
販
売

管
理
費

、
一

度

に
採

用
可
能

な
営
業

員
数
、
営

業
員

雇
用
費

用
、
同
解

雇
費
用

、
同

退
職

費
用
、
本

社
経

費
、
商
品

単

位
あ

た
り
在

庫
費
用

、
棚
卸

減
耗
の

比
率
、
期

末
商

品
の
最

低
必
要

在
庫
量

比
率
、
緊

急
仕

入
あ
り

の

場
合

の
購
入

プ
レ
ミ

ア
ム
と

棚
卸
減

耗
率
、
売

掛
金

の
回
収

係
数
、
買

掛
金

の
決
済

率
、
借

入
金
と

社

債
の

各
種

利
子

率
、

信
用

評
価

の
基

準
株

価
、

緊
急

融
資

額
、

価
格

弾
力

性
、

広
告

費
の

影
響

係
数

、

法
人

所
得
税

、
短

期
投

資
の
利

子
率
、
期
末

必
要
現

金
の
範

囲
、
期
末

必
要
Ｐ

Ｂ
Ｒ
値

、
緊

急
融
資

額

と
銀

行
管
理

利
子
率

、
市
場

の
信
用

失
墜
に

よ
る
株

価
の
下

落
幅
、
配

当
に

よ
る
株

価
へ
の

影
響
、
発

行
株

式
数
、

そ
の
他

市
場
環

境
,
株

価
の
新

株
落

ち
の
程

度
。
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現
実

世
界
と

同
様
に

、
設

定
さ

れ
て
い

る
す
べ

て
の
環

境
要
因

が
変
化

し
う
る

様
に
準

備
さ
れ

て
お
り

、

状
況

に
応
じ

て
影
響

を
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

し
た
上

で
決
定

さ
れ
て

い
ま
す

。
 

 

２
．

 
計
画
シ

ー
ト

の
利
用

 


 
「

M
S
」

で
は
、

参
加

者
が

各
自

分
析

を
行

っ
て

適
切

な
決

定
を

行
う

こ
と

が
前

提
に

な
っ

て
い

ま
す

。
 


 
そ
こ

で
こ
の

モ
デ
ル

で
は
利

益
計
画

を
体
系

的
に
行

え
る
よ

う
に
「
計

画
シ
ー

ト
」
が

企
業
別

フ
ァ
イ

ル
に

準
備
さ

れ
て
い

ま
す
。

 


 
こ

の
「

計
画

シ
ー

ト
」

を
利

用
し

た
り

、
あ

る
い

は
各

自
工

夫
し

て
改

造
し

た
上

で
用

い
た

り
し

て
、

十
分

に
分
析

検
討
し

た
数
値

を
利
益

計
画
に

基
づ
い

て
設
定

す
る
よ

う
に
し

て
く
だ

さ
い
。

 

 ３
．

分
析

テ
ン

プ
レ

ー
ト
の

利
用

 


 
ま
た

「
分
析

テ
ン
プ

レ
ー
ト

」
の
シ

ー
ト
に

は
「
損

益
分
岐

点
分
析

」
、
「
C
F
分
析
」

お
よ
び

「
R
OE

分

析
」

の
三
つ

を
準
備

し
て
い

ま
す
。

 


 
こ
れ

を
利
用

し
て
、

目
標
利

益
を
達

成
す
る

に
必
要

な
売
上

高
の
検

討
や
C
F(
キ
ャ

シ
ュ

・
フ
ロ

ー
）

の
予

測
分
析

、
R
OE

の
分

析
に
役

立
て
て

く
だ
さ

い
。
ま

た
適
時

行
わ
れ

る
「
基

礎
講
座

」
で
解

説
さ

れ
ま

す
。
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｛
２

｝
 

第
3
期

株
主

総
会

招
集

通
知

お
よ

び
添

付
資

料
 

 （
株

主
総
会

招
集
通

知
）
 

株
主

各
位
 

○
県

○
○

市
○

○
１

丁
目

１
番

１
号

 

株
 

式
 

会
 

社
 

X
X
X
X
X
X
 

代
表

取
締

役
社

長
 
X
X
X
X
 

 

第
Ⅲ

期
定

時
株

主
総

会
招

集
ご

通
知

 

 

拝
啓

 
時

下
ま
す

ま
す

ご
清
栄

の
こ
と

と
お
慶

び
申
し

上
げ
ま

す
。
さ

て
、
当

社
第
 
X3
 
期
定
時

株
主

総

会
を

下
記
の

通
り
開

催
い
た

し
ま
す

の
で
、

ご
出
席

く
だ
さ

い
ま
す

よ
う
お

願
い
申

し
上
げ

ま
す
。

敬
具
 

 

記
 

 １
．

日
時
 

平
成
 
X
４
 
年
 
2
月
 
2
4
 
日
 
午
後

 
１

 
時
～

午
後

３
 
時
 

２
．

場
所
 

○
○
県

○
○
市

○
○
１

丁
目
１

番
１
号

 
当
社

本
社
 

３
．

会
議
の

目
的
事

項
 
  

報
告

事
項
 第

 
X
3
 
期

(
平

成
 
X
3
 
年

 
1
 
月

 
1
 
日

か
ら

平
成

 
X
3
 
年

 
1
2
 
月

 
3
1
 
日

)
事

業
報

告
の

内
容

報

告
の

件
 
  

決
議

事
項
 第

 
1
 
号

議
案
 

第
 
X3
 
期

 
貸

借
対

照
表
、

損
益
計

算
書
 

承
認
の

件
 

第
 
2
 
号

議
案
 

取
締

役
の
報

酬
改
定

の
件
 

第
 
3
 
号

議
案
 

取
締

役
の
選

任
の
件

 

以
上

 

（
添

付
書
類

）
 

＜
第

X
3
 
期
 
報

 
告
 
書
＞
 

平
成
 
X
3
 
年
１

月
１
日

か
ら
平

成
 
X3
 
年

 
1 
2
 
月

 3
 
1 

日
ま

で
 

事
業
報

告
 

貸
借

対
照
表

 

損
益

計
算
書

 

監
査

役
監
査

報
告
書

 

 

事
業

報
告

 

第
Ⅲ

期
 

 
(
平
成
 
X3
 
年
 
1 
月

 1
 日

か
ら

平
成
 
X
3
年

1
2
 
月
 
3
1 
日

ま
で
)
 

 １
．

営
業
の

概
況
 

1
-1

.
事
業

の
経

過
及

び
そ
の

成
果
 

全
般

的
概
況

(例
。

今
回

の
ケ
ー

ス
の
第

Ⅲ
期

の
も

の
で

す
。
)
 

当
期

に
お

け
る
わ

が
国
経

済
は
、
日

銀
な

ど
に
よ

る
公
表

さ
れ
た

マ
ク
ロ

の
指
標

が
示
す

よ
う
に

、
リ
ー
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マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

以
来

の
長

期
低

迷
か

ら
、

ア
ベ

ノ
ミ

ッ
ク

ス
の

登
場

を
契

機
と

し
て

漸
く

こ
こ

数
年

は
回

復
の

兆
し

が
見

え
て

き
ま

し
た

。
し

か
し

春
以

降
の

消
費

税
率

の
８

％
へ

の
引

き
上

げ
の

影
響

も
あ

り
、

景
気

回
復
の

足
取
り

は
重
く

、
急
速

な
景
気

上
昇
は

見
込
め

な
い
状

況
で
し

た
。
 

そ
の

中
で

当
社
の

事
業
分

野
で
あ

る
生
活

用
品
分

野
は
、
全

般
的

な
景
気

上
昇
傾

向
も
雇

用
面
に

は
十
分

に
波

及
し
て

い
な
い

こ
と
か

ら
、
景

気
の
回

復
の
恩

恵
を
十

分
に
享

受
で
き

な
い
で

い
ま
す

。
  

そ
の

中
で

当
社
は

、
地
に

足
が
つ

い
た
地

道
な
経

営
を
心

が
け
、
こ

れ
ま

で
通
り

商
品
に

対
す
る

高
い
信

頼
性

と
確

実
で

迅
速

な
商

品
の

提
供

に
よ

っ
て

大
手

顧
客

か
ら

ご
評

価
を

い
た

だ
き

、
継

続
的

に
営

業
活

動
が

業
界

平
均

を
上

回
る

足
取

り
で

売
上

を
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
同

時
に

現
在

の
店

頭
市

場
か

ら
正

規
の

株
式

公
開

を
視

野
に

管
理

体
制

の
充

実
を

は
か

り
、

納
品

物
件

の
品

質
向

上
の

た
め

の
体

制
拡

充
と

優
良
顧

客
へ
の

注
力
に

努
め
て

参
り
ま

し
た
。

 

そ
の

結
果

、
当

期
の

売
上

高
は

 
1
,1
0
1
,
7
32
 
千

円
と

前
期

比
 
2
0
.0

％
増

、
営

業
利

益
は

 
1
6
4
,5

8
3

千

円
（

前
期

比
12
.
8
%
増
）
、
経
常

利
益
は

 
1
39
,
7
8
9
千
円
（
前
期

比
1
5.

4％
増
）
と
、
確
実

に
改
善

さ
れ
ま

し
た

。
わ

ず
か

な
が

ら
で

は
あ

り
ま

す
が

、
こ

の
３

カ
年

は
連

続
し

て
交

差
比

率
や

在
庫

回
転

率
の

向
上

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

経
営

体
質

の
改

善
が

進
行

し
て

お
り

ま
す

。
こ

の
結

果
着

実
に

自
己

資
本

利
益

率
も

増
加

し
て
お

り
ま
す

。
 

こ
う

し
た

状
況
の

中
で
、
当
期

税
引
き

前
利
益

は
、
1
0
3,
5
3
7
千

円
を

達
成

し
ま
し

た
。
当

期
の

管
理
努

力
の

成
果
は

次
期
以

降
に
着

実
に
利

益
に
貢

献
す
る

も
の
と

確
信
し

て
お
り

ま
す
。

 

 設
備

投
資
の

状
況
 
 

当
期

中
に
お

け
る
特

別
な
設

備
投
資

は
実
施

し
て
い

ま
せ
ん

。
 

 

1
-2

.
資
金

調
達

等
に

つ
い
て

の
状
況

 
 

 
と

く
に
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 1
-3

.
直
前

三
事

業
期

の
財
産

及
び
損

益
の
状

況
 

項
目

 
第

X
-3

期
 

第
X
-2

期
 

第
X
-1

期
 

売
上

高
(
千

円
)
 

営
業

利
益
又

は
営
業

損
失
(
△
)
 (
千

円
) 

経
常

利
益
又

は
経
常

損
失
(
△
)
 (
千

円
) 

 

当
期

利
益
又

は
当
期

損
失
(
△
)
 (
千

円
) 

1
株

当
た

り
当

期
利

益
又

は
当

期
損

失
(
△

)
 

(
円

) 

総
資

産
(
千

円
)
 

純
資

産
(
千

円
)
 

1
株

当
た

り
純
資
産

(
円

) 

 （
注

）
 

1
 .
記

載
金

額
は

千
円

未
満
を

、
1
 
株

当
た

り
当

期
利
益

お
よ
び

1
 
株

当
た

り
純
資

産
は
小

数
点
第

二
位
で

四
捨

五
入
し

て
表
示

し
て
お

り
ま
す

。
  
 
 

2
 .

一
株

当
た
り

の
当
期

利
益
は

、
期
中

平
均
発

行
済
み

株
数
に

基
づ
き

算
出
し

て
お
り

ま
す
。

 
 
  

3
 .

一
株

当
た
り

の
純
資

産
は
、

期
末
発

行
済
み

株
数
に

基
づ
き

算
出
し

て
お
り

ま
す
。

 

 1
-4

.
対
処

す
べ

き
課

題
 

当
社

商
品

に
関
連

す
る
市

場
は
拡

大
が
続

く
も
の

の
、
過

剰
な
期

待
を
背

景
と
し

た
ブ
ー

ム
の
再

来
は
望

め
な

い
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

そ
の

中
で

当
社

と
い

た
し

ま
し

て
も

、
業

績
の

拡
大

に
見

合
う

よ
う

LE
C
会

計
大
学
院

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
35

管
理

体
制

を
充

実
し

つ
つ

、
特

に
景

気
の

回
復

に
伴

う
、

資
金

需
要

の
拡

大
に

も
十

分
に

配
慮

し
、

着
実

か
つ

積
極

果
敢

な
事

業
展

開
を

は
か

っ
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

株
主

の
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

も
、
よ

り
一
層

の
ご
支

援
を
賜

り
ま
す

よ
う
、

よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た

し
ま
す

。
 

 1
-5

.
主
要

な
事

業
内

容
 

 
○

○
商
品

の
卸
販

売
 

 1
-6

.
主
要

な
営

業
所

並
び
に

使
用
人

の
状
況

 

 
本

社
（
○

○
県
○

○
市
）

 

 
 

 
 
従

業
員
数

 
 
 

1
0
名
 

1
-7

.
重
要

な
親

会
社

及
び
子

会
社
の

状
況
 

 
該
当

あ
り
ま

せ
ん
。

 

 1
-8

.
主
要

な
借

入
先

及
び
借

入
額
 

○
○

銀
行

1
0
0,
0
0
0
千

円
 

 1
-9

.
剰

余
金

の
配

当
等

を
取

締
役

会
が

決
定

す
る

旨
の

定
款

の
定

め
が

あ
る

と
き

の
権

限
の

行
使

に
関

す

る
方

針
 
 

 
 

 
特
記

す
べ
き

事
項
は

あ
り
ま

せ
ん
。

 

1
-1

0.
そ

の
他
会
社

の
現
況

に
関
す

る
重
要

な
事
項

 
該

当
あ

り
ま
せ

ん
。
 

２
.
株
式

に
関
す

る
事
項

 

株
主

優
待

政
策
の

強
化
の

た
め
に

、
自
己

株
の
取

得
目
標

を
現
在

発
行
済

み
株
式

の
1
/3

に
当

た
る

6
0
0
,0

00
株

と
し

、
財

務
事
情

を
勘
案

し
て
出

来
る
だ

け
早
急

に
達
成

す
る
べ

く
決
議

し
た
。

 

３
.
新
株

予
約
権

等
に
関

す
る
事

項
（
省

略
）
 

４
.
会
社

役
員
に

関
す
る

事
項
（

省
略
）

 

５
.
会
計

監
査
人

に
関
す

る
事
項

（
省
略

）
 

６
.
業
務

の
適
正

を
確
保

す
る
た

め
の
体

制
等
の

整
備
に

つ
い
て

の
決
議

の
内
容

の
概
要

（
省
略

）
 

７
.
株
式

会
社
の

支
配
に

関
す
る

基
本
方

針
に
関

す
る
事

項
（
省

略
）
 

８
.
株
式

会
社
の

状
況
に

関
す
る

重
要
な

事
項
（

省
略
）

 

 ２
．

会
社
の

概
況
(
平
成

 X
2
 
年
 
1
2
 
月
 
3
1 
日

現
在
)
 

(
1)

主
要

な
事
業

内
容
 

 
○

○
商
品

の
卸
販

売
 

 (
2)

株
式

の
概
況

 

1
.
会
社

が
発
行
す

る
株
式

の
総
数

 
1
0
,
00

0,
0
0
0 
株
 

2
.
発
行

済
株
式
の

総
数
 

1
,6
0
0
,0

00
株
 

3
.
株
主

数
 
 
 

○
 
名
（

前
期
末

比
増
減

な
し
）

 

4
.
上
位

株
主
の
当

社
に
対

す
る
出

資
状
況

 
（
省

略
）
 

 (
3)

企
業

結
合
の

状
況
 

該
当

あ
り
ま

せ
ん
。

 

 (
4)

主
要

な
借
入

先
 
 

○
○

銀
行

 

 (
5)

従
業

員
の
状

況
 
 

期
末

日
現

在
の
従

業
員
数

 1
4
名
(
前

期
末
比

 
１

 
名

増
)、

 

41



LE
C
会

計
大
学
院

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
36

平
均

年
令

 
○
○

 
歳
 

平
均

勤
続

年
数
 
○
 
年
 

 (
6)

取
締

役
お
よ

び
監
査

役
地
位

氏
名
担

当
ま
た

は
主
な

職
業
 

代
表

取
締

役
 
○

○
○
○

 

取
 

締
 

役
 
○

○
○
○

 

監
 

査
 

役
 
○

○
○
○

 

 

1
.
就
任
 

監
査

役
○

○
○
○

は
、
平

成
 
X
２
 
年

 2
 月

 
29

 
日

開
催

の
定
時

株
主
総

会
に
お

い
て
新

た
に
選

出
さ

れ
、

就
任

い
た

し
ま

し
た

。
取

締
役

○
○

○
○

は
、

平
成

 
X
2
 
年

 
4
 
月

 
23
 
日

開
催

の
臨

時
株

主
総

会
に
お

い
て
新

た
に
選

任
さ
れ

、
就
任

い
た
し

ま
し
た

。
 

2
.
退
任
 
 

平
成

 
X
２

 
年

 
2 

月
 
2
9
 
日

開
催

の
定

時
株

主
総

会
終

結
の

時
を

も
っ

て
○

○
○

○
氏

は
監

査

役
を

任
期

満
了
に

よ
り
退

任
致
し

ま
し
た

。
 

 

３
．

決
算
期

後
に
生

じ
た
会

社
の
状

況
に
関

す
る
重

要
な
事

実
  

特
に

記
載
す

べ
き
事

実
は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 （
本

営
業

報
告

書
中

の
記

載
数

字
は

、
金

額
と

比
率

に
つ

い
て

は
表

示
単

位
以

下
１

位
で

四
捨

五
入

し
て

お
り

ま
す
。
）
 

Ⅱ
 
附
属

明
細
書

（
事
業

報
告
関

係
）
省

略
 

 Ⅲ
 
計
算

書
類
(
省
略

）
 

  注
 
記
 
事
 
項
 
  
 
 

１
．

重
要
な

会
計
方

針
(
省
略
)
 

 ２
．

貸
借
対

照
表
に

関
す
る

注
記
 
(
省
略
)
  
 
 

 （
以

下
、
中

略
）
 

 Ⅳ
 
附
属

明
細
書

（
計
算

書
類
関

係
）
（

省
略
）

 

  

以
上

 

  

 
 

LE
C

授
業

科

  
(
以

  第
1
～

　
限

界

販
売

一
般

管
費

営
業

損
益

会
計
大
学

院

科
目
「

マ
ネ

ジ

｛
３

以
下

の
数
値

は

～
３
期

損
益

計
算
書

棚
卸
減

耗
販

売
管

理
広

告
費

一
般
管

理
合

計

支
払
利

息
貸

倒
損

失
受

取
利

息
社

債
消

却

界
利

益
率

　
法
人
税

税
引

後
利

益

　
限

界
利
益

費
･

管
理

費

　
営

業
利
益

業
外

益

税
引

前
利

益

　
期

首
在
高

　
仕

入
原
価

期
末
在

高
売
上

品
原

価
変

動
販
売

費

実
績

販
売

量
実

績
売
上

高

負

自
己
株

合
計

社
債

払
込

資
本

利
益

剰
余

そ
の
他
流

動
未

払
金

借
入
金

買
掛
金

支
払
手
形

院
 

 
 

 
 

ジ
メ
ン

ト
・
シ

｝
 

第
1

は
、
企

業
別

F
i

書
A
商

品
72
4

9
03
,8
1
8

90
,9
6
0

5
53
,3
4
0

94
,9
0
6

5
49
,3
9
3

54
,3
5
9

3
00
,0
6
4

耗
費

5
,1
5
4

理
費

7
,5
0
0

理
費

12
,6
5
4

2
87
,4
1
0

息 失 息 却
益

0

負
債
合

計

式本
金

余
金

動
負
債

金 金金 形

 
 

 
 

 

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

1
期

か
ら

第

il
e
の
(
参
考

品
合

計
4
,7
9
4

8
,1
1
8

9
03
,8
1

0
,0
0
0

90
,9
6

0
,0
0
0

5
53
,3
4

6
,1
4
8

94
,9
0

3
,8
5
2

5
49
,3
9

9
,5
5
0

54
,3
5

4
,7
1
6

3
00
,0
6

4
,4
0
0

5
,1
5

0
1
26
,9
9

0
,0
0
0

7
,5
0

0
55
,2
0

4
,4
0
0

1
94
,8
5

0
,3
1
6

1
05
,2
1

23
,0
0

7
,7
7

5
,0
0

79
,4
3

23
,8
3

55
,6
0

0
.3
3
2第
1
期 第
1
期

2
5
8,
3
7
0,
2
0

2
6
9,
2
1
3,
6
4

7
7,
9
5
2,
2
6

2,
2
5
0,
0
0

1
4
0,
0
0
0,
0
0

1
5
0,
0
0
0,
0
0

8
0
0,
0
0
0,
0
0

1
1
6,
1
6
6,
0
8

1,
8
1
3,
9
5
2,
1
8

8
9
7,
7
8
6,
1
0

 
 

 
 

 

シ
ョ

ン
」

A
D

V

第
3
期

ま

資
料
)
シ
ー

ト

計
A
商 7
3

8
,1
1
8

9
1
8,
0
8

60
,0
0
0

8
9
,7
5

40
,0
0
0

5
6
8,
5
0

06
,1
4
8

9
9
,7
4

93
,8
5
2

5
5
8,
5
1

59
,5
5
0

5
5
,2
6

64
,7
1
6

3
0
4,
3
0

54
,4
0
0

5
,2
6

97
,2
4
0

00
,0
0
0

8
,0
0

00
,0
0
0

51
,6
4
0

1
3
,2
6

3
,0
7
6

2
9
1,
0
4

00
,0
0
0

75
,8
1
1

00
,0
0
0 0

37
,2
6
5

31
,1
7
9

06
,0
8
5

0
.3
3
2

0

第
2期

0
0

24
8,
06

4
0

25
4,
40
6

6
3

7
5
,1
1

0
0

2,
25
0

0
0

16
0,
00
0

0
0

12
0,
00
0

0
0

80
0,
00
0

8
5

18
7,
06
9

0
8
9

1,
84
6,
90

4
0
3

85
9,
83
5

 
 
 

 
 

V
2
用
 

（
20 20

ま
で

の
財

務

ト
に
も

上
げ
ら

品
合
計

3
6,
8
2
2

8
0,
2
1
2

9
18
,0
80

5
1,
7
4
8

89
,7
5

0
0,
0
0
0

5
68
,5
00

4
0,
6
7
2

99
,7
40

1
1,
0
7
6

5
58
,5
1

6
1,
6
5
0

55
,2
6

0
7,
4
8
6

3
04
,3
0

6
5,
8
2
6

5
,2
6

0
1
17
,0
8

0
0,
0
0
0

8
,0
00

0
55
,2
00

6
5,
8
2
6

1
85
,5
5

4
1,
6
6
0

1
18
,7
5

26
,2
00

6
,2
6

15
,0
0 0

1
01
,2
90

30
,3
8

70
,9
0

0
.3
3
1
5

0

第
2
期

期
第

1
,0
6
0

27
7
,

6
,8
3
4

27
0
,

7
,2
1
0

8
3
,

0
,0
0
0

1
,

0
,0
0
0

16
0
,

0
,0
0
0

10
0
,

0
,0
0
0

80
0
,

9
,2
0
4

29
0
,

0
4
,3
0
8
1
,9
8
4
,

5
,1
0
4

89
3
,

 
 
 

 

01
5
年
９

月
開

01
6
年

 1
月

5
日

務
諸

表
 

ら
れ
て

い
ま
す

 

 

計
A
商
品

8
8

0
,2
1
2

1,
1
0
1,
7
3

1
,7
4
8

9
4,
4
7

0
,0
0
0

6
7
8,
4
1

0
,6
7
2

1
0
2,
1
1

1
,0
7
6

6
7
0,
7
7

1
,6
5
0

6
6,
3
6

7
,4
8
6

3
6
4,
5
8

5
,8
2
6

6,
1
8

9
,9
8
0

0
,0
0
0

8,
5
0

0
,0
0
0

5
,8
0
6

1
4,
6
8

1
,6
8
0

3
4
9,
9
0

0
,0
0
0

1
,5
1
1

0
,0
0
0 0

0
,1
6
9

7
,0
5
1

3
,1
1
8

.3
31
5

0

第
3
期

94
1
,3
18

88
0
,9
73

3
30
,7
97

80
0
,0
00

00
0
,0
00

00
0
,0
00

00
0
,0
00

60
6
,3
19 0

5
59
,4
07

95
3
,0
88

（
禁

不
許

複
製

開
講
）

 
 

最
終

版
 

す
。
 

品
合
計

8
4,
9
25

3
1,
6
25

1
,1
0
1
,7

7
4,
8
46

9
4
,4

1
0,
0
00

6
7
8
,4

1
1,
6
96

1
0
2
,1

7
3,
1
50

6
7
0
,7

6
9,
3
75

6
6
,3

8
9,
1
00

3
6
4
,5

8
3,
0
06

6
,1

0
1
3
0
,1

0
0,
0
00

8
,5

0
5
5
,2

8
3,
0
06

2
0
0
,0

0
6,
0
94

1
6
4
,5

2
4
,8

1
1
,8

2
0
,0

1
4
7
,9

4
4
,3

1
0
3
,5

0
.3
3
09第
3
期

製
）

 37

 

計 3
1
,6
2
5

7
4
,8
4
6

1
0
,0
0
0

1
1
,6
9
6

7
3
,1
5
0

6
9
,3
7
5

8
9
,1
0
0

8
3
,0
0
6

2
3
,0
1
7

0
0
,0
0
0

0
0
,0
0
0

0
6
,0
2
3

8
3
,0
7
7

0
0
,0
0
0

7
2
,9
1
2

0
0
,0
0
0 0

1
0
,1
6
5

7
3
,0
5
0

3
7
,1
1
6

0
.3
3
0
9

42



LE
C

授
業

科

  

会
計
大
学

院

科
目
「

マ
ネ

ジ

院
 
 

 
 

 
 

ジ
メ
ン

ト
・
シ

 
 

 
 

 

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

 
 

 
 

 

シ
ョ

ン
」

A
D

V
 

 
 

 
 

V
2
用
 

（
20 20

 
 
 

 

01
5
年
９

月
開

01
6
年

 1
月

5
日

 

（
禁

不
許

複
製

開
講
）

 
 

最
終

版
 

製
）

 38

LE
C
会

計
大
学
院

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ
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第
1期

第
2期

第
3期

第
4期

営
業

員
数

1
0

1
0

1
1

12
雇

用
数

1
1

1
解
雇
/
退
職
者
数

1
0

1
従

業
者

数
1
3

1
3

1
4

第
1期

第
2期

第
3期

株
価

61
4

6
4
7

69
5

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ギ
ャ
ッ
プ

0
.0
8

0
.7
4

0
.8
3

運
転

資
金

5,
90
0,
25
9

5
6,
3
5
4,
1
9
6

7
5,
94
7,
15
3

第
1期

第
2期

第
3期

前
期

広
告
費

A
品

7,
50

0,
00

0
8,
0
0
0,
0
0
0

8,
50

0,
00

0
B
品

0
0

0

社
債

発
行
状
況

第
1期

第
2
期

第
3
期

3
期
期
末
残

各
期

発
行

額
0

5
0
,0
0
0
,0
0
0

5
0
,0
0
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0
,0
0
0

確
定
利
子
率

0
0.
1

0.
1

各
種
指

標
第
1期

第
2期

第
3期

R
O
E

0
.0
6
0
7

0.
0
7
18

0.
09
49

P
B
R

1
.0
7
2
3

1.
0
4
88

1.
01
96

期
末
現
金
対
売
上
高
月

数
2
.3
6
8
4

2
.1
2
6
7

2.
89
7
4

営
業

員
一

人
当

た
り
売
上

高
9
0
,3
8
1
,8
1
2
9
1
,8
0
8
,0
2
1
1
0
0
,1
5
7
,4
2
0

交
差

比
率

3
.3
2
0
9

3.
3
0
36

3.
82
96

限
界

利
益

率
0
.3
3
2
0

0
.3
3
1
5

0.
33
0
9

在
庫
回
転

率
10
.0
0
2
9

9
.9
6
6
9

1
1
.5
7
2
6

安
全

余
裕

率
0
.1
8
5
3

0
.2
3
3
0

0.
28
4
0

在
庫

投
資

率
0
.0
4
9
8

0
.0
4
9
9

0.
04
8
0

１
＋

D
E
R

1
.9
7
9
9

1.
8
7
11

1.
81
97

一
株
当
た
り
純
資

産
5
7
3

6
1
7

6
8
2
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９
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｛
４

｝
 

テ
ン

プ
レ

ー
ト

の
利

用
 

こ
の

シ
ス

テ
ム
に

は
、
損

益
分
岐

点
分
析

と
キ
ャ

シ
ュ
・

フ
ロ
ー

計
算
書

お
よ
び

R
O
E

分
析

に
つ

い
て

の
テ

ン
プ

レ
ー

ト
が

準
備

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
こ

れ
ら

あ
の

利
用

に
つ

い
て

簡
単

に
取
り

上
げ
て

お
き
ま

す
。
解

説
は
「

基
礎
講

座
」
で

も
取
り

あ
げ
ま

す
。
 

Ⅰ
 

損
益

分
岐

点
分

析
テ

ン
プ

レ
ー

ト
 

損
益

分
岐

点
と

は
、

企
業

が
ど

れ
ほ

ど
の

売
上

高
を

上
げ

た
ら

利
益

が
始

ま
る

か
な

ど
を

図

表
で

表
示

し
た

も
の

で
、

企
業

が
ど

の
よ

う
な

採
算

状
態

に
あ

る
か

を
知

る
だ

け
で

は
な

く
、

利
益

計
画
に

も
活
用

さ
れ
ま

す
。
 

こ
れ

ら
の

詳
し

い
解

説
等

は
、

こ
れ

か
ら

の
授

業
等

で
取

り
上

げ
ら

れ
る

で
し

ょ
う

か
ら

、

そ
れ

に
譲

っ
て

、
こ

こ
で

は
こ

の
テ

ン
プ

レ
ー

ト
の

シ
ー

ト
の

利
用

方
法

に
つ

い
て

述
べ

て
お

き
ま

す
。
 (
1
)
 

損
益

分
岐

点
分

析
の

利
用
 

 
入

力
結

果
を

U
S
B

メ
モ
リ

ー
か
ら

取
り
込

む
と
、

こ
れ
ら

の
財
務

諸
表
の

数
値
を

利
用
し

て
、

そ
の

期
の

損
益

分
岐

点
図

表
が

自
動

的
に

こ
の

テ
ン

プ
レ

ー
ト

・
シ

ー
ト

に
作

図
さ

れ
ま

す
。

 

こ
の

図
か

ら
も
、
損

益
分

岐
点
売

上
高
が

ど
れ
ほ

ど
で
あ

る
か
は

、
読

み
取
れ

る
で
し

ょ
う
。

 

し
か

し
、

損
益

分
岐

点
分

析
の

利
用

は
、

損
益

分
岐

点
の

売
上

高
や

販
売

量
が

知
ら

れ
る

だ

け
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
そ
れ

だ
け
な

ら
た
い

し
た
役

立
ち
と

は
言
え

な
い
で

し
ょ
う

。
 

そ
の

ほ
か

、
 

①
 

あ
る

利
益
額

を
達
成

す
る
に

は
ど
れ

だ
け
の

売
上
高

が
必
要

か
、
 

②
 

あ
る

売
上
高

の
増
加

は
ど
れ

ほ
ど
の

利
益
増

を
も
た

ら
す
か

。
 

③
 

売
上

高
の

増
加

が
期

待
で

き
な

い
状

況
で

、
変

動
費

あ
る

い
は

固
定

費
を

削
減

す
る

こ

と
に

よ
っ
て

あ
る
利

益
額
を

達
成
す

る
に
は

、
削
減

額
を
い

く
ら
に

す
れ
ば

可
能
か

。
 

④
 

変
動

費
や

固
定

費
の

削
減

方
法

が
見

出
さ

れ
た

場
合

に
、

そ
れ

に
よ

っ
て

ど
れ

ほ
ど

の

利
益

が
実
現

で
き
る

か
。
 

と
い

っ
た

よ
う

な
、

各
種

の
問

題
に

対
し

て
分

析
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

特
に

こ
の

シ
ス

テ

ム
の

よ
う

に
パ

ソ
コ

ン
を

利
用

し
て

い
る

場
合

に
は

上
述

の
よ

う
な

各
種

の
問

題
に

対
す

る
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
が

容
易
に

実
行
出

来
ま
す

。
 

以
下

、
こ

う
し
た

利
用
の

基
本
を

取
り
上

げ
て
お

き
ま
す

。
 

(
2
)
 

分
析

で
の

利
用

方
法

 

分
析

に
は

シ
ー

ト
の

各
期

の
損

益
分

岐
点

図
表

の
横

に
設

け
て

あ
る

、
ゴ

ー
ル

シ
ー

ク
領

域

を
利

用
し
ま

す
。
 

①
 

営
業

利
益
あ

る
い
は

純
利
益

の
損
益

分
岐
点

売
上
高

の
算
定

。
 

 
１

．
メ

ニ
ュ
ー

の
ツ
ー

ル
か
ら

ゴ
ー
ル

シ
ー
ク

を
開
く

。
W
in

do
w
s7

で
は
「
デ

ー
タ

」
の

リ
ボ

ン
の
「

W
h
at
-
i
f
」

分
析

か
ら

ゴ
ー
ル

シ
ー
ク

を
開
く

・
 

２
．

「
数

式
入

力
セ

ル
」

に
は

利
益

の
セ

ル
（

営
業

利
益

を
達

成
す

る
分

岐
点

売
上

高
の

場
合

に
は
、
「

営
業

利
益
」
の

セ
ル
（
第

４
期

で
は

H2
9
）
、
純

利
益
を

達
成
す

る
分
岐

点
売
上

高
の

場
合
に

は
「

純
利

益
の
セ

ル
(
第

４
期
で

は
I
30
)
を

指
定

す
る
。
（
こ

れ
ら
の

セ
ル
を

ク
リ

ッ
ク

す
る
か

、
入
力

す
る
。

）
 

３
．
「

目
標
値

」
に
は

0
を
入

力
す
る

。
 

４
．
「

変
化
さ

せ
る
セ

ル
」
に

は
、
売

上
高
の

セ
ル
（

営
業
利

益
の
場

合
に
は

H
25
,
純
利

益
の

場
合
に

は
I
25

）
を

ク
リ

ッ
ク

あ
る
い

は
入
力

す
る
。

 

５
．
以

上
で
「

O
K
]
ボ

タ
ン
を

押
す

と
、
そ

れ
ぞ
れ

の
損
益

分
岐
点

売
上
高

が
H
2
5
ま

た
は

LE
C
会

計
大
学
院

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（
禁

不
許
複

製
）

 
授
業

科
目
「

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

・
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

」
A

D
V

2
用
 

（
20

15
年
９

月
開

講
）

 
20

16
年

 1
月

5
日

 
最

終
版

 

 
41

I
25

に
表

示
さ
れ
ま

す
。
 

②
 

あ
る

利
益
額

を
達
成

す
る
に

必
要
な

売
上
高

 

 
上

の
①

で
３
の
「

目
標
値

」
に

必
要

な
利
益

額
を
入

力
す
る

と
、
H
2
5
あ

る
い
は

I
2
5
に

必

要
な

売
上
高

が
表
示

さ
れ
ま

す
。
 

③
 

あ
る

売
上
高

の
増
加

は
ど
れ

ほ
ど
の

利
益
増

を
も
た

ら
す
か

。
 

 
こ

の
た

め
に
は

、
①

で
得

ら
れ
た

ゴ
ー
ル

シ
ー
ク

領
域
で

、
H
2
5
あ

る
い
は

I
2
5
の

売
上
高

を
求

め
る
売

上
高
に

修
正
す

れ
ば
、
そ

れ
に
対

す
る
利

益
額
が

、
H
3
0
あ

る
い
は

I
30

に
表

示
さ

れ
ま

す
。
 

④
 

あ
る

利
益
額

を
達
成

す
る
に

必
要
な

変
動
費

あ
る
い

は
固
定

費
の
削

減
額
 

 
こ

の
場

合
に
は

多
少
の

以
下
の

よ
う
な

手
順
が

必
要
で

す
。
 

 
１

．
そ

の
期
の

結
果
が

表
示
さ

れ
て
い

る
状
態

で
、
 

 
２

．
期

待
さ
れ

る
売
上

高
を

H
25

あ
る

い
は

I
25

に
入
力

す
る
。

こ
の
結

果
利
益

の
H
3
0

あ
る

い
は

I
30

に
は

そ
の

売
上

高
で

の
利
益

額
が
表

示
さ
れ

ま
す
。

 

 
３

．
ゴ

ー
ル

シ
ー

ク
の

変
化

さ
せ

る
セ

ル
に

は
数

字
が

入
力

さ
れ

て
い

る
必

要
が

あ
る

か

ら
、

下
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

用
と

表
題

さ
れ

た
変

動
費

率
と

固
定

費
額

の
セ

ル
（

第
４

期
で

は
、

I
3
3
と

I
3
4
の

セ
ル
）
の

値
を
コ

ピ
ー
し

て
同
じ

セ
ル
に

「
形
式

を
選
択

し
て
貼

り
付
け

」

で
貼

り
付
け

ま
す
。（

表
れ

た
数

字
は
変

わ
ら
な

い
。
）（

H
33

と
H3
4
の

値
は

手
を
加

え
な
い

。
）

 

 
４

．
ゴ

ー
ル

シ
ー

ク
を

開
い

て
、

「
数

式
入

力
セ

ル
」

に
は

利
益

の
セ

ル
（

営
業

利
益

を

達
成

す
る
分

岐
点
売

上
高
の

場
合
に

は
、
「

営
業
利
益

」
の
セ

ル
（
第

４
期
で

は
H
2
9
）
、
純
利

益
を

達
成
す

る
分
岐

点
売
上

高
の
場

合
に
は
「

純
利
益

の
セ
ル

(
第

４
期
で

は
I
30

)を
指
定

す
る
。
 

 
５

．
「

目
標
値

」
に
は

原
価
の

節
約
で

達
成
し

よ
う
と

す
る
利

益
額
を

入
力
し

ま
す
。

 

 
６

．
「

変
化

さ
せ

る
セ

ル
」

に
は

上
の

３
で

入
れ

替
え

た
、

変
動

費
率

(
I3
3
）

あ
る

い
は

固
定

費
額
（

I
3
4
）

を
指

定
し

ま
す

。
 

 
７

．
以

上
の
手

順
の
後

に
OK

を
ク

リ
ッ
ク

す
る
と

、
達
成

す
る
べ

き
利
益

額
で
必

要
に
な

る
変

動
費
率

あ
る
い

は
固
定

費
額
が

H
3
7
あ

る
い

は
H
3
8
に

得
ら

れ
ま

す
。

 

こ
の

テ
ン

プ
レ
ー

ト
は
さ

ら
に
い

ろ
い
ろ

利
用
を

工
夫
で

き
る
の

で
試
み

て
く
だ

さ
い
。

 

 

Ⅱ
 

キ
ャ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

計
算

書
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
テ

ン
プ

レ
ー

ト
 

(
1
)
 
貸

借
対
照

表
か

ら
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
計

算
書

 

キ
ャ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

の
重

要
性

は
言

う
ま

で
も

あ
り

ま
せ

ん
が

、
そ

の
実

態
を

理
解

す
る

の

は
容

易
で
は

な
い
よ

う
で
す

。
 

そ
こ

で
こ

の
シ
ス

テ
ム
で

は
、
J
IC
P
A
〔
日
本

公
認
会

計
士
協

会
〕
が

作
成
し

た
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
計

算
書

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

一
部

修
正

し
て

、
間

接
法

に
よ

る
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
計

算
書

の
作

成
の

テ
ン

プ
レ

ー
ト

を
準

備
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

よ
っ

て
、

キ
ャ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

計
算

書
の

作
成

に
な

じ
む

と
と

も
に

、
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
の

理
解

を
助

け
る

こ
と

を
意

図
し

て
い

ま
す
。

 

 
 

 
 

(
2
)
 

こ
の

利
用

法
 

そ
こ

で
こ

の
利
用

法
を
説

明
し
て

お
き
ま

し
ょ
う

。
 

１
．

こ
の

シ
ー
ト

も
各
期

の
決
定

結
果
の

は
い
っ

た
U
S
B
が

返
さ
れ
る

際
に

、
す

で
に

こ
の

シ
ー

ト
の

期
首

と
期

末
の

貸
借

対
照

表
の

数
値

が
取

り
込

ま
れ

て
、

そ
の

差
額

が
算

定
さ

れ
て

い
ま

す
。
こ

れ
が
各

期
の
表

の
左
上

の
空
色

の
部
分

で
す
。

 

２
．

こ
の

差
額
の

計
算
で

は
、
資

産
負
債

い
ず
れ

も
(期

末
－

期
首
）

で
算
定

し
ま
す

。
 

こ
の

合
計

欄
は

い
ろ

い
ろ

に
利

用
で

き
ま

す
が

、
こ

こ
で

は
資

産
と

負
債

・
資

本
の

差
額

の

差
を

算
定

す
る

よ
う

に
し

て
お

く
と

、
計

算
誤

差
を

除
い

て
０

に
な

り
、

計
算

の
自

己
検

証
機

44
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能
が

働
く
よ

う
に
な

り
ま
す

。
 

(
こ
の

点
が

A
I
C
P
A
の

も
の
と
異

な
り
ま

す
。
A
IC
P
A
で
は
、

資
産
に

つ
い
て

は
期
末

に
増
加

し
た

場
合

に
プ

ラ
ス

に
な

る
よ

う
に

（
期

末
－

期
首

）
で

、
負

債
に

つ
い

て
は

増
加

し
た

場
合

に
マ

イ
ナ

ス
に

な
る

よ
う

に
（

期
首

－
期

末
）

で
算

定
す

る
が

、
こ

の
理

由
付

け
が

す
っ

き
り

し
な

い
し
、

キ
ャ
シ

ュ
・
フ

ロ
ー
の

説
明
か

ら
も
素

直
に
理

解
さ
れ

ま
せ
ん

。
）
 

３
．

こ
の

差
額

の
現

金
を

除
い

て
、

そ
の

右
側

の
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
に

応
じ

た
黄

色
の

領

域
に

転
記
し

て
い
ま

す
。
色

の
濃
い

黄
色
の

部
分
が

負
債
と

資
本
で

す
。
 

４
．

３
の

黄
色

の
部

分
の

値
に

対
し

て
、

そ
れ

を
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
の

観
点

か
ら

の
分

類

と
入

出
に
対

応
す
る

よ
う
に

、
柿
色

の
領
域

に
転
記

し
て
あ

り
ま
す

。
 

第
４

期
の

例
で
は

2
9
行

か
ら

3
0
行

の
間
の

太
い
濃

い
赤
線

が
通
常

の
発
生

主
義
の

記
録
を

キ
ャ

ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー

に
転
換

す
る
線

と
考
え

て
く
だ

さ
い
。

 

3
0
行
以

下
で
は
、

2
9
行

ま
で

の
色

の
薄

い
黄
色

の
資
産

の
項
目

で
は
、

期
間
中

の
資
産

の
増

加
が

キ
ャ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

上
は

資
金

の
流

出
の

増
加

に
な

る
の

で
、

プ
ラ

ス
マ

イ
ナ

ス
逆

に
転

記
し

ま
す
。

 

濃
い

黄
色

の
負

債
と

資
本

の
項

目
で

は
、

こ
れ

ら
の

期
間

中
の

増
加

は
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー

の
流

入
の
増

（
源
泉

）
で
す

の
で
、

プ
ラ
ス

マ
イ
ナ

ス
を
そ

の
ま
ま

転
記
し

ま
す
。

 

 
こ

れ
に

よ
っ

て
差

額
の

計
算

か
ら

、
柿

色
の

部
分

で
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
の

増
減

の
視

点

で
の

理
解
と

正
し
い

入
力
が

え
ら
れ

ま
す
。

 

５
．

こ
の

柿
色

の
部

分
の

数
値

を
、

そ
の

右
の

キ
ャ

シ
ュ

・
フ

ロ
ー

計
算

書
の

欄
に

集
め

る

と
、

間
接
法

の
キ
ャ

シ
ュ
・

フ
ロ
ー

計
算
書

が
得
ら

れ
ま
す

。
 

６
．
最
後

に
、
キ

ャ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー

の
合

計
欄
の

数
値
（
４

期
の
例

で
は
セ

ル
T5
0
）
が
、
左

上
の

差
額
欄

の
現
金

の
差
額
（

４
期
で

は
セ
ル

E
1
2
）
の

額
と
一

致
し
て

い
る
の

を
確
認

で
き
ま

す
。

（
第
２

の
計
算

の
自
己

検
証
機

能
で
す

。
）
 

以
上

の
テ

ン
プ

レ
ー

ト
で

は
各

期
の

実
績

に
対

応
し

て
自

動
的

に
作

ら
れ

る
よ

う
に

設
定

さ

れ
て

い
ま

す
が

、
キ

ャ
シ

ュ
・

フ
ロ

ー
計

算
書

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

次
期

の
計

画
に

利
用

す
る

に
は

、
こ

の
表

を
適

当
な

あ
い

た
と

こ
ろ

に
コ

ピ
ー

し
て

、
期

首
期

末
の

資
産

負
債

の
金

額
を

入
力

し
て
試

み
て
く

だ
さ
い

。
 

(
注

）
な

お
、
J
IC
P
A
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
で

は
利
益

の
法
人

税
部
分

は
未
払

い
の
法

人
税
と

し
て

計
上

す
る

こ
と

を
予

定
し

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

作
成

し
て

い
ま

す
が

、
わ

れ
わ

れ
の

シ
ス

テ
ム

で
は

法
人
税

は
そ
の

期
に
支

払
う
こ

と
に
し

て
い
る

の
で
、
そ

の
よ
う

に
修
正

し
て
い

る
ほ
か

、

よ
り

詳
細
に

す
る
な

ど
、
シ

ス
テ
ム

に
応
じ

た
改
善

を
し
て

い
ま
す

。
 

 Ⅲ
 

交
差
比

率
に

つ
い

て
 

交
差

比
率

は
、

我
が

国
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

領
域

で
開

発
さ

れ
た

商
品

の
採

算
性

を
計

る
指

標
と

し

て
利

用
さ
れ

て
い
ま

す
。
 

 
こ

の
た

め
に

、
我

が
国

の
会

計
の

分
野

で
は

ほ
と

ん
ど

注
目

さ
れ

ず
に

来
ま

し
た

が
、

よ
く

考
え

て
み

る
と

い
わ
ゆ

る
資
本

利
益
率

に
つ
い

て
の
デ

ュ
ポ
ン

・
モ
デ

ル
に
代
わ

る
重
要

な
内
容

を
持
っ

て
い
ま

す
。
 

 
こ

の
「

M
S
」

で
も

、
企

業
の

経
営

指
標

と
し

て
重

視
し

ま
す

。
そ

こ
で

こ
の

概
要

が
企

業
別

の
フ

ァ
イ

ル
の

「
交
差

比
率
に

つ
い
て

」
の
シ

ー
ト
に

あ
げ
て

い
ま
す

。
 

 
詳

細
は

、
Ｌ

Ｅ
Ｃ

会
計

大
学

院
紀

要
の

第
９

号
に

掲
載

し
た

高
田

と
小

林
の

共
同

論
文

「
交

差
比

率
の

新
た

な
位
置

づ
け
－

資
本
利

益
率
の

構
成
要

素
と
し

て
の
有

効
性
と

限
界
」

を
参
照

し
て
く

だ
さ
い

。
 

 
こ

の
資

本
利

益
率

モ
デ

ル
の

重
要

性
は

、
資

本
利

益
率

の
達

成
が

、
Ｃ

Ｍ
Ｏ

や
Ｃ

Ｆ
Ｏ

と
い

っ
た

各
職

能
領

域
別

の
業

績
に

関
連

づ
け

て
見

る
こ

と
が

で
き

る
点

に
も

あ
り

ま
す

。
こ

の
視

点
で

活
用

も
参

考
に

し
て

く
だ
さ

い
。
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Ⅳ
 

R
O
E
分

析
 

 
(
Ⅰ

)
 

要
点
 

利
益

の
重

要
な
影

響
パ
ラ

メ
ー
タ

で
あ
る

価
格
、
仕

入
量
、
営
業

員
人
件

費
、
広

告
費

な
ど
の

変
化
が

、

R
OE

の
構

成
要
素
で

あ
る
安

全
余
裕

率
、
交

差
比
率

、
在
庫

投
資
率

お
よ
び

１
＋
D
E
R
の

数
値
の
変

化
と
最

終
的

な
R
O
E
の

変
化
に

ど
の
よ

う
に
影

響
す
る

か
の
分

析
は
、

現
実
の

企
業
の

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
が

可

能
で

な
い
た

め
に
、
多

く
が
ブ

ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ

ク
ス
の
中

の
ま
ま

で
す
。
R
OE

へ
の

注
目
が

重
視
さ

れ
て
い

る
今

日
で
も

、
自
己

資
本
比

率
な
ど

の
部
分

的
な

R
O
E
の

改
善

策
が
注

目
さ
れ

る
に
と

ど
ま
り

、
上
述

の

各
パ

ラ
メ
ー

タ
の
影

響
の
仕

方
の
分

析
が
で

き
な
い

理
由
に

な
っ
て

い
ま
す

。
 

 
我

々
の

こ
の

「
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

」
の

授
業

科
目

（
以

下
、
「

M
S
」

と
略

称
。
）

の

企
業

モ
デ
ル

は
、
現
実

の
企
業

の
働
き

に
で
き

る
だ
け

近
い
形

で
そ
れ

な
り
の

成
果
を

上
げ
て

き
ま
し

た
。

そ
こ

で
こ
の

モ
デ
ル

を
利
用

し
て
、

R
O
E
へ

の
影
響
の

分
析
を

探
っ
て

み
よ
う

と
い
う

の
が
、

こ
の
「

R
O
E

分
析

」
で
す

。
 

こ
の
「

R
O
E
分
析

」
で

は
、「

M
S
」
で
使

用
し
て

い
る
モ

デ
ル
に

よ
っ
て

、
各

パ
ラ

メ
ー
タ

の
変
化

が
R
OE

の
4
つ
の

要
素

（
安

全
余
裕

率
、
交

差
比
率

、
在
庫

投
資
率

、
１
＋

D
E
R
）

の
変
化

に
ど

の
よ
う

に
影
響

す

る
か

、
そ
し

て
そ
れ

が
R
O
E
に

ど
の
よ

う
な
形

で
結
果

し
て
い

る
の
か

を
各
種

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
し

て

み
て

、
そ
こ

か
ら
何

ら
か
の

知
見
を

引
き
出

せ
な
い

か
を
試

み
ま
す

。
 

 
こ

れ
ら

の
パ

ラ
メ

ー
タ

の
影

響
は

企
業

状
況

等
に

よ
っ

て
一

様
で

は
な

い
よ

う
で

す
。

そ
こ

で
、
「

M
S
」

に
よ

っ
て

生
じ

た
各

企
業

の
数

値
に

よ
っ

て
分

析
し

、
そ

の
結

果
か

ら
何

ら
か

の
理

論
や

定
理

が
見

出
し

う
る

か
を
探

索
す
る

必
要
が

あ
り
ま

す
。
そ

こ
で
、

こ
の

R
O
E

分
析
で

は
、
各

企
業
の

企
業
別

の
入
力

値

と
そ

の
結

果
で

あ
る

財
務

数
値

を
取

り
込

ん
で

、
こ

れ
を

利
用

し
て

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

行
す

る

「
R
OE

シ
ミ

ュ
レ
ー

タ
」
シ
ー

ト
と
、
各

種
の
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
の
操

作
を
し

、
並

び
に

そ
の
結

果
を
ま

と
め

て
表
示

す
る
「

R
O
E
分
析

」
シ
ー

ト
が
基

本
に
な

っ
て
お

り
、
そ

の
分
析

の
た
め

に
一
応

「
グ
ラ

フ
」

シ
ー

ト
を
設

け
て
い

ま
す
。

 

そ
し

て
こ

の
「

R
OE

シ
ミ

ュ
レ
ー

タ
」
は
「
M
S
」
の
シ
ス

テ
ム
の

要
約
版

で
も
あ

る
こ
と

か
ら
公

開
し
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
こ

の
分

析
で

の
経

営
環

境
は

、
開

始
時

の
も

の
（

開
始

時
に

予
定

さ
れ

て
い

る
変

化
は

含
む

）
に
限

定
さ
れ

て
い
ま

す
か
ら

、
実
行

中
の
緊

急
経
営

情
報
（

Z
i
n
ge

r 
）
に

よ
る
環

境
変
化

の
数
値

に
は

対
応

し
て

い
ま

せ
ん

。
対

応
す

る
よ

う
に

作
る

こ
と

も
で

き
な

い
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
複

雑
に

な
り

す
ぎ
る

の
で
そ

の
労
は

執
っ
て

い
ま
せ

ん
。
 

 
こ

の
利

用
で

は
各

参
加

者
は

授
業

を
受

け
る

も
の

と
い

う
受

動
的

で
な

く
、

理
科

系
の

大
学

院
で

の
実

験
の

よ
う

に
、

各
自

の
創

造
的

な
努

力
を

発
揮

し
て

、
何

ら
か

の
形

の
新

し
い

知
見

を
う

る
研

究
活

動
の

訓
練

も
期
待

し
て
い

ま
す
。

 

 
（

Ⅱ
）

 
手
順

 

 
上

述
の

よ
う

に
こ

の
分

析
で

は
各

企
業

の
そ

れ
ま

で
の

数
値

を
使

用
し

ま
す

か
ら

、
結

果
は

各
企

業
で

異
な

り
ま

す
。

今
後

の
手

順
と

し
て

は
、

こ
れ

ら
の

数
値

を
ま

と
め

て
、

全
員

の
討

議
等

か
ら

何
ら

か
の

理
論

を
引
き

出
す
こ

と
が
で

き
れ
ば

と
期
待

し
て
居

ま
す
。

 

 

 
(
A
)
 

各
企

業
別

デ
ー

タ
の

取
り

込
み

 

 
今

回
か

ら
企

業
別

フ
ァ

イ
ル

に
配

置
し

ま
し

た
か

ら
、

各
企

業
の

財
務

数
値

は
「

財
務

諸
表

そ
の

他
」

と
「

入
力
表

」
の

シ
ー
ト

を
利
用

し
、
別

に
準
備

す
る
必

要
は
無

く
、
財

務
諸
表

等
か
ら

こ
の
「

R
O
E
分

析
」

シ
ー

ト
に
読

み
込
み

ま
す
。
R
OE

ア
ナ

ラ
イ
ザ

ー
と
し

て
独
立

し
て
利

用
す
る

場
合
に

は
、
分

析
で

利
用
す

る
財

務
諸
表

の
数
値

の
取
込

が
必
要

に
な
り

ま
す
。

 

 

 
(
B
)
 

「
R
O
E
分

析
」

シ
ー
ト

で
の

操
作

 

 
 

(
1)

 
 
構
成

 

こ
の

分
析

シ
ー
ト

は
、
次

の
４
つ

の
テ
ー

マ
の
実

行
か
ら

構
成
さ

れ
て
い

ま
す
。
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①

 
目
標

値
の
テ

ス
ト
・

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
。

 

 
②

 
単
一

の
パ
ラ

メ
ー
タ

値
変
化

の
RO
E
へ
の

影
響
の
算

定
。
 

 
③

 
パ
ラ

メ
ー
タ

の
一
連

の
範
囲

の
変
化

に
よ
る

影
響
を

連
続
し

て
算
定

。
 

 
④

 
あ
る

目
標

R
OE

を
達

成
す
る

に
必
要

な
各
パ

ラ
メ
ー

タ
の
変

化
値
の

算
定
。

 

 
し

か
し
こ

れ
ら
の

実
行
は

一
部
重

複
し
,
後
述

の
理
由

か
ら

E
X
C
EL

の
反

復
計
算

回
数
を

変
え
る

必
要
が

生
じ

ま
す
か

ら
、
こ

れ
ら
を

含
め
て

シ
ー
ト

の
上
で

は
手
順

を
次
の

様
に
ま

と
め
て

い
ま
す

。
 

 
①

 
分
析

す
る
期

の
デ
ー

タ
の
取

込
 

 
②

 
計
算

反
復
回

数
の
変

更
。
 

 
以

上
が
い

わ
ば
準

備
段
階

で
す
が

、
こ
れ

に
続
い

て
、
 

③
 

目
標

値
の
テ

ス
ト
・

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
 

 
④

 
各

パ
ラ

メ
ー

タ
の

変
化

の
影

響
の

算
定

 
単

一
パ

ラ
メ

ー
タ

の
影

響
あ

る
い

は
複

数
の

パ
ラ

メ
ー

タ
の

複
合
的

な
結
果

の
算
定

 

 
⑤

 
パ
ラ

メ
ー
タ

の
設
定

範
囲
の

連
続
的

変
化
の

算
定
 

 
以

上
の
③

か
ら
⑤

に
よ
る

各
時
点

の
財
務

諸
表
の

状
況
が
「

R
OE

分
析
」
シ
ー

ト
の

A
A
列

よ
り
右
の
「
財

務
諸

表
領
域

」
に
表

示
さ
れ

ま
す
。

 

 
⑥

 
算
定

結
果
の

転
記
保

存
。
 

 
こ

の
内

の
③

の
目

標
値

の
テ

ス
ト

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
は

、
単

独
で

も
利

用
で

き
ま

す
が

、
④

と
⑤

の
純

利
益

の
影

響
を

算
定

す
る

際
の

計
算

に
必

要
な

部
分

を
処

理
す

る
に

も
利

用
し

て
い

ま
す

。
し

た
が

っ
て

こ
の
部

分
の

J
4
と

P
3
か

ら
P5

の
セ

ル
は
各

種
の
実

行
に
先

だ
っ
て

０
(
ゼ
ロ

)
に
な

る
よ
う
に

処
理

し
て

い
ま
す

。
 

 

 
 

(
2)

 
各
手

順
の
説

明
 

 
①

 
分

析
期

の
入

力
と

「
適

用
期

の
数

値
の

取
り

込
み

」
ボ

タ
ン

に
よ

る
9
,
1
0
お

よ
び

2
1
、

2
2

行
の

数
値
の

表
示

と
取

込
時

お
よ

び
シ

ー
ト

の
左

上
の

部
分

で
の

仕
入

の
修

正
時

の
財

務
諸

表
の

表
示

。
 

 
セ

ル
F
3
(以

下
、

F
3
と
の

み
表

示
)
に
分
析

す
る
期

を
入
力

し
て
、
「
適

用
期

の
数

値
の

取
込

み
」

ボ
タ

ン
を

ク
リ
ッ

ク
す
る

と
、
９

行
の

J
9
か
ら

S
9
の

セ
ル

に
そ
の

期
の
主

要
な
入

力
値
が

取
り
込

ま
れ
、

取

込
時

の
R
OE

お
よ
び

そ
の
構

成
各
要

素
の
数

値
が

1
9
行

に
表
示

さ
れ
ま

す
。
 

し
か

し
こ

の
数
値

は
「
M
S」

の
実

行
で
の

数
値
で

す
か
ら

、
「

MS
」
で

の
経
営

環
境
の

設
定
状

況
に
応

じ

て
、

仕
入

不
足

に
よ

る
緊

急
仕

入
を

含
ん

だ
り

含
ま

な
か

っ
た

り
し

、
ま

た
過

大
な

仕
入

に
よ

る
期

末
の

特
別

減
耗

も
設

定
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
特

に
緊

急
仕

入
無

し
の

経
営

環
境

設
定

で
は

仕
入

不
足

が
あ

る
と

十
分

な
販

売
能

力
を

発
揮

し
ま

せ
ん

。
こ

う
し

た
状

況
で

各
パ

ラ
メ

ー
タ

の
変

化
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

し
た

の
で

は
適

切
な

影
響

が
期

待
で

き
ま

せ
ん

か
ら

、
仕

入
量

を
十

分
な

数
量

に
修

正
し

、
特

別
減

耗
が

あ
る
場

合
も
そ

れ
を
修

正
し
て

お
く
必

要
が
あ

り
ま
す

。
 

こ
の

仕
入

量
と
特

別
減
耗

を
修
正

し
た
各

数
値
が

1
0
行
に

、
そ
の

数
値
に

よ
る

R
O
E
そ

の
他

が
2
2
行

に
算

定
表
示

さ
れ
ま

す
。
ま

た
こ
の

時
の
財

務
諸
表

が
A
A
３

以
下
の

財
務

諸
表
に

表
示
さ

れ
ま
す

。
こ
れ

は
緊

急
仕

入
無

し
の

場
合

に
は

非
常

に
重

要
に

な
り

ま
す

が
、

緊
急

仕
入

あ
り

の
場

合
に

も
、

緊
急

購
入

プ
レ

ミ
ア
ム

の
影
響

を
除
く

に
も
必

要
に
な

り
ま
す

。
(
シ

ー
ト

の
各
セ

ル
の
コ

メ
ン
ト

で
も
、

適
時
に

説

明
し

て
い
ま

す
。
)
 

ま
た

後
に

説
明
す

る
必
要

か
ら
、

こ
の
段

階
で
反

復
回
数

を
、
1
,0
0
0
回

、
変

化
の
最

大
値
を

0
.
0
1
に

設
定

し
て
い

ま
す
。

 

 
②

 
E
X
C
E
L
の

反
復

計
算
回

数
変

更
 

価
格

変
化

、
広
告

費
の
変

化
お
よ

び
営
業

員
人
件

費
の
変

化
に
よ

っ
て
、

純
利
益

や
R
O
E
が
ど

の
よ
う

に
変

化
す

る
か

の
分

析
で

は
、

こ
れ

ら
の

パ
ラ

メ
ー

タ
の

影
響

が
線

型
で

設
定

さ
れ

て
い

な
く

、
計

算
処

理
も

複
雑

に
な

っ
て

一
回

の
計

算
に

も
時

間
が

掛
か

り
ま

す
。

そ
し

て
時

に
は

パ
ラ

メ
ー

タ
変

化
に

よ
っ

て
予

定
し
た

利
益
目

標
が
達

成
で
き

な
い
場

合
や
、
R
O
E
へ

の
影

響
の
計
算

が
延
々

と
続
き

途
中
で

終
わ
ら
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な
い

問
題
が

生
じ
ま

す
。
そ

こ
で
こ

れ
に
対

応
す
る

措
置
が

必
要
に

な
り
ま

す
。
 

そ
の

処
置

の
一

つ
と

し
て

、
計

算
の

反
復

回
数

と
変

化
の

最
大

値
を

状
況

に
応

じ
て

妥
当

な
数

値
を

選

択
び

ま
す
。

こ
の

R
O
E

分
析
で

は
、
反

復
計
算

回
数
が

少
な
す

ぎ
て
も

十
分
な

結
果
に

収
斂
し

な
く
、

ま

た
多

す
ぎ
て

も
R
O
E
へ

の
影

響
の

算
定
が

延
々
と

続
き
、

途
中
で

停
止
で

き
な
い

こ
と
が

生
じ
ま

す
。

し

か
し

R
O
E

分
析

で
は
十

二
分
に

収
斂
し

た
解

ま
で

求
め
る

必
要
は

な
く
、

近
似
値

で
十
分

な
こ
と

が
多
い

の
で

、
後

述
の

広
告

費
関

連
以

外
で

は
小

数
点

以
下

多
く

の
桁

数
の

数
値

は
必

要
な

い
の

で
、

分
析

に
先

立
っ

て
繰
り

返
し
回

数
を

1
,
0
0
0
回
、

変
化
の

最
大
値

を
0
.0
1
に

設
定
し

て
い
ま

す
。
広

告
費
の

分
析
で

は
反

復
計
算

回
数
を

3
0
,
00
0
回

に
設
定

し
ま

す
。
こ

れ
ら

は
A
c
t
i
v
e
X
の
「

影
響

値
の

測
定

」
ボ

タ
ン

に

よ
る

実
行
で

は
設
定

変
更
も

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

含
ま

れ
て

い
ま

す
。

 

 

③
 

テ
ス
ト

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
（

シ
ー

ト
K
2
か

ら
S
6
の

領
域
）

 

こ
こ

で
は

、
価

格
変

化
、

広
告

費
の

変
化

お
よ

び
営

業
員

人
件

費
の

変
化

に
よ

っ
て

期
待

す
る

純
利

益

が
達

成
で
き

る
か
を

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
し

ま
す
。

 

こ
れ

ら
の

価
格
変

化
以
下

の
パ
ラ

メ
ー
タ

は
、
そ
れ

ぞ
れ
に

設
け
ら

れ
た
数

式
モ
デ

ル
（

こ
れ

ら
は
「
M
S
」

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
説

明
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

線
型

で
は

な
い

こ
と

に
注

意
）

に
よ

っ
て

利
益

へ
の

影
響

が
算

定
さ

れ
ま

す
か

ら
、

時
に

は
こ

れ
ら

の
パ

ラ
メ

ー
タ

の
変

化
に

よ
っ

て
は

目
標

利
益

が
達

成
で

き
な

い
場

合
が
生

じ
ま
す

。
 

そ
こ

で
パ

ラ
メ
ー

タ
の
変

化
に
よ

っ
て
目

標
利

益
や

目
標

R
O
E
が

達
成

で
き

る
状

況
に

あ
る

か
を

確
か

め
、

目
標

が
達

成
で

き
な

い
場

合
に

は
、

ど
こ

ま
で

目
標

に
接

近
し

う
る

か
を

探
索

す
る

領
域

と
し

て
設

け
て

い
る
の

が
、
こ

の
目
標

値
の
テ

ス
ト
・

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
で

す
。
 

こ
の

部
分

の
利
用

で
は
、

ゴ
ー
ル

シ
ー
ク

や
ソ
ル

バ
ー
と

い
っ
た

E
XC
E
L
に

準
備

さ
れ

た
手
段

で
は
有

効
に

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
で

き
な
い

こ
と
が

明
確
に

な
っ
た

の
で
、
3
訂

版
以
降

は
こ

れ
ら

の
利
用

は
一
部

に
止

め
て

、
多

く
の

部
分

で
計

算
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

っ
て

結
果

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

改
訂

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

に
伴

っ
て

様
式

等
が

一
部

変
わ

っ
て

い
ま

す
が

、
今

回
の

も
の

が
一

応
最

終
版

と
考

え
て

い
ま

す
。
。
 

こ
の

目
標

値
の
テ

ス
ト
領

域
で
は

、
ま
ず

純
利
益

目
標

M
4
を

と
る
か
、

あ
る
い

は
目
標

R
O
E
の

N
4
を

選
ぶ

か
を

a
か

b
で

選
択
し
て

L
3
に
指
定

し
、
M
5
あ
る

い
は

N
5
に
目

標
値
を

入
力
し

、
次
に

変
化
さ

せ

る
パ

ラ
メ
ー

タ
の
選

択
で

Q
3
か

ら
Q
５

の
い
ず

れ
か
に

す
る
か

を
O
4
に

番
号
表

示
し
て

、
S
5
に
変
化

額

（
価

格
の
場

合
は
１

円
、
広
告

費
や
人

件
費
の

場
合
は

1
0
,
00
0
か
ら

1
0
0
,0
0
0
円

位
）
を
入

力
し
て

、
R
4

に
あ

る
A
c
ti
v
e
X

の
「

目
標
値

の
探
索

」
ボ
タ

ン
を
ク

リ
ッ
ク

し
て
く

だ
さ
い

。
簡

単
に

結
果
が

え
ら
れ

ま
す

。
以
前

の
ゴ
ー

ル
シ
ー

ク
を
利

用
し
て

い
た
場

合
の
よ

う
に
も

た
つ
く

こ
と
は

あ
り
ま

せ
ん
。
な

お
、

N
3
か

ら
N
5
の
セ
ル

は
計
算

や
結
果

の
転
記

に
必
要

に
な
る

も
の
で

す
か
ら

、
こ
れ

ら
に
触

れ
な
い

で
く
だ

さ
い

。
 

な
お

、
こ
れ

ら
の

パ
ラ

メ
ー

タ
の

変
化

に
よ

っ
て

あ
る

目
標

値
が

ぴ
っ

た
り

に
達

成
で

き
る

こ
と

は
ま

れ
で

す
か
ら

、
目
標

値
以
上

に
な
っ

た
値
が

N
4
と

N
5
に

示
さ

れ
ま
す

。
ま
た

目
標
値

が
こ
れ

ら
の
パ

ラ

メ
ー

タ
変
化

に
よ
っ

て
達
成

で
き
な

い
場
合

に
は
、
可

能
な
限

り
近
づ

い
た
変

化
額
が

O
3
・
O
5
に
、
そ

の

結
果

の
目
標

値
が

M
4
・

N
4
に
示

さ
れ
ま

す
。
 

  
④

 
パ

ラ
メ

ー
タ

変
化
に

よ
る

R
O
E
等

の
比

率
へ

の
影

響
の

測
定

(
シ

ー
ト

8
行

か
ら

1
7
行

)
 

 
「

R
O
E
分
析
」

シ
ー

ト
の

1
5
行

に
あ

る
売
上

高
以
下

の
各
数

値
の
利

益
へ
の

影
響
は

、
あ
る

％
変
化

に

つ
い

て
の
数

値
を
単

独
に

算
定

す
る

場
合
と

、
マ
イ

ナ
ス

1
0
％

か
ら
プ

ラ
ス

1
0％

ま
で

な
ど
の

範
囲

に
つ

い
て

一
括
算

定
す

る
場
合
と

を
準
備

し
て
い

ま
す
。

 

任
意

の
パ

ラ
メ
ー

タ
の
単

独
の
影

響
を
算

定
す
る

場
合
に

は
、
1
5
行

の
黄

色
の

I
1
5
か

ら
T
1
5
の

任
意

の
箇

所
に
±

の
％

で
変

化
率
を

入
力
し

て
、
B
９

の
「
影

響
値

の
算
定

」
ボ

タ
ン

を
ク
リ

ッ
ク
す

る
と
、
そ

の
結

果
が

2
3
行

の
J
列

か
ら

R
列

ま
で
に

表
示

さ
れ
る

と
共
に

、
3
4
行

以
下
の

結
果

の
記

録
欄
に

転
記
さ

れ
ま

す
。
な

お
、
一
つ

以
上
の

項
目
に

つ
い
て

変
化
率

を
入
力

し
た
場

合
に
は

、
H
1
4
に

そ
の
項
目

数
を
入

46
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力
し

て
ボ
タ

ン
を
ク

リ
ッ
ク

す
れ
ば

、
そ

の
複
合

的
結
果

が
23

行
に
表

示
さ

れ
る
が

、
こ

の
場
合

に
は

E
3
6

以
下

の
「

結
果

の
記

録
」

で
の

変
化

項
目

と
変

化
率

の
欄

は
空

欄
に

な
り

ま
す

。
こ

の
場

合
に

は
変

化
項

目
等

の
記
録

の
必
要

は
少
な

い
と
予

想
さ
れ

る
の
で

、
こ
う

し
た
処

理
に
し

て
い
ま

す
。
 

こ
の

「
影

響
値

の
測

定
」

で
は

入
力

し
た

％
の

利
益

額
が

正
確

に
達

成
さ

れ
る

よ
う

な
価

格
や

広
告

費

や
人

件
費
は

得
ら
れ

な
い
こ

と
が
多

い
で
す

か
ら
、
得

ら
れ
た

2
3
行

の
各

種
の
比

率
は
達

成
す
る

べ
き
利

益
額

の
比

率
を

越
え

る
と

そ
こ

で
計

算
を

終
わ

り
、

満
た

せ
な

い
場

合
は

一
番

目
標

に
近

く
な

っ
た

と
こ

ろ
で

終
了
し

ま
す
。

し
た
が

っ
て
達

成
で
き

る
場
合

で
も
近

似
値
で

終
わ
っ

て
い
ま

す
。
こ

の
た
め

に
3
6

行
以

下
の
結

果
の
表

示
で
は

1
5
行

の
入
力
値

と
と
も

に
、
F
列

に
こ
れ

ら
価
格

や
広
告

費
や
人

件
費
の

場

合
に

は
そ
の

変
化
額

を
表
示

す
る
よ

う
に
し

て
い
ま

す
。
 

一
般

的
に

目
標

変
化

の
可

能
性

は
限

ら
れ

て
い

る
の

で
、

大
き

な
変

化
を

設
定

す
る

と
有

効
な

分
析

が

行
わ

れ
な
い

と
考
え

て
く
だ

さ
い
。
こ

の
た
め

に
16

行
に

一
応
の

目
標
変

化
の
幅

の
目
安

を
表
示

し
て
い

ま
す

。
目

標
が

高
す

ぎ
た

り
低

す
ぎ

る
と

、
指

定
し

た
パ

ラ
メ

ー
タ

の
変

化
で

は
目

標
が

達
成

で
き

な
い

場
合

が
多
発

し
ま
す

。
こ
の

場
合
に

は
結
果

の
表
示

の
純
利

益
値
あ

る
い
は

R
OE

値
が
目

標
に
達

成
し
て

い
な

い
こ
と

に
よ
っ

て
読
み

取
っ
て

下
さ
い

。
 

こ
の

範
囲

が
限

ら
れ

る
理

由
に

つ
い

て
は

、
限

界
利

益
率

で
は

指
定

さ
れ

た
限

界
利

益
率

に
変

化
す

る

よ
う

に
価

格
を

変
え

ま
す

が
、

１
％

程
度

の
限

界
利

益
率

の
変

化
も

1
0

円
以

上
の

価
格

変
化

に
な

り
、

0
.1

％
と

言
っ

た
小

数
点

以
下

３
桁

の
限

界
利

益
率

の
変

化
で

も
価

格
の

１
円

の
変

化
以

上
の

変
化

に
な

り
ま

す
。
さ

ら
に

0
.
0
1
％
と
言

っ
た
変

化
の
設

定
で
は

１
円
以

上
の
価

格
の
変

化
に
な

ら
ず
に

、
結
局

結

果
に

影
響
し

な
い
こ

と
も
生

じ
る
点

に
注
意

し
て
下

さ
い
。
ま

た
価
格

が
最
有

利
価
格

に
近
い

場
合
に

は
、

価
格

変
化
に

よ
っ
て

利
益
改

善
が
で

き
ま
せ

ん
。
 

ま
た

広
告

費
と

人
件

費
の

変
化

に
よ

る
純

利
益

増
の

目
標

で
は

、
こ

れ
ら

の
パ

ラ
メ

ー
タ

の
影

響
が

線

型
で

は
な

い
の

で
、

パ
ラ

メ
ー

タ
が

最
有

利
値

に
近

い
場

合
に

は
少

し
の

目
標

変
化

で
も

達
成

で
き

な
い

場
合

が
多

く
生

じ
ま

す
。

価
格

や
広

告
費

、
人

件
費

に
つ

い
て

は
前

述
し

ま
し

た
が

、
そ

の
他

に
つ

い
て

触
れ

て
お
き

ま
し
ょ

う
。
 

自
己

資
本

の
増

減
で

は
自

己
資

本
の

増
加

は
増

資
に

よ
り

減
少

は
自

己
株

式
の

取
得

に
よ

り
ま

す
が

、

発
行

株
式

数
と

期
末

現
金

が
制

約
に

な
り

ま
す

か
ら

、
１

％
程

度
の

減
少

で
も

金
額

的
に

は
大

き
く

な
る

点
に

注
意
し

て
く
だ

さ
い
。

期
末
現

金
の
不

足
の
場

合
は
結

果
表
示

の
O

列
に
そ

の
旨
を

示
す
よ

う
に
し

て
あ

り
ま
す

。
 

 
R
列
い

か
の
総
資

本
の
増

減
の
内

の
借
入

金
に
よ

る
場
合

に
は
、
借

入
金

が
不
足

す
る
場

合
に
は

そ
れ
以

上
の

総
資
本

の
減
少

は
で
き

ま
せ
ん

。
借

入
金

が
不
足

す
る
場

合
も

O
列
に
 
そ
の

旨
を
表

示
す
る

よ
う
に

し
て

あ
り
ま

す
。
 

 
増

資
に
よ

る
総
資

本
の
増

加
は
説

明
は
不

要
で
し

ょ
う
が

、
減

少
は

自
己
株

の
取
得

に
よ
り

ま
す
か

ら
、

上
述

の
発
行

株
式
数

と
期
末

現
金
の

制
約
が

生
じ
ま

す
。
 

 
ま

た
自
己

資
本
と

他
人
資

本
の
所

定
比
率

に
よ
る

総
資
本

の
増
減

の
場
合

は
、
U
1
7
と

U
1
8
に
そ

の
比
率

を
入

浴
し
て

く
だ
さ

い
。
 

  
 

⑤
 

一
連

の
範

囲
に

つ
い

て
の

一
括

算
定

(
シ

ー
ト

B
2
0
か

ら
F
2
5
) 

 
先

の
③
で

挙
げ
た

セ
ル

I
1
5
か

ら
T
1
5
ま

で
の
項

目
の
変

化
は

R
O
E
と

そ
の

要
素
の

計
算
の

変
数
と

な

る
も

の
を

取
り

あ
げ

て
い

る
が

（
「

企
業

別
フ

ァ
イ

ル
」

の
「

交
差

比
率

に
つ

い
て

」
シ

ー
ト

参
照

｝
、

こ

れ
ら

は
多

く
の

場
合

に
「

単
独

の
変

化
値

」
の

影
響

よ
り

も
「

あ
る

範
囲

の
変

化
」

に
つ

い
て

見
た

方
が

有
効

と
予

想
さ

れ
ま

す
。

そ
こ

で
上

の
③

の
単

一
の

変
化

の
影

響
の

計
算

を
範

囲
の

変
化

の
計

算
に

拡
大

し
た

の
が
、

A
2
0
か
ら

E2
2
の

部
分

の
「
一

連
％
実

行
」
で

す
。
 

 
こ

の
一
括

算
定
で

は
、
I1
5
か
ら

T
1
5
迄
の

セ
ル
に

は
入
力

し
な
い

。
代

わ
り
に

C
2
3
に

算
定

す
る
範

囲

の
最

小
％
、

C
2
4
に

最
大

％
、

C
25

に
ス

テ
ッ
プ

の
大
き

さ
を
入

力
し
て

そ
の
上

の
「
一

連
実
行

」
の
ボ

タ

ン
を

ク
リ
ッ

ク
す
る

と
、
そ

の
項
目

の
一
連

の
結
果

が
2
3
行

に
現

れ
る
と

共
に

3
6
行

以
下
に
転

記
さ
れ
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ま
す

。
 

 
こ

の
一

連
％

実
行

で
は

、
売

上
高

や
限

界
利

益
率

の
変

化
で

は
一

瞬
で

計
算

を
完

了
し

ま
す

。
純

利
益

変
化

で
は
複

雑
な
計

算
処
理

が
必
要

に
な
る

た
め
に

以
前
の

版
で
は

時
間
が

掛
か
か

り
ま
し

た
が
、
3
訂

版

以
降

で
は

ゴ
ー

ル
シ

ー
ク

を
利

用
し

な
い

よ
う

に
し

た
の

で
、

計
算

が
早

く
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
れ

で
も

多
少

時
間
が

掛
か
る

こ
と
が

あ
る
の

で
、
1
5
行

の
当
該
パ

ラ
メ
ー

タ
の
セ

ル
に
現

在
何
％

の
変
化

に
つ
い

て
算

定
中
か

を
表
示

す
る
方

法
を
引

き
継
い

で
い
ま

す
。
 

 
ま

た
目

標
の

テ
ス

ト
・

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
触

れ
た

よ
う

に
価

格
変

化
、

広
告

費
変

化
あ

る
い

は
人

件
費

変
化
に

よ
っ
て

は
目
標

の
利
益

額
が
正

確
に
達

成
で
き

な
い
場

合
が
多

い
で
す

が
、
3
6
行

以
下
の

結

果
の

転
記

欄
で

パ
ラ

メ
ー

タ
の

％
変

化
に

伴
っ

て
各

比
率

が
ど

の
様

に
変

化
し

て
い

る
か

を
観

察
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

さ
ら

に
細

か
い

変
化

に
し

て
く

だ
さ

い
。

特
に

％
変

化
に

応
じ

て
結

果
が

変
わ

っ
て

い
な

い
場

合
に

は
、

パ
ラ

メ
ー

タ
変

化
に

よ
っ

て
目

標
値

に
達

し
え

な
い

の
で

そ
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
で

す
か

ら
、

範
囲

を
狭

め
た

り
、

変
え

た
り

し
て

実
行

し
て

く
だ

さ
い

。
た

と
え

ば
先

に
１

％
ス

テ
ッ

プ
に

し
て

い
た

の
を

0
.
1
％

ス
テ
ッ

プ
に

代
え

る
と

言
っ

た
変

更
を

し
て

分
析

す
る

な
ど

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
ま

た
、
こ

れ
ら
の

一
連
の

実
行
で

は
適
用

範
囲
は

広
す
ぎ

る
と
適

切
な
答

え
が
出

な
い
の

で
、
（

そ
の

理

由
は

パ
ラ
メ

ー
タ
の

計
算
内

容
に
よ

っ
て
異

な
り
ま

す
。
）
1
6
行

に
大

凡
の

適
切
な

範
囲
を

示
し
て

お
き
ま

し
た

か
ら

、
参

考
に

し
て

下
さ

い
。

な
お

、
当

然
で

す
が

、
増

資
や

自
己

株
式

の
取

得
に

よ
る

自
己

資
本

の
変

化
や

総
資

本
変

化
で

は
、

安
全

率
や

交
差

比
率

は
変

化
し

ま
せ

ん
。

こ
れ

ら
も

一
連

の
結

果
か

ら
確

認
で

き
ま
す

。
 

 
な

お
こ
の

部
分
で

、
I
2
3
の

セ
ル

は
連
続

実
行

の
場
合

に
変

化
率

を
代

入
す

る
セ

ル
で

す
か
ら
、
こ

れ
に

は
触

れ
な
い

よ
う
に

し
て
く

だ
さ
い

。
 

  
⑥

 
目

標
RO

E
を

達
成

す
る

に
必

要
な

各
パ

ラ
メ

ー
タ

の
変

化
の

算
定

(
シ

ー
ト

2
6
行

か
ら

3
0
行

)
 

 
上

の
⑤
迄

で
は
、

各
パ
ラ

メ
ー
タ

の
変
化

が
R
O
E
や

そ
の
構

成
要
素

に
ど
れ

ほ
ど
影

響
す
る

か
の
観

点

で
算

定
し
て

い
ま
す

。
 

 
し

か
し
こ

れ
で
は

、
R
O
E
へ

の
影
響

の
大
き

さ
の
パ

ラ
メ
ー

タ
間
の

比
較
に

は
不
便

で
す
。
そ

こ
で
一

定

の
R
O
E

を
達
成

す
る
に

必
要
な

各
パ
ラ

メ
ー
タ

の
変
化

率
の
大

き
さ
を

比
較
で

き
る
よ

う
に
し

た
の
が

こ

の
「

目
標

R
OE

を
達

成
す

る
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
」

で
す
。

 

 
こ

こ
で
は

G
2
9
を

目
標
セ

ル
に
し

て
変
化

さ
せ
る

セ
ル
の

代
入
セ

ル
に

G
3
0
を

予
定
し

て
、
こ

の
G
3
0

に
2
8
行

の
J
2
8
の

売
上

高
以
下
を

順
次
代

入
し
て

全
体
の

変
化
率

を
順
次

算
定
す

る
よ
う

に
プ
ロ

グ
ラ
ム

し
て

あ
り
ま

す
。
し

た
が
っ

て
目
標

R
O
E
を

G
2
9
に
入
力

し
、
G
3
0
と

G
3
１

に
は
決

し
て

触
れ
な

い
で
く

だ
さ

い
。
以

上
の
後

に
「
目

標
R
OE

達
成
率

算
定
」

の
ボ
タ

ン
を
ク

リ
ッ
ク

す
れ
ば

、
そ
の

結
果
が

2
9
行

で
算

定
さ
れ

、
Q
3
5
以

下
の
部

分
に
転

記
さ
れ

ま
す
。

 

 
こ

の
部
分

の
計
算

で
は
、

売
上
高

の
変
化

以
外
で

は
目
標

R
O
E
を

達
成

で
き
な

い
ケ
ー

ス
が
生

じ
、
ゴ

ー
ル

シ
ー

ク
で

は
無

駄
な

計
算

を
繰

り
返

す
原

因
に

な
っ

て
い

ま
し

た
が

、
ゴ

ー
ル

シ
ー

ク
が

適
切

に
対

応
で

き
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

利
用

し
な

く
、

計
算

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

大
幅

に
変

更
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

達
成
で

き
る
限

度
の

R
O
E

が
迅
速
に

算
定

で
き
る

よ
う
に

な
っ
て

い
ま
す

。
こ
の

達
成
で

き
る

R
O
E

の
限

度
と
そ

の
パ
ラ

メ
ー
タ

の
変
化

率
が

Q
35

以
下
の

部
分

に
転
記

さ
れ
ま

す
。
 

 
ま

た
,
こ

う
し

た
目
標

R
OE

が
そ
の

状
況
の

経
営
環

境
で
は

達
成
で

き
な
い

こ
と
を

強
調
す

る
た
め

に
、

達
成

限
度
の

R
O
E
が

目
標

R
OE

に
達

し
な
い
場

合
に
は

、
P
3
6
以
下

の
結
果
表

示
領
域

で
は
、
そ
の

パ
ラ
メ

ー
タ

の
部
分

を
緑

色
に

し
て

識
別

で
き
る

よ
う
に

し
て
い

ま
す
。

 

 
ま

た
,
こ

れ
ら

で
は
解

が
え
ら

れ
て
い

て
も
、

R
O
E
以
下

の
数
値

が
変
化

し
て
い

な
い
よ

う
に
見

え
る
場

合
も

あ
り
ま

す
が
、

こ
れ
は

こ
れ
ら

の
パ
ラ

メ
ー
タ

の
変
化

が
R
O
E
以

下
の
数

値
の
表

現
範
囲

内
で
は

変

わ
ら

な
い
こ

と
を
意

味
し
て

い
ま
す

。
誤
り

で
は
あ

り
ま
せ

ん
。
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（

3
）

パ
ラ
メ

ー
タ

の
変
化

の
実
現

方
法
に

つ
い
て

の
仮
定

 

 
1
5
行
の

各
変

化
の

R
O
E
等
へ

の
影
響

を
算
定

で
は
、

い
く
つ

か
の
仮

定
が
置

か
れ
て

い
ま
す

。
こ
れ

に

つ
い

て
概
説

し
て
お

き
ま
す

。
 

 
①

 
売

上
高

の
変

化
は

シ
ス

テ
ム

で
予

定
し

て
い

る
一

人
当

た
り

販
売

量
が

増
加

す
る

も
の

と
し

て
算

定
し

ま
す

。
こ

の
販

売
量

自
体

が
い

く
つ

か
の

要
因

の
結

果
で

あ
る

こ
と

は
マ

ニ
ュ

ア
ル

で
説

明
し

て
い

る
通

り
で

す
が

、
こ

こ
で

の
測

定
で

は
一

人
当

た
り

販
売

量
の

段
階

で
増

加
す

る
も

の
と

し
て

計
算

し
ま

す
。
し

か
し
一

人
あ
た

り
の
販

売
量
は

こ
の
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

2
5
頁
の

24
行
目

に
述

べ
て

い
る
よ

う
に
,
価

格
と

営
業
員

数
に
よ

っ
て
決

ま
り
ま

す
。
し

か
し
こ

の
R
O
E
分

析
で
は

売
上
高

の
変
化

が
R
OE

な
ど

に
ど

の
よ

う
に

影
響

す
る

か
を

算
定

し
、

こ
の

際
そ

の
変

化
が

達
成

で
き

る
か

は
直

接
に

は
問

題
に

し
て

い
ま

せ
ん

。（
モ
デ
ル

を
さ
ら

に
複
雑

に
す
れ

ば
そ
れ

も
取
り

込
め
ま

す
が
、
そ

の
労

は
執
っ

て
は
い

ま
せ
ん

。
）

 

し
た

が
っ

て
I
1
5
の
セ

ル
で
売
上

高
の

2
5
％
増

と
し
て

R
O
E
の

変
化

を
見

る
際

に
は
、

そ
の
企

業
状
態

で
こ

の
2
5
％
増

が
達
成

で
き
る

と
は
限

ら
な
い

こ
と
に

注
意
す

る
必
要

が
あ
り

ま
す
。

あ
る
期

の
営
業

人

数
で

価
格

を
い

く
ら

に
し

て
も

一
人

あ
た

り
販

売
量

で
達

成
で

き
る

数
値

は
限

ら
れ

て
い

る
か

ら
、

売
上

高
の

2
5
％

増
は

実
現
で

き
る
数

値
で
な

い
こ
と

が
あ
り

得
る
の

で
す
。

要
す
る

に
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
の

結
果

と
、

そ
れ

が
現

実
に

実
現

で
き

る
か

と
は

、
別

の
問

題
で

あ
る

こ
と

が
多

い
点

も
学

ん
で

お
く

必
要

が
あ

り
ま
す

。
こ
こ

で
も
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
し
た

結
果
の

R
O
E
以

下
の

数
値
が

実
現
で

き
る
こ

と
を
保

証
す

る
も
の

で
は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

そ
こ

で
目

標
R
O
E
が

売
上
高
の

変
化
に

よ
っ
て

達
成
可

能
な
状

況
に
あ

る
か
否

か
を
テ

ス
ト
し

確
認
す

る
箇

所
を

U
2
か

ら
Y6

の
部
分

に
設
け

て
あ
り

ま
す
。

 

 
②

 
限

界
利

益
率

を
変

化
さ

せ
る

設
定

で
は

、
こ

れ
は

価
格

を
上

げ
る

か
仕

入
れ

価
格

を
下

げ
る

な
ど

に
よ

っ
て
変

動
費
が

下
が
る

場
合
に

生
じ
ま

す
が
、
J
1
5
の

限
界

利
益
額

の
変
化

で
は
価

格
を
変

化
さ
せ

て

対
応

す
る

も
の

と
し

て
計

算
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

価
格

変
化

に
よ

っ
て

所
定

の
限

界
利

益
率

変
化

を
得

る
こ

と
は

、
価

格
弾

力
性

の
特

徴
の

た
め

非
常

に
複

雑
な

計
算

に
な

り
、

正
確

に
は

多
く

の
計

算
が

必
要

で
す

。
そ

こ
で

価
格

の
影

響
以

外
に

特
に

限
界

利
益

率
の

変
化

を
広

い
範

囲
に

つ
い

て
算

定
す

る
必

要
は

少
な

い
の

で
、

狭
い

範
囲

で
妥

当
す

る
よ

う
に

し
か

設
定

し
て

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

他
こ

の
限

界
利

益
率

の
変

化
に
つ

い
て
は

大
き
く

シ
ス
テ

ム
に
依

存
し
ま

す
。
 

こ
れ

に
対

し
て

2
8
行

の
目
標

R
O
E
を

達
成

す
る

変
動
費

変
化
で

は
、
仕

入
原
価

が
変
化

す
る
こ

と
を
想

定
し

て
い
ま

す
。
し
た

が
っ
て

こ
の
場

合
に
も

,
変

動
費
の

削
減
で

可
能
で

あ
る
か

は
問
題

に
し
て

い
ま
せ

ん
。

 

 
③

 
純
利

益
の
変

化
で
は

、
15

行
に
あ

る
よ

う
に

1
.
価

格
変

化
に
よ
る

場
合
、

2
.
広
告

費
変
化
に

よ
る

場
合

、
3
.
人
件
費

変
化

に
よ
る

場
合
、
の
そ

れ
ぞ
れ

の
変
化

に
よ
り

ま
す
。
こ
れ

ら
で
は

上
述
の

よ
う
に

、

目
標

の
純

利
益

の
変

化
が

こ
れ

ら
の

パ
ラ

メ
ー

タ
の

変
化

に
よ

っ
て

実
現

で
き

な
い

こ
と

が
生

じ
ま

す
。

実
際

に
達
成

で
き
る

か
限
度

が
表
示

さ
れ
、

目
標

R
O
E
の

分
析

で
は
達

成
で
き

な
い
場

合
に
は

緑
色
に

な

る
よ

う
に
し

て
い
ま

す
の
で

利
用
し

て
下
さ

い
。
 

 
④

 
期

末
在

庫
の

変
化

で
は

文
字

通
り

期
末

在
庫

が
増

加
す

る
よ

う
に

仕
入

量
を

増
や

す
方

法
に

よ
り

ま
す

。
こ

の
場

合
、

正
規

の
「

M
S
」

の
業

績
で

は
過

大
な

期
末

在
庫

に
特

別
減

耗
が

生
じ

る
よ

う
に

処
理

さ
れ

ま
す
が

、
そ
の

ま
ま
で

は
R
O
E
分
析

の
攪
乱

要
因
に

な
り
ま

す
か
ら

、
こ
こ

で
は
特

別
減
耗

は
生
じ

な
い

よ
う
に

修
正
処

理
し
て

い
る
こ

と
は
前

述
の
通

り
で
す

。
 

 
⑤

 
自

己
資

本
の

増
加

変
化

に
よ

る
影

響
の

算
定

で
は

、
利

益
剰

余
金

の
増

加
に

よ
る

場
合

 
(
し

た
が

っ
て

こ
の

場
合

に
は

法
人

税
を

差
し

引
い

た
後

の
利

益
増

が
こ

の
条

件
を

満
た

す
必

要
が

あ
る

)
 
に

は
、

価
格

変
化

の
方

法
を

仮
定

し
て

い
ま

す
。

ま
た

増
資

に
よ

る
場

合
に

は
期

首
の

株
価

に
よ

っ
て

必
要

な
増

資
を

行
う

と
い

う
仮

定
に

よ
っ

て
い

ま
す

。
逆

に
自

己
資

本
額

の
減

少
の

場
合

に
は

、
自

己
株

式
の

取
得

に
よ

る
と

仮
定

し
て

い
ま

す
。

自
己

株
の

取
得

は
手

持
現

金
に

よ
る

よ
う

に
シ

ス
テ

ム
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
は

こ
の

分
析

で
も

踏
襲

し
て

い
ま

す
。

し
た

が
っ

て
期

末
現

金
が

限
度

に
な

っ
て

十
分

な
自

己
資

本
の
減

少
が
で

き
な
い

場
合
が

生
じ
ま

す
。
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ま
た

一
定

の
自

己
資

本
比

率
を

維
持

し
て

で
は

、
そ

れ
が

実
現

で
き

る
よ

う
に

借
入

金
の

増
加

を
加

え

て
い

ま
す
。

 

 
⑥

 
総

資
本

額
の

変
化

の
影

響
で

は
、

借
入

金
に

よ
る

場
合

と
資

本
増

資
に

よ
る

場
合

お
よ

び
増

資
と

借
入

を
併
用

し
た
場

合
（
こ

の
場
合

の
比
率

は
T
1
7
と

T
1
8
の

セ
ル

で
設

定
す
る

）
に
つ

い
て
算

定
し
て

い
ま

す
。
 

 
 

（
4
）

 
実
行
に

あ
た

っ
て
の

注
意
 

 
1
 
前

述
の
よ
う

に
こ
の

４
訂
版

で
は
ゴ

ー
ル
シ

ー
ク
の

利
用
を

大
幅
に

少
な
く

し
た
の

で
、
複

雑
な
内

部
処

理
計

算
に

よ
っ

て
計

算
に

時
間

が
か

か
る

点
が

大
幅

に
改

善
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
れ

で
も

繰
り

返
し

回
数

の
設
定

に
注
意

を
払
う

必
要
は

皆
無
に

は
な
っ

て
い
ま

せ
ん
。

各
種
の

A
ct
i
v
e
X

の
ボ
タ

ン
を
ク

リ

ッ
ク

し
て

マ
ク

ロ
で

実
行

す
る

場
合

に
は

、
こ

の
繰

り
返

し
回

数
等

も
一

応
は

適
当

な
値

に
設

定
し

、
終

了
後

大
き

な
値

に
戻

す
よ

う
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
し

て
い

ま
す

が
、

ま
だ

十
分

な
経

営
環

境
に

つ
い

て
実

行
し

て
い

な
い
の

で
、
万

全
と
は

い
え
ま

せ
ん
。

 

 
2
 
自

己
資
本
の

増
（
利

益
額
に

よ
る
）

で
は
、

変
化
％

に
よ
っ

て
は
解

が
な
い

場
合
も

あ
る
か

ら
、
目

標
値

の
テ

ス
ト

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

利
用

し
て

、
前

も
っ

て
確

か
め

る
の

が
良

い
で

し
ょ

う
。

さ
も

な
い

と
解
が

な
い
場

合
に
い

つ
ま
で

の
無
効

な
計
算

を
繰
り

返
す
こ

と
が
生

じ
ま
す

。
 

 
3
 

パ
ラ

メ
ー

タ
の

変
化

の
大

き
さ

と
各

パ
ラ

メ
ー

タ
の

値
の

変
化

の
関

連
を

見
る

た
め

に
は

、
「

連
続

実
行

」
を

利
用

し
て
任

意
の
範

囲
に
つ

い
て
算

定
す
る

の
が
効

果
的
で

す
が
、
広
い

範
囲
に

つ
い
て

は
C
25

の
ス

テ
ッ

プ
値

を
活

用
し

て
く

だ
さ

い
。

数
値

的
に

無
意

味
な

範
囲

が
明

ら
か

に
な

っ
た

ら
、

そ
の

範
囲

を
除

い
て
ス

テ
ッ
プ

値
を
小

さ
く
し

て
再
度

実
行
す

る
の
が

よ
い
で

し
ょ
う

。
 

 
4
 
特

に
目
標

R
O
E
を

達
成

す
る

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
で

は
、
円

単
位
以

下
の
変

動
は
無

意
味
で

す
か
ら

、

こ
の

結
果
と

し
て
目

標
R
O
E
の

値
に
正

確
に
一

致
す
る

パ
ラ
メ

ー
タ
変

化
額
が

無
い
こ

と
普
通

に
な
り

ま

す
。

そ
の

他
で

も
小

数
点

以
下

何
桁

も
の

微
細

な
誤

差
が

出
る

の
が

普
通

で
す

。
特

に
ゴ

ー
ル

シ
ー

ク
を

利
用

す
る

と
解

が
え

ら
れ

た
と

す
る

場
合

も
、

正
確

に
は

目
標

の
数

値
と

一
致

し
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

こ
と

に
注
意

し
て
く

だ
さ
い

。
 

 

（
C
）

 
グ

ラ
フ

に
よ

る
分

析
 

１
 
デ

ー
タ
の

転
記
 

分
析

結
果

の
デ

ー
タ

か
ら

何
ら

か
の

知
見

を
得

る
に

は
、

各
種

の
グ

ラ
フ

に
表

し
て

み
る

こ
と

が
重

要

で
す

。
こ
の

た
め
に

、
「

グ
ラ
フ

」
シ
ー

ト
を
設

け
て
あ

り
ま
す

。
 

こ
の

た
め

に
ま
ず
「
R
O
E
分
析

」
シ

ー
ト
か

ら
「

グ
ラ
フ

」
シ

ー
ト

に
デ
ー

タ
を
移

し
ま
す

。
こ

の
転
記

も
結

構
手
数

が
か
か

る
の
で

、
マ

ク
ロ

で
実
行

す
る
よ

う
に
し

た
の
が

、「
RO
E
分
析
」
シ
ー

ト
の
セ

ル
T
21

か
ら

右
下
の

部
分
で

す
。
 

こ
の

部
分

で
は
、

パ
ラ
メ

ー
タ
変

化
の
結

果
は
「

R
O
E
分

析
シ

ー
ト
」

の
3
3
行

以
下

の
「

分
析

結
果
表

示
」

部
分
の

4
列
か

ら
14

列
を

、
「

グ
ラ
フ

表
示
」

シ
ー
ト

の
1
2
列
か

ら
2
2
列
へ
転

記
し
、

目
標

RO
E

の
結

果
は
「
R
O
E
分

析
シ

ー
ト

」
の

1
6
列
か

ら
25

列
を
「

グ
ラ
フ

表
示
」
シ

ー
ト

の
25

列
か

ら
3
4
列

へ

転
記

す
る
よ

う
に
し

て
い
ま

す
。
 

そ
こ

で
,
転
記
先

の
開

始
セ
ル

と
終
了

セ
ル
に

つ
い
て

は
上
述

の
と
こ

ろ
を
参

考
に
し

、
転

記
元

に
は
３

３
行

以
下
の

状
況
を

に
よ
っ

て
記
入

し
、「

結
果

の
転
記

」
ボ
タ

ン
を
ク

リ
ッ
ク

し
ま
す

。
 

 
２

 
グ

ラ
フ
シ

ー
ト
の

活
用
 

「
グ

ラ
フ

表
示

」
シ

ー
ト

で
ど

の
よ

う
な

グ
ラ

フ
で

ど
の

よ
う

な
表

示
を

取
り

あ
げ

る
か

が
、

重
要

に
な

る
が
、

こ
れ
が

今
後
の

重
要
な

課
題
で

す
。
 

 
暫

定
的
な

知
見
で

は
、
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①
 

売
上
高

の
変
化

は
R
OE

煮
線

型
で
影
響

す
る
こ

と
が
確

認
で
き

ま
す
。

言
い
換

え
れ
ば

そ
の
他

の
要

因
の

変
化
が

な
け
れ

ば
、
売

上
高
の

増
加
は

R
O
E
の
上

昇
に

比
例
的

に
結
果

す
る
と

い
う
当

然
の
結

論
に

な
り

ま
す
。

 

②
 

限
界
利

益
率
の

変
化
は

、
価
格

弾
力
性

が
非
線

型
で
影

響
す
る

領
域
で

は
、
そ

れ
に
応

じ
て

R
OE

も

非
線

型
に
影

響
さ
れ

ま
す
。
価

格
を
変

え
て

R
OE

を
変

化
さ
せ

よ
う
と

す
る
場

合
に
は

,
価

格
弾
力

性
の
影

響
を

考
慮
す

る
必
要

が
あ
る

と
い
う

当
然
の

結
果
が

得
ら
れ

ま
す
。

広
告
費

や
人
件

費
の
影

響
も
同

様
に

そ
の

企
業
で

の
こ
れ

ら
に
費

用
の
利

益
絵
の

影
響
の

仕
方
が

決
定
的

な
要
因

に
な
る

の
で
、

差
し
当

た
っ

て
は

一
定
の

知
見
を

得
る
こ

と
は
容

易
で
は

な
さ
そ

う
で
す

。
 

③
在

庫
の
変

化
は
比

較
的
大

き
な
範

囲
に
つ

い
て
も

影
響
が

測
定
で

き
ま
す

が
、
分

析
す
る

期
に
余

増
の

在
庫

が
大
き
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小林健吾先生 経歴一覧 

 

経歴一覧 

 

 

 

小林 健吾 [こばやし けんご]  1930年5月29日生まれ 

 

 

学歴 
 

1950年3月 愛知県立岡崎高等学校卒業 

1954年3月 名古屋大学経済学部経済学科卒業 

1956年3月 同大学大学院経済学研究科修士課程修了 

 

 

職歴 
 

1956年4月 名城大学法経学部助手 

1957年4月 名城大学法経学部専任講師 

1959年4月 名城大学法経学部助教授 

1961年4月 専修大学助教授（1962年4月経営学部の創設とともに同学部に所属） 

1968年4月 専修大学経営学部教授 

1968年4月 慶應義塾大学商学部非常勤講師（1年間） 

1968年4月 中央大学商学部非常勤講師（1年間） 

1968年10月 滋賀大学経済学部助教授 

1970年4月 岐阜経済大学非常勤講師（1986年3月まで） 

1971年4月 滋賀大学経済学部教授 

1974年2月 文部省在外研究員としてアメリカ合衆国コロンビア大学に留学（1975年1月まで） 

1977年7月 滋賀大学学生部長に併任（1979年3月まで） 

1978年1月 名古屋大学大学院経済学研究科非常勤講師（集中講義） 

1983年6月 滋賀大学評議員に併任（1985年5月まで） 

1986年4月 青山学院大学経営学部教授（1997年3月まで） 

1990年4月 多摩大学経営情報学部非常勤講師（2001年3月まで） 

1992年4月 多摩大学大学院経営情報研究科非常勤講師（2001年3月まで） 

1993年1月 青山学院大学図書館長に併任（1994年12月末まで） 

1997年4月 青森公立大学大学院経営経済学研究科教授（2004年3月まで） 

1998年4月 青森公立大学地域経済研究センター所長に併任（2004年3月まで） 

1999年4月 青森公立大学大学院経営経済学研究科長に併任（2003年3月まで） 

2004年4月 青森公立大学大学院経営経済学研究科非常勤講師（2005年3月まで） 

2005年4月 ＬＥＣ東京リーガルマインド大学大学院高度専門職研究科教授 

2010年4月 ＬＥＣ東京リーガルマインド大学大学院高度専門職研究科特任教授（2017年 3月まで） 

 

 

学会および社会における活動 
 

1968年4月 日本生産性本部付加価値分配制度委員会委員（1970年9月まで） 

1978年4月 大蔵省公認会計士審査会試験委員（第 2次試験）（1982年5月まで） 
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1978年5月 日本会計研究学会「原価計算基準」特別委員会委員（1980年3月まで） 

1983年4月 文部省大学入試センター専門部会委員（1986年3月まで） 

1984年5月 日本会計研究学会「現代原価計算の課題」特別委員会委員（1985年5月まで） 

1990年2月 大蔵省公認会計士審査会試験委員・調整委員（第 3次試験）（1992年9月まで） 

1992年9月 日本原価計算研究学会常任理事（1998年9月まで） 

1996年4月 日本監査研究学会「原価監査」部会部会長（1998年9月まで） 

1998年9月 日本原価計算研究学会副会長（2003年9月まで） 

1998年5月 青森市公文書審査会会長（2004年3月まで） 

2002年4月 青森市交通審議会会長（2004年3月まで） 

2000年4月 青森市ものづくり産業育成研究会委員（2002年3月まで） 

2004年9月 日本原価計算研究学会理事（2006年9月まで） 

2012年9月 日本原価計算研究学会監事（2013年8月まで） 

2015年9月 日本原価計算研究学会名誉会員 

 

 

受賞 
 

1968年 論文「管理会計の体系」にて日本会計研究学会学会賞を受賞 

1981年 著書『原価計算発達史』（中央経済社刊）にて日本経済新聞社・日本経済研究所から日経・

経済図書出版文化賞を受賞 

1988年 著書『予算管理発達史』（創成社刊）にて日本会計研究学会太田賞を受賞 
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研究業績 

 

 

著書 
№ 書 名 発行所 年月 

1 直接原価計算 同文舘 1976年7月 

2 受注利益管理 同文舘 1977年7月 

3 最新原価計算論 中央経済社 1978年6月 

4 原価計算発達史－直接原価計算の史的考察－ 中央経済社 1981年3月 

5 文献研究・直接原価計算 中央経済社 1981年11月 

6 工業簿記 中央経済社 1982年3月 

7 よくわかる原価のはなし 中央経済社 1983年6月 

8 よくわかるダイレクトコストのはなし 中央経済社 1985年3月 

9 予算管理の基礎知識 第三出版 1987年4月 

10 予算管理発達史 創成社 1987年8月 

11 原価計算総論 創成社 1988年6月 

12 予算管理の知識（日経文庫） 日本経済新聞社 1988年6月 

9' 予算管理の基礎知識（増補改訂版） 第三出版 1989年3月 

9" 予算管理の基礎知識（三訂版） 東京経済情報出版 1991年1月 

11" 原価計算総論（増補改訂版） 創成社 1992年3月 

13 利益計画・予算のための販売予測 中央経済社 1992年3月 

14 販売予測の知識（日経文庫） 日本経済新聞社 1993年9月 

11" 原価計算総論の増補改訂 創成社 1994年10月 

10' 予算管理発達史（増補改訂版） 創成社 1994年11月 

15 短答式標準問題・原価計算 税務経理協会 1995年4月 

16 体系 予算管理 東京経済情報出版 1996年3月 

11" 原価計算総論（新版） 創成社 1996年3月 

17 予算管理講義 東京経済情報出版 1997年6月 

17' 体系 予算管理（改訂判） 東京経済情報出版 2002年1月 

11' 原価計算総論（最新版） 創成社 2002年5月 

 

編共著 
№ 書 名 発行所 年月 

1 共著『簿記概論』 中央経済社 1967年4月 

2 番場嘉一郎教授との共編著『簿記読本』 東洋経済新報社 1974年10月 

3 実際原価計算（公認会計士二次試験講座第３巻） 中央経済社 1977年10月 

4 中央経済社『簿記講義１級・原価計算』 中央経済社 1984年7月 

5 編著『日本会計制度成立史』 東京経済情報出版 1994年1月 

6 共著『原価計算総論演習』 創成社 1997年4月 

 

論文 
№ 論文名 雑誌名 巻号 年月 

1 操業変化と原価の一問題 名城商学 6巻1号 1956年12月 

2 費用理論の展開に関する一考察－シューマーレンバッハ 名城商学  6巻3・4号  1957年3月 

3 限界原価についての一考察－固定費論の観点ー 名城商学 7巻2号 1957年12月 

4 固定費論の問題点について－シュナイダーの理論 名商大論集 2巻 1958年1月 

5 部分原価計算について 名城商学 7巻3・4号 1958年3月 

6 会計における真実性について 名城商学 8巻1号 1958年10月 

7 収支的原価概念について 名城商学 8巻2号 1959年1月 
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8 比例性原理と平均原理 名城商学 8巻3・4号 1959年3月 

9 原価発生原因主義と間接費配賦計算 企業会計 11巻11号 1959年9月 

10 収支的原価概念論争について 名城商学 9巻1号 1959年10月 

11 原価概念についての一考察－リンハルトの原価概念ー 名城商学 9巻3号 1960年3月 

12 自己資本利子と企業者報酬 名城商学 9巻4号 1960年3月 

13 収支的原価概念再論 名城商学 10巻1号 1960年9月 

14 計画原価計算 名城商学 10巻2号 1960年12月 

15 原価計算の本質についての一考察 企業会計 13巻2号 1961年2月 

16 原価の正常的性格について 産業経理 21巻5号 1961年5月 

17 経営費用論と原価計算 会計 81巻1・2号 1962 年 1 月・2

月 

18 二つの原価概念 専大論集 28号 1962年2月 

19 経営費用論の発展と原価計算 企業会計 14巻5号 1962年5月 

20 原価計算の本質と機能(臨時増刊号、会計セミナーNo.11） 企業会計 14巻6号 1962年5月 

21 計画製造間接費の差異分析について 産業経理 22巻8号 1962年8月 

22 原価計算セミナー 原価概念と原価性（会計セミナーNo.12) 企業会計 14巻13号 1962年10月 

23 アイドル・キャパシティと原価計算 産業経理 23巻3号 1963年3月 

24 原価計算の一般的課題と原価概念（『田島・定方記念論集』） 同文舘  1963年4月 

25 シュマーレンバッハの限界原価論とアイドル・コスト 名商大論集 6巻 1963年5月 

26 アイドル・コスト分解の基準となる操業度について 産業経理 23巻4号 1963年6月 

27 今月の論壇「直接原価計算の個別原価計算への摘要」 企業会計 15巻7号 1963年7月 

28 実際原価計算における原価差異について（各大学公開講座） 税経セミナー 8巻9号 1963年8月 

29 価格計算目的と原価計算基準（土岐教授追悼論文） 産業経理 23巻10号 1963年10月 

30 原価計算セミナー・実際原価の計算構造（『会計セミナー』No.13） 企業会計 15巻12号 1963年10月 

31 ダイレクト・コスティング職能論争（飯野・山桝編『基礎会計講座

第３巻『管理会計』） 

有斐閣  1963年12月 

32 原価の本質と固定的製造間接費 産業経理 24巻5号 1964年5月 

33 市況価格と原価資料ー売価決定と直接原価計算ー 企業会計 16巻7号 1964年6月 

34 財務会計と直接原価計算 会計 86巻3号 1964年9月 

35 原価計算セミナー・その１直接原価計算の意義と方法の１ 実務会計 1巻1号 1965年1月 

36 原価計算セミナー・その２直接原価計算の意義と方法の２ 実務会計 1巻2号 1965年2月 

37 経済変動と直接原価計算 産業経理 25巻2号 1965年2月 

38 原価計算セミナー・その３ 直接標準原価計算 実務会計 1巻3号 1965年3月 

39 原価計算セミナー・その４ 直接原価計算と利益計画 実務会計 1巻4号 1965年4月 

40 アメリカ会計学の動向－直接原価計算をめぐって－ 産業経理 25巻4号 1965年4月 

41 原価計算セミナー・その５ 価格決定と直接原価計算 実務会計 1巻5号 1965年5月 

42 原価計算セミナー・その６ 棚卸資産評価・利益測定と原価計算 実務会計 1巻7号 1965年7月 

43 経営計画と直接原価計算（意思決定会計と直接原価計算） 産業経理 25巻10号 1965年10月 

44 意志決定会計の課題 産業経理 26巻7号 1966年7月 

45 直接標準原価計算の進展 企業会計 18巻8号 1966年8月 

46 価格決定計算について 実務会計 2巻12号 1966年12月 

47 管理会計の体系についての考察 会計 91巻2号 1967年2月 

48 コスト・マネジメント批判 産業経理 27巻4号 1967年4月 

49 操業政策（「山城章編『実践経営ハンドブック』） 中央経済社  1967年4月 

50 原価理論の今日的課題 実務会計 3巻5号 1967年5月 

51 業績評価と経営計画 企業会計 19巻6号 1967年6月 

52 管理会計の領域と体系 会計 92巻3号 1967年9月 

53 経営経済的原価思考の発展 専大社研月報  1967年4月 

54 シュマーレンバッハ・共同経済的生産性と経営価値計算 専大経営論集 5号 1968年1月 

55 直接原価計算と予算差異分析 企業会計 20巻3号 1968年3月 

56 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その１（問題点と

受注企業での利益計画の体系） 

産業経理 28巻8号 1968年8月 

57 固定費の管理の発展と今後の問題 企業会計 20巻8号 1968年8月 

58 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その 2(受注方針

の決定と利益計算） 

産業経理 28巻9号 1968年9月 
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59 原価情報の発展と財務諸表（近代会計学大系第５巻『財務会計論』）

第８章） 

中央経済社  1968年9月 

60 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その 3(プロダク

ト・プロセスミックスと受注決定） 

産業経理 28巻10号 1968年10月 

61 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その4（製品種類

別受注方針の決定ほか） 

産業経理 28巻11号 1968年11月 

59 管理会計における分化と統合 企業会計 20巻12号 1968年12月 

62 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その 5(各種のマ

ークアップ法） 

産業経理 28巻12号 1968年12月 

62 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その 6(マークア

ップ法の続き） 

産業経理 29巻1号 1969年1月 

63 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その 7(受注方針

と受注状況） 

産業経理 29巻2号 1969年2月 

64 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その 8(受注管理

資料と原価見積） 

産業経理 29巻3号 1969年3月 

65 原価会計論（『現代会計理論のエッセンス』） ペリカン社  1969年3月 

66 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その 9(原価見積

の各種の方法） 

産業経理 29巻4号 1969年4月 

67 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その10(原価見積

の各種の方法の続き） 

産業経理 29巻5号 1969年5月 

68 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その11(材料費の

見積） 

産業経理 29巻6号 1969年6月 

69 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その12(加工費の

見積） 

産業経理 29巻7号 1969年7月 

70 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その13(加工費の

見積の続き） 

産業経理 29巻8号 1969年8月 

71 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その14(加工費の

見積の続き） 

産業経理 29巻9号 1969年9月 

72 業績管理と目標管理 産業経理 29巻9号 1969年9月 

73 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その15(部門別・

センター別の標準配賦法） 

産業経理 29巻10号 1969年10月 

74 部門業績評価 産業経理 29巻10号 1969年10月 

75 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その16(販管費の

算定・必要受注額と受注決定） 

産業経理 29巻11号 1969年11月 

76 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その17(累積資料

と受注方針） 

産業経理 29巻12号 1969年12月 

77 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その18(受注状況

管理図表） 

産業経理 30巻1号 1970年1月 

78 「生産性成果分配の理論と実際」（日本生産性本部生産性成果分配

委員会報告書第５章） 

生産性本部  1970年3月 

79 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その19(生産計画

の高度化と工数山積表） 

産業経理 30巻3号 1970年3月 

80 直接原価計算における期末調整 税経通信 25巻4号 1970年4月 

81 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その20(工程間の

負荷バランスの累積資料） 

産業経理 30巻5号 1970年5月 

82 公認会計士二次試験総仕上げ 会計人コース 6巻6号 1970年6月 

83 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その21(受注決定

のシステム化） 

産業経理 30巻6号 1970年6月 

84 公共会計と管理会計（山桝編「会計学」第８章） 有斐閣  1970年7月 

85 個別受注生産企業における利益管理と原価見積・その22(受注決定

職能と担当部門） 

産業経理 30巻7号 1970年7月 

86 オポチューニティ・コストの系譜と現状 企業会計 22巻10号 1970年9月 

87 振替価格の決定法について 産業経理 30巻12号 1970年12月 

88 直接原価と利益計画 企業会計 23巻2号 1971年2月 

89 経営計画の設定における予測の不確実性 税経通信 26巻4号 1971年4月 

90 特殊原価の諸類型（久保田記念論集「近代会計の基礎と発展』第３

編第２章） 

同文舘  1971年6月 

91 操業度政策（山城章編『経営相談辞典』最高経営２第２章第４節） 帝国地方行政学会  1972年1月 

92 生産性と収益性（山城章編『経営相談辞典』最高経営１第１章第１

節） 

同上  1972年1月 
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93 意思決定と会計情報 会計 101巻3号 1972年3月 

94 価格決定と会計（溝口編「管理会計講義」 青林書院新社  1972年9月 

95 コストコントロールと数量分析 その１ 産業経理 32巻9号 1972年9月 

96 コストコントロールと数量分析 その２ 産業経理 32巻10号 1972年10月 

97 会計職能の再検討 会計 104巻4号 1973年10月 

98 管理会計の新展開 企業会計 26巻1号 1974年1月 

99 直接原価計算（木内佳市編『予算管理』第８章第２節） 同文舘  1974年9月 

100 予算管理手法の展開（同上、第９章） 同上  1974年9月 

101 業績管理会計 企業会計 27巻6号 1975年5月 

102 マネジメント・コントロールと標準直接原価計算の発展 企業会計 27巻11号 1975年9月 

103 原価と価格決定 会計 108巻6号 1975年12月 

104 業績管理会計 企業会計 29巻3号 1977年3月 

105 技術としての原価計算の一側面 原価計算 203号 1977年5月 

106 損益分岐点分析と直接原価計算の発展（１と２） 会計 111 巻 5 およ

び6号 

1977 年 5 月・6

月 

107 意思決定のための増分利益分析 産業経理 37巻7号 1977年7月 

108 特殊原価調査の考え方 会計人コース 別冊3号 1977年12月 

109 実際原価の計算（体系制度会計Ⅴ『製造原価』） 中央経済社  1978年1月 

110 標準原価計算における勘定記入法 会計人コース 13巻5号 1978年4月 

111 配合差異と歩留差異 産業経理 38巻10/11号 1978 年 10 月・

11月 

112 歩留差異と能率差異とミックス差異－直接労務費作業時間差異の

分析 

会計人コース 13巻14号 1978年11月 

113 セグメント別収益性の測定と直接原価計算の生成 会計 114巻5号 1978年11月 

114 原価計算基準の再検討 原価計算 220号 1978 年 11 月・

12月 

115 利益計画・予算統制と業績評価（『体系近代会計学』第４巻『業績

評価会計』第４章） 

中央経済社  1979年9月 

116 直接原価計算（『現代会計学基礎講座５』『原価計算論』第７章） 同文舘  1979年10月 

117 原価理論の発展と原価計算（番場嘉一郎博士記念論集『企業会計の

変化と拡大』） 

中央経済社  1979年10月 

118 直接原価計算（『テキストブック会計学(4)原価計算論』第７章） 有斐閣  1979年11月 

119 固定費論の生成と不働能力費 彦根論叢 198・199号 1979年12月 

120 業績評価会計における総合的視角 会計人コース 15巻2号 1980年2月 

121 工業会計の処理 税経セミナー 25巻4号 1980年3月 

122 利益差異分析の系譜 企業会計 32巻5号 1980年5月 

123 利益目標の達成と受注決定 オペレーションズ・

リサーチ 

25巻7号 1980年7月 

124 企業の会計と経理担当者の意識 旬刊経理情報 249号 1980年7月 

125 経営原価計算の今日的意義 企業会計 32巻11号 1980年11月 

126 標準間接費差異分析の動向 税経セミナー 26巻4号 1981年3月 

127 シリングロー：Cost Accounting（（宇南山編『アメリカ会計士思潮』

第２部） 

同文舘  1981年3月 

128 個別受注生産経営における直接原価計算の必要性（会計研究学会原

価計算基準委員会報告書「原価計算基準の研究」） 

国元書房  1981年3月 

129 標準原価管理と予算管理の結合 原価計算 205号 1981年9月 

130 標準製造間接費差異の諸分析法（そのⅠ及びそのⅡ） 税経セミナー 26巻12号、15

号 

1981年9月・11

月 

131 限界利益の求め方－限界利益と多層的利益構造の認識 産業経理 41巻10号 1981年10月 

132 限界利益法による価格決定と付加価値アプローチ（木内佳市記念論

文集『会計及び会計管理の研究』） 

同文舘  1982年3月 

133 経営計画のための原価と利益概念（『会計学基礎講座４管理会計の

基礎』第３章） 

中央経済社  1982年3月 

134 Direct Costing for Pricing Custom-Made Products in Japan 

Industries 

American 

Accounting 

Association 

 1982年4月 

135 予算管理発達史序説 会計 121巻6号 1982年6月 
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136 直接原価計算をめぐってー意義と問題点 原価計算 261号 1982 年 7 月・8

月 

137 仕損品の加工進捗度の測定と検査点 税経セミナー 26巻12号 1982年11月 

138 実績生産量と仕損費 税経セミナー 26巻13号 1982年12月 

139 企業予算と標準原価 企業会計 34巻12号 1982年12月 

140 企業予算の新展開－マネジッド・コストの予算管理 産業経理 42巻7号 1983年1月 

141 安全余裕率の意義 税経セミナー 28巻4号 1983年4月 

142 原価管理と業績評価－責任範囲に応じた勘定分類－ 産業経理 44巻2号 1984年7月 

143 工場の自動化等にともなう工業会計の変革 経営実務 370号 1984年11月 

144 ＦＡは標準原価と予算管理にいかに影響するか 企業会計 37巻2号 1985年2月 

145 財務会計と管理会計の接点をどこに求めるべきか 企業会計 38巻1号 1986年1月 

146 企業予算成立前史－予算管理発達史の第１章－ 青山経営論集 21巻2号 1986年9月 

147 工業簿記のしくみ 会計人コース 21巻12号 1986年10月 

148 原価管理と管理可能性分類 会計ジャーナル 19巻13号 1986年12月 

149 経営組織論の生成と計数的管理思考 青山経営論集 21巻3号 1986年12月 

150 企業予算の本質と生成 産業経理 46巻4号 1987年1月 

151 職能的分権化の発展と調整の必要 青山経営論集 21巻4号 1987年3月 

152 企業予算の機能と発展 青山経営論集 22巻1号 1987年6月 

153 二本立ての予算 青山経営論集 22 巻 2 号・3

合併号 

1987年11月 

154 複数予算の方法－その理論的検討 青山経営論集 22巻4号 1988年3月 

155 Cost Accounting in the High-tech Manufacturing Environment AOYAMA Business 

Review 

No.13 1988年3月 

156 ＦＡにおける標準原価計算と予算管理（岡本清編『ハイテク会計』 同友館  1988年4月 

157 意思決定会計の測定構造（斉藤隆夫編『企業会計論』第９章） 名古屋大学出版会  1988年6月 

158 予算差異分析の生成と発展 青山経営論集 23巻1・2号 1988年9月 

159 予算利益差異分析の類型と利用 青山経営論集 23巻3号 1988年12月 

160 会計・監査基準の諸問題－原価計算基準 企業会計 41巻1号 1989年1月 

161 原価計算の回顧と展望 会計 135巻1号 1989年1月 

162 Diversification or Unification in Cost Accounting? AOYAMA Business 

Review 

No.14 1989年3月 

163 予算利益差異と原価差異 彦根論叢 255・256号 1989年3月 

164 予算限界利益差異分析の類型と利用 青山経営論集 24巻1号 1989年6月 

165 取り残された管理会計の問題領域 企業会計 41巻10号 1989年10月 

166 予算利益差異分析の現状と問題点 青山経営論集 24巻2号 1989年10月 

167 能率の尺度による原価管理の限界と業務志向的原価管理の範囲 産業経理 49巻4号 1990年1月 

168 予算利益差異分析における原価差異 青山経営論集 25巻1号 1990年6月 

169 予算利益の要因別分析と製造原価差異 青山経営論集 25巻2号 1990年8月 

170 販売予測の必要と特徴 企業会計 42巻9号 1990年9月 

171 デルファイ法と販売予測 青山経営論集 26巻1号 1991年6月 

172 販売部門合成法とモデル化 青山経営論集 26巻2号 1991年9月 

173 販売予測における適応的フィルター法 青山経営論集 26巻3号 1991年12月 

174 感度分析と決定の確かさ－感度分析図表の利用 青山経営論集 26巻4号 1992年3月 

175 予算編成の主要論点 企業会計 44巻5号 1992年5月 

176 販売予測の確実性とシナリオ法 青山経営論集 27巻1号 1992年7月 

177 工業会計における部門費勘定の処理（『我が国会計制度の成立に影

響した外国会計思考』第７章） 

青山総合研究所経営

研究論叢 

第2号 1993年1月 

178 管理会計の体系について－差額利益分析と管理会計の体系 企業会計 46巻1号 1994年1月 

179 差額利益分析の発展と総合的利益管理 青山経営論集 29巻2号 1994年9月 

180 総合的利益管理への構造的調整 彦根論叢 239号 1995年3月 

181 代替案の評価と期間損益 青山経営論集 30巻2号 1995年9月 

182 不確実性での意思決定のための会計情報 経営実務 496号 1996年3月 

183 「青森公立大型ビジネスゲーム」の構築ーあたらしいビジネスゲー

ムを目指して 

中央大学・商学論纂 41巻第2号 2000年3月 

184 ビジネスゲームにおけるシナリオの重要性 青山学院経営論集 35巻第3号 2000年12月 
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185 会計史研究について 会計史研究 第20号 2002年7月 

186 損益分岐点分析での要素価格変動の影響 青山経営論集 40巻、第3号 2005年12月 

187 技術論的原価計算観の進展－原価計算基準の位置づけ LEC会計大学院紀要 第1号 2006年6月 

188 管理会計でのリニアー・プログラミングーアルゴリズムの世界から

経営実践的へー 

LEC会計大学院紀要 第2号 2007年3月 

189 不確実性に対応した代替案の評価分析法ー意思決定会計における

不確実性の処理ー 

LEC会計大学院紀要 第3号 2007年10月 

190 リニアー・プログラミングの利益計画への利用 LEC会計大学院紀要 第4号 2008年5月 

191 新授業科目「ビジネス・シミュレーション」の開設趣旨 LEC会計大学院紀要 第4号 2008年5月 

192 シミュレーションによる利益計画-代替案の評価と長短期の両目標

を満足する計画案の作成－ 

LEC会計大学院紀要 第5号 2009年3月 

193 最適バッチサイズ問題と利益計画 －EXCEL による OR モデルの発

展と利益計画－ 

LEC会計大学院紀要 第6号 2009年12月 

194 交差比率の新たな位置づけ -資本利益率の構成要素としての有効

性と限界－(共同執筆） 

LEC会計大学院紀要 第9号 2011年12月 

195 総合ワークシート(精算表）の作成－CF欄の精算表への組み込み LEC会計大学院紀要 第9号 2011年12月 

196 多種製品の場合の採算性-セールスミックスでの限界利益率基準か

らの脱却ー 

LEC会計大学院紀要 第10号 2012年12月 

197 表計算を利用した農産物の出荷計画のケース-利益計画でのソルバ

ーの利用と限界－ 

LEC会計大学院紀要 第11号 2014年3月 

198 LPでの３品以上の場合の問題作成法 LEC会計大学院紀要 第11号 2014年3月 

199 LEC 会計大学院でのマネッジメント・シミュレーション(ビジネス

ゲーム）のシステム構築(その１）～全体のねらいと構想～ 

LEC会計大学院紀要 第13号 2015年12月 

200 差額原価理念は原則か便宜か 青山経営論集 50巻第3号 2015年12月 

201 LEC会計大学院でのマネッジメント・シミュレーションのシステム

構築(その2）～補助的なテンプレートの作成～ 

LEC会計大学院紀要 第14号 2017年2月 

 

学会報告 
№ 題名等 報告学会 

 
年月 

1 二つの原価概念 日本会計研究学会 第 19 回全国大会

自由論題 

1960年5月 

2 経営費用論と原価計算 日本会計研究学会 第 20 回全国大会

自由論題 

1961年5月 

3 シュマーレンバッハ共同経済的生産性と経営価値原価計算 経営学会関東部会 自由論題報告 1964年4月 

4 財務会計と直接原価計算 日本会計研究学会 第 22 回全国大会

指定論題 

1964年5月 

３’ シュマーレンバッハ共同経済的生産性と経営価値原価計算 経営学会全国大会 自由論題報告 1964年11月 

5 管理会計の領域と体系 日本会計研究学会 第 25 回全国大会

統一論題 

1967年5月 

6 意思決定と特殊原価調査 日本会計研究学会 第 27 回全国大会

自由論題 

1969年5月 

7 意思決定と会計情報 日本会計研究学会 第 30 回全国大会

統一論題 

1971年5月 

8 会計職能の再検討 日本会計研究学会 第 32 回全国大会

統一論題 

1973年5月 

9 原価と価格決定 日本会計研究学会 第 34 回全国大会

統一論題 

1975年5月 

10 技術としての原価計算の一側面 日本原価計算研究

学会 

第 2回全国大会記

念講演 

1977年5月 

11 原価計算基準の改訂 日本原価計算研究

学会 

第 3回全国大会統

一論題 

1978年5月 

12 標準原価管理と予算管理の結合 日本原価計算研究

学会 

第 6回全国大会統

一論題 

1981年6月 

13 直接原価計算をめぐってー意義と問題点 日本原価計算研究

学会 

第 7回全国大会統

一論題 

1982年5月 

14 工場の自動化・ＦＡ化と原価計算の変貌 日本会計研究学会 全国大会特別委員

会報告 

1985年6月 

15 現代原価計算の課題（特別委員会報告 委員長岡本清教授） 日本会計研究学会 全国大会特別委員

会報告 

1986年6月 
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小林健吾先生 研究業績 

16 原価計算の回顧と展望 日本会計研究学会 第 47 回全国大会

統一論題 

1988年9月 

17 原価監査の提言（原価監査部会報告） 日本監査研究学会 日本監査研究学会 1998年11月 

18 管理会計の歴史研究についての私見 日本会計史学会 全国大会記念講演 2001年10月 

 

資料・書評 
№ 題名等 掲載誌 巻号 年月 

1 書評「松本雅男著 管理会計論」 企業会計 17巻2号 1965年2月 

2 書評「シリングロー著 管理原価会計」 企業会計 17巻4号 1965年4月 

3 書評「番場嘉一郎著 原価計算論」 企業会計 17巻6号 1965年6月 

4 書評「ビアマン著 経営意思決定と原価」 企業会計 17巻8号 1965年8月 

5 書評「国弘員人著 新版経営分析」 企業会計 17巻10号 1965年10月 

6 書評「久保田音次郎著 直接標準原価計算」 企業会計 17巻12号 1965年12月 

7 書評「小林靖雄著 固定費の管理」 企業会計 18巻2号 1966年2月 

8 書評「E.Kosiol・Kostenrechnung,1964」 企業会計 18巻4号 1966年4月 

9 書評「G.M.Frengen,Managerial Cost Analusis.1966」 企業会計 18巻6号 1966年6月 

10 書評「青木茂男著 経営計画会計」 企業会計 18巻8号 1966年8月 

11 書評「会田義雄著 実態会社管理会計」 企業会計 18巻10号 1966年10月 

12 内外文献紹介 企業会計 21巻5号 1969年5月 

13 内外文献紹介 企業会計 21巻8号 1969年8月 

14 内外文献紹介 企業会計 21巻11号 1969年11月 

15 書評「安達和夫著 研究管理会計」 企業会計 22巻12号 1970年11月 

16 書評「小林哲夫著 原価計算」 企業会計 29巻2号 1983年11月 

17 予算管理文献解題①（1900年以前～1923年まで) 青山経営論集 22巻4号 1988年3月 

18 予算管理文献解題②(1924年～1926年） 青山経営論集 23巻3号 1988年12月 

19 予算管理文献解題③(192７年～1929年） 青山経営論集 23巻4号 1989年3月 

20 予算管理文献解題④(1930年～1934年） 青山経営論集 24巻2号 1989年10月 

21 予算管理文献解題⑤(1935年～1944年） 青山経営論集 24巻3号 1989年12月 

22 予算管理文献解題⑥(1945年～1951年） 青山経営論集 24巻4号 1990年3月 

23 予算管理文献解題⑦(1952年～1957年） 青山経営論集 25巻3号 1990年12月 

24 予算管理文献解題⑧(1958年～1960年） 青山経営論集 25巻4号 1991年3月 

25 予算管理文献解題⑨(1961年～1963年） 青山経営論集 27巻4号 1993年3月 

26 予算管理文献解題⑩(1964年～1967年） 青山経営論集 28巻3号 1993年12月 

27 予算管理文献解題⑪(1968年～1970年） 青山経営論集 28巻4号 1994年3月 

28 予算管理文献解題⑫(1971年～1975年） 青山経営論集 29巻2号 1994年9月 

29 『直接原価計算文献目録』補遺 青山経営論集 29巻4号 1995年3月 

30 予算管理文献解題⑬(1976年～1980年） 青山経営論集 30巻4号 1996年3月 

 

その他 
№ 題名等 

 
巻号 年月 

1 用語解説（Nutzkosten,Leerkosten,Plankosten,Pagatorishe Kosten) 企業会計 14巻5号 1962年5月 

2 企業会計・ターミノロジー（材料費計算、労務費計算） 企業会計 14巻6号 1962年5月 

3 黒沢教授司会 会計学研究会「事業部制と直接原価概念」をめぐって 企業会計 14巻13号 1962年10月 

4 企業会計・ターミノロジー（現実的標準原価） 企業会計 14巻13号 1962年10月 

5 土岐教授を偲んで 企業会計 15巻10号 1963年10月 

6 『会計セミナー』 ターミノロジー(変動予算ほか） 企業会計 15巻12号 1963年10月 

7 検定簿記講義１級「工業簿記と原価計算」の後半 中央経済社  1964年8月 

8 会計研究学会関東部会記 産業経理 25巻4号 1965年4月 

9 公認会計士二次試験模範解答 企業会計 17巻8号 1965年8月 

10 同上 産業経理 25巻10号 1965年10月 

11 会計研究学会関東部会記 産業経理 26巻3号 1966年3月 

12 公認会計士二次試験問題研究 会計人コース 10巻6号 1966年6月 

13 座談会「生産性と会計」 実務会計 2巻7号 1966年7月 
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14 会計研究学会第24大会大会記 産業経理 26巻7号 1966年7月 

15 公認会計士二次試験模範解答 産業経理 26巻10号 1966年10月 

16 公認会計士二次試験模範解答 実務会計 2巻10号 1966年10月 

17 「直接原価計算」文部省認定・日本事務能率協会通信講座テキスト 日本事務能率協

会 

 1967年5月 

18 公認会計士試験の総仕上げ 会計人コース 11巻7号 1967年7月 

19 日本会計研究学会大会記 産業経理 27巻2号 1967年7月 

20 公認会計士試験模範解答 産業経理 27巻10号 1967年10月 

21 座談会「キャパシティ・コスト」 実務会計 3巻11号 1967年11月 

22 藻利重隆編「経営学事典」原価算定ほか 東洋経済新報社  1967年11月 

23 原価計算辞典 「直接原価計算」ほか 中央経済社  1968年6月 

24 日本会計研究学会 第27回全国大会大会記 産業経理 28巻7号 1968年7月 

25 社会科学大辞典 「固定資産」ほか 鹿島出版会  1968年9月 

26 会計研究室 「第24回原価管理士資格試験 問題と解答」 産業経理 28巻11号 1968年11月 

27 対談「原価計算について」番場教授と対談 税経セミナー 11巻12号 1968年12月 

28 日本生産性本部成果分配制度委員会報告書   1969年3月 

29 管理会計ハンドブック「価格決定方針、特殊原価ほか」 中央経済社  1969年3月 

30 第25回原価管理士資格試験問題および模範解答 産業経理 29 号 4 およ

び5号 

1969 年 4 月・5

月 

31 公認会計士二次試験例題 会計人コース 24巻6号 1969年6月 

32 第26回原価管理士資格試験問題および模範解答 産業経理 29巻11号 1969年11月 

34 第2７回原価管理士資格試験問題および模範解答 産業経理 30巻6号 1970年6月 

35 第28回原価管理士資格試験及び模範解答 産業経理 30巻11号 1970年11月 

36 グランド百科辞典 百数十項目 学研  1970年11月 

37 黒沢清編 会計学辞典 貢献利益ほかの項目 中央経済社  1971年1月 

38 第29回原価管理士資格試験及び模範解答 産業経理 31巻5号 1971年5月 

39 座談会「管理会計ーアプローチと課題」 企業会計 25巻6号 1973年6月 

40 原価計算問題演習（溝口編「原価計算問題演習」） 中央経済社  1973年12月 

41 第三版「会計学辞典」 12項目 同文舘  1976年11月 

42 原価計算（「会計ハンドブック」第25章） 中央経済社  1976年12月 

44 標準原価計算、直接原価計算、原価債の処理、（通信教育「新原価計算の

実務、第３講） 

経営開発センタ

ー 

 1977年10月 

45 シンポジューム「経営原価計算の成立基盤」 企業会計 32巻11号 1980年11月 

46 グランド百科辞典 構成と項目の追加 学研  1982年11月 

47 会計学辞典の項目 東洋経済新報社  1982年11月 

48 四版会計学辞典 同文舘  1983年9月 

49 中央経済社「簿記講義・ワークブック」⒈級「原価計算」 中央経済社  1984年12月 

50 製品製造原価の処理ほか（新井清光編「簿記の重要計算」） 税務経理協会  1986年5月 

51 私の学問遍歴 ①～③ 企業会計 68巻1号～3

号 

2016 年 1 月～3

月 
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